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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　プロローグ　青と紅あかの契けい約やく




　住み慣れた屋や敷しきの中を、少年は傷だらけで走っていた。後ろから迫せまりくる悪魔の気配を感じながら。傷だらけの腕うでには、七歳の少年には長すぎる刀を抱だいていた。

　最初に殺されたのは、少年と母を庇かばった父だった。母は少年に、母の血筋に代々伝わるという刀を渡わたした後、殺された。

　母は死に際ぎわ、深い青の瞳ひとみで少年を見つめ、その瞳を受け継ついだ少年にこう言った。

「瑠る璃りの誇ほこりを、もう一度、あの方の目に」

　母の言葉の意味はわからなかったが、この刀を受け取る意味だけは、少年は理解した。母は少年に刀を託たくしたのだ。死に逝ゆく自分の、次代の者として。

　少年は母から託された刀を握にぎりしめ、入るなと言われていた屋敷の地下室に駆かけ込んだ。

　光源のない地下室は暗い。しかしどういうわけか、部屋の中ははっきりと見えた。不思議な明るさの中、少年は殺風景な部屋を見み渡わたした。ある一点で、少年の目が止まる。

　人がいた。静かに目を瞑つむった、精せい悍かんな顔立ちの男。少年は男に駆け寄った。しかし助けを求めようとした少年の喉のどは、恐きよう怖ふで締しめつけられる。震ふるえる声が自然と零こぼれた。

「首、だけ……!?」

　男の顔は、首から下は一本脚あしのテーブルだった。

　男が生きているわけがない。しかし男の顔は、少年には眠ねむっているようにしか見えなかった。

　肌はだはまだ日に焼けたばかりに見えた。床ゆかへと垂れ下がっている黒っぽい紅あかい髪かみは、埃ほこりを被かぶっている表面以外、妙みように艶つややかだ。閉とざされた目を縁ふち取どる睫まつげも、しっかりとした眉まゆ毛げも、今にも眼前を睨にらみつけようと待ちかまえているように思えた。閉ざされた口元が開かれ牙きばが覗のぞくのではないか、首だけで動き出すのではないか──少年の脳のう裏りにそんな想像を搔かき立てるほどに、男の首は生き生きとしていた。

　本物のようなその繊せん細さいさに、少年は恐怖も忘れ、しばし魅みせられていた。

『ソレは、人類を滅めつ亡ぼうに追いやった者』

　以前どこかで聞いた言葉が、不意に少年の頭の中に湧わき出てきた。

『ソレは、今もこの世界のどこかに眠っている』

『ソレは、多くの災わざわいを人類にもたらした、最強最悪の、地じ獄ごくの権ごん化げ』

（もしかして、これが……？）

『──大悪魔、サブナク』

　脳の奥から告げられた答え。何な故ぜかそれを疑う気持ちは少年の中にはなかった。

　何かを待ち続けるように、首は目を閉じている。既すでに恐怖心はなく、目が離はなせない。

　美しい首には、いくつもの青い石で出来た綺き麗れいな首くび飾かざりが何重にも巻かれていた。

　少年は自然と男の首に巻かれている青い石に手を伸のばしていた。

　──青い石に導かれている。そう思ったのは、多分、母の瞳と同じ色の石だったから。

　右手が青い石の一つに触ふれた。石に触れた瞬しゆん間かん、荒あらかった呼吸や鼓こ動どうは静かになった。

　少年は青い石の首飾りを慎しん重ちように両手で摑つかみ、勢いよく両手を広げる。石を繫つないでいた糸がプツンと容易たやすく切れた。青い石が水みず飛沫しぶきのように宙に舞まい、床に飛び散った。

　手に残った石を握りしめながら、少年は男の首を凝ぎよう視しする。

　瞼まぶたが、揺ゆれた気がした。眉が顰ひそめられた気がした。高い鼻が動いた気がした。血の気のない薄うすい唇くちびるが歪ゆがんだ気がした。……口から、息を吐はいた。

「ぶぇ───っくしょいっ！」

　いきなり大きなくしゃみをした生首に、少年は大声を上げて飛び上がった。冷たい床に尻しり餅もちをつき、縋すがるように刀をきつく握る。

　開いた双そう眸ぼうは、血のような鮮あざやかな紅。その目を不快そうに細め、生首の男は洟はなを啜すすった。

「……っあー、ちきしょーめ。ンだよここ。なんつー埃っぽい所だ。──ん？」

　ようやく少年に気付き、男は紅い目で少年を見下ろす。

「よぉ、ガキ。この封ふう印いん解いたのお前か？」

　少年は呆あつ気けにとられて首だけの男をじっと見つめていたが、その低い声に反射的に頷うなずいた。

「ガキ、俺と契約しろ」

　男は片頰ほおを歪めて笑い、少年に言った。







　　第一章　刃やいばに映るもの




　教皇国家フロレンシアの東部に位置する街、教皇領アスセナ。その中心にあるアスセナ教会は、この街に住む人々の心の拠より所であった。

　午前十時過ぎ。

　石いし畳だたみの道を、二人の男が歩いていた。一人は深い青の瞳と、艶やかな茶ちや髪ぱつの、十六、七歳ほどの少年。涼すずしげな目元に端たん整せいな顔立ちと、しなやかな瘦そう軀くは、どこか猫ねこを思わせる。小こ柄がらだがこれからまだまだ背が伸びそうなその少年は、白い神父服を着ていた。

「何でお前までついてくんの……？」

　苛いらついた表情でそう言った少年に対して、隣となりにいた長身の男が、片頰を歪めてにやりと笑った。男は紅い瞳で少年を見下ろす。

　年の頃ころは二十代半ばから後半だろう。肉にく食しよく獣じゆうを思わせる鋭するどい目をしているが、顔立ちは整っており、美形と言っても過言ではない。道行く人々が彼を見て振ふり返っていく。だが、人目を引くのは彼の顔の造形だけではないだろう。彼の首には、ぐるりと一周する茨いばらのような傷きず跡あとがあった。黒い服の胸むな元もとをあけ、その傷を隠かくそうともしていない。

「かっわいーいお前のここでの初仕事をこの目で拝んでおこうと思ってな」

　低い声でそう言った男の意地の悪い笑え顔がおを、少年が睨む。

「面おも白しろがってるだろ」

「それは違ちがうぞイト！　お前をからかう材料がないか探しに行くだけだ！」

　少年、イトの左の腰こしの辺りから、カチリと音がした。

「……斬きるぞ」

「洒落しやれにならん冗じよう談だんはやめろ」

　物ぶつ騒そうなことを言い出したイトが腰に下げているのは、神父服にはあらゆる意味で不ふ釣つり合いな刀。この大陸のものではない、今は亡なき極東の島国の技術で作られた刀だ。

「ついてくるのはいいけど、面めん倒どう事は起こすな。もしもお前のことがバレたら、クビどころじゃ済まないんだし……って、サブナク？」

　隣に居たはずの男、サブナクの姿が忽こつ然ぜんと消えていた。イトが辺りを見回すと、サブナクはパン屋で立ち止まっていた。その口には、こんがり焼けた肉の刺ささった串くしを咥くわえていた。

　額に青筋を立て、イトはサブナクに向かって走り出した。サブナクがイトに気付く。

「おうイト、これ美味うま──ごふっ！」

　イトは助走したまま、左ひだり腕うでをサブナクの顎あごの下に引っかけた。体重は軽いが十分に勢いのついたイトの左腕は、サブナクの首元に十分なダメージを与あたえたようだ。大おお柄がらのサブナクもよろけて首を押さえている。

「お前……っ、何しやがるこのクソガキ！　首から上はやめろっつってんだろ！」

「首から上じゃなきゃ効かないからやってんだ！　新生活で金が入り用だから無む駄だ遣づかいすんなって言っただろうが！」

「ケチケチすんなよこのぐれえよー。ちゃんとカラダで返してやるからそう言うなよ」

「お前の身体からだなんかちっとも役に立たないだろ！」

　お互たがいに文句を言い合いながら、二人は再び歩き出した。

　二人の──正確にはイトの──目的地は、このアスセナの中心部に位置するアスセナ教会だ。イトが明日あしたから就任する場所である。

　街の名と同じアスセナ教会は、修道院、大聖堂に寄宿舎、図書館が併へい設せつされている。教会自体はそう大きなものではないが、街の中心にあり、要所として機能しているのがわかる。

　整備された石畳の上を歩きながら、ふとイトは首を傾かしげる。アスセナは活気のある元気な街、と聞いていた。教会の近くにもなると、確かに人通りも多く騒さわがしい。しかし、すれ違う人々には笑顔がない。

（何だろ？　何かあったのかな？）

　イトとサブナクは大聖堂前の広場にやってきた。

「俺は教会の中に入るけど、どうする？」

「あー？　面倒くせえしこの辺ブラブラしてらぁ」

「俺の初仕事を見るんじゃないのかよ……あっ」
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　しまった、とイトが思った時には遅おそかった。サブナクは大おお袈げ裟さに空を仰あおぎ、顔を覆おおってイトを抱だき締しめていた。

「ああそうだったな、すまんイト！　もう片時も離れねえから安心しろ！」

「死ぬほどうざいから早くどっか行け！」

　サブナクの顔面を殴なぐろうとして拳こぶしを繰くり出したが、ひらりと避よけられる。そのおかげでサブナクは離れ、街中へと消えていったが、その顔には楽しそうな笑みが浮うかんでいた。

　釈しやく然ぜんとしない気分のまま、イトは大聖堂に足を向けた。しかし正面の扉とびらは閉まっていた。いつでも開いているはずの大聖堂の扉が閉まっているなど珍めずらしい。裏手に回り、イトは神父達が利用する扉を開けた。

　見た目よりも大聖堂の中は広々としていた。使い古されて色の落ち着いた信徒席が静せい寂じやくを湛たたえ、床の大理石には美しい幾き何か学がく模様のモザイクが描えがかれている。

　祭さい壇だんに目を向けると、床と似た幾何学模様が目に入る。色いろ鮮あざやかに輝かがやくステンドグラスだ。様々な色を帯びて光がイトの頰に降り注ぐ。

　ステンドグラスで逆光になっているのは、十字の形。地に刺さった鍔つばの長い剣けんだ。聖職者の象しよう徴ちようである十じゆう字じ架かと、戦士の象徴である剣が掛かけ合わされたその形が、この教皇国家フロレンシアが信しん仰こうする、フィオリ教の象徴であった。

　剣の十字架の下したで、人ひと影かげが揺れた。イトは声をかけながらその人物に歩み寄る。

　祭壇を掃そう除じしていたらしい神父が顔を上げた。イトと同じぐらいの少年だった。背はイトより少し高い。金色の短い髪かみに、人ひと懐なつっこそうな目め尻じりの垂れた大きな目。快活そうな深緑の瞳ひとみがイトを見て声を上げた。

「助すけっ人と!?　助っ人だよね!?　ああ神様！　ありがとうございます！」

「は？　な、何？」

　イトが戸と惑まどった声を上げると、神に感謝を捧ささげていた少年はくるりとイトを振り返った。

「あっれー？　でも見たことない顔だね」

「明日から就任する予定で、挨あい拶さつに……。ていうか、何だよ助っ人って……」

「あ、そっかそっか～！」

　日に焼けた顔がパッと明るく笑み、イトに駆かけ寄ってきた。純じゆん朴ぼくそうな笑顔が犬のようだった。少年はイトの手を勢いよく握にぎる。

「ようこそアスセナ教会へ。僕はレント。この教会の爽さわやか担当でっす！　よろしくね。先せん輩ぱいって呼んでくれてもいいよ！」

　レントと名乗ったテンションの高い少年はそう言ってウインクした。イトは顰しかめた顔で「嫌いやだ」と返答したが、レントは気にした様子もなく続けた。

「で、突とつ然ぜんで悪いんだけど、掃除手伝ってくれない？　手伝ってくれるよね。っていうか手伝って！　今日葬そう儀ぎがあってさ、今その準備中なんだ」

「葬儀？　ああ、それでか……」

　街に着いてから感じていた、妙みようにそわそわした空気と、静かな人々。不思議な街の雰ふん囲い気きは、葬儀の準備の忙いそがしさと、死者を悼いたむ気持ちの表れだったらしい。

「手伝うのはいいけど、何したら良いんだよ？」

「ありがとおおおお！　じゃあ、そこの椅い子すピカピカに拭ふいてくれる？」

「わかっ──ええっ!?　ここの椅子全部!?　人使い荒あらくないか!?」

　レントから雑ぞう巾きんを受け取ったイトは、ざっと百人は座れそうな大聖堂の信徒席を見み渡わたした。

「よろしく～。葬儀十一時からだし、多分きっともうすぐ他ほかの人も来る……と思うから」

「十一時!?　間に合うのかよ!?」

　鐘しよう楼ろうにある時計は、先ほど既すでに十時を十分は過ぎていた。イトも慌あわてて作業に取りかかった。

　信徒席を手早く拭いていると、背後で足音がして、一人の神父が大聖堂に入ってきた。イトやレントと同じ神父服に身を包んでいるが、その色は黒く、頭には黒のベールのついた帽ぼう子しを被かぶっていた。葬儀用の礼装だった。神父は帽子を脱ぬぎ、眼鏡の奥から聡そう明めいそうな、優やさしさの感じられる瞳をイトに向けた。軽くイトに目礼してから、祭壇にいるレントに声を掛ける。

「いけませんよ、レントくん。人手が足りないからと言って、教会関係者でない方に手伝っていただいては」

　口調は穏おだやかだが、良心に語りかけるような神父の声に、窘たしなめられたレントは慌てて謝った。

「うっ。す、すみません、アインザッツ司教……。で、でもその人神父ですよ！　ほら神父服着てるでしょ!?　明日から就任してくれる……あ、そういえば名前訊きいてなかった」

　しゃがみ込んで信徒席を拭いていたせいで、神父にはイトの服装が見えなかったらしい。イトは立ち上がり、二人に改めて挨拶する。

「フィオリ教会、【フロムヘヴン】本部から配属されました、イトです。よろしくお願い致いたします」

「え、フロムヘヴンなの!?　僕と同い年ぐらいなのにすごいねー！」

「別にすごくない」

「だいぶ小さいけど、フロムヘヴンって身長制限はないの？」

「……信じられないなら、その身でわからせてやろうか？」

　笑え顔がおで尋たずねてくるレントに、イトはぐっと握った拳を掲かかげて見せた。

　神父服を着ていても、イトは歴れつきとした神父ではない。彼はエクソシスト部隊【フロムヘヴン】という、魔ま物もの専門の戦せん闘とう部隊に所属しており、神父の業務は、知識として知っている程度である。刀を常備しているのは魔物が出た際にすぐ対応出来るためだ。

　アインザッツと呼ばれた神父は、イトに穏やかに微笑ほほえんだ。

「そうでしたか。お手伝いありがとうございます。私はアインザッツと申します。若じやく輩はい者ですが、このアスセナ教会を治めている司教です。どうぞよろしくお願いしますね、イトくん」

　丁てい寧ねいな口調で言ってアインザッツは右手を差し出した。イトも彼の手を握り返し、もう一度彼の顔を見つめた。

　眼鏡の奥の優しそうな瞳は、月のような銀色。後ろで纏まとめた長ちよう髪はつも同じ色をしていた。肌はだは雪のように白く、葬儀用の黒い神父服によく映はえている。年はまだ二十代であろう若い男だった。この年でそこそこ大きな教会の司教とは、余よ程ほどのやり手なのだろうか。

　イトとアインザッツの挨拶が済むと、レントが焦じれた様子で声を上げた。

「アインザッツ司教。他の人達は？　葬儀、十一時からでしょ!?　もう時間が……！」

「え？　葬儀なら、午後一時からですよ」

「「へ？」」

　アインザッツののんびりした言葉に、イトとレントはマヌケな声を揃そろえた。

「えええええ!?　さっき十一時からってみんなに言ってたじゃないですか！」

「おや？　そうでしたっけ……？」

「そうでしたよ!?　だからみんな大おお慌あわてなんですけど！　しっかりして司教ぉー！」

「あはは、すみません。ですが先ほど確かく認にんしたので、午後一時からで間ま違ちがいありません」

　大声で詰つめ寄るレントに、アインザッツはほんわかした笑顔で謝る。毒気を抜ぬかれ、レントはがくりと膝ひざをついた。二人の様子に、イトは思わず小さく吹ふき出していた。
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　埋まい葬そうのために墓場へと向かう喪も服ふくの集団と逆行し、イトは教会近くの広場にやってきた。

　葬儀が終わった後、広場では食事が振ふる舞まわれていた。聞けば、この街がまだ小さな村だった頃ころからの風習らしい。

　まばらになってしまった人の中で、イトは数人の若い女性が集まっている一角を見つける。女性の輪の中から、頭一つ飛び出している長身の男を見つけた。暗赤色の髪に向かって、イトは刺とげ々とげしい声を飛ばした。

「おい、サブナク」

「おう、終わったか」

　サブナクは料理を口に入れたままでイトを振り返った。女性達がイトに好こう奇きの目を向け、知り合い？　とサブナクを見上げている。サブナクはイトの肩かたを持って言った。

「紹しよう介かいするぜ。俺の可愛かわいい可愛いハニーだ」

　女性達が驚おどろいた声を上げる。イトは凍いてつくような冷たい視線をサブナクに向ける。

「頭おかしくなったのか？　あれほど拾い食いはするなって言っただろ」

「してねえよ！　可愛くねえなてめえは！　……ははーん？　お前さては妬やいてるな？」

「誰だれが妬くかバカ！」

　驚いていた女性陣じんも、二人のやりとりに笑い出した。しばらく他た愛あいない話をしてから、女性達は年配の女性に呼ばれて去って行った。

　女性達の姿が見えなくなったのを確認すると、イトは咎とがめる視線をサブナクに向けた。

「……何でここにいるんだよ。参列者でもないくせに」

「そこらへん歩いてたら女共が飯に誘さそってくれたからよー。お前こそ、埋葬には参加しなくていいのか、イト神父？」

　言いながら、サブナクの手はフォークを持って次の料理に伸のびている。

「葬儀の神父は足りてるらしいから」

　イトはそう言ってから、声を潜ひそめて続けた。イトの目が鋭するどく細められる。

「……あんまり教会に近づくな。気付かれたらどうする」

「バーカ、気付くような奴やつが今まで居たかよ。心配しすぎだ。それよりこれ食ってみろよ。美味うまいぞ。ほーらイッちゃん、あーん」

　サブナクがフォークに刺さした鱈たらの揚あげ物をイトに向ける。イトは顔を背そむけて拒きよ否ひした。サブナクは表情を変えずに揚げ物を自分の口に放ほうり込む。

「お前なぁ、もうちっと食わねえと、背ぇ伸びねえぞ」

「背はちょっとずつ伸びてる！　お前が無む駄だに食べ過ぎなんだ。そのせいで食費が嵩かさんで──」

「にしても、大層な葬そう式しきだったみたいだな。どこのどいつが死んだんだ？」

　視線を明後日あさつての方向へと泳がせて、サブナクはイトの言葉を遮さえぎった。明らかな話の逸そらし方にイトは苛いらついたが、いつものことだと自分を抑おさえ、彼の質問に答える。

「貴族の息むす子こだ。この街を魔物から守るためにフロムヘヴンになろうとしてた好青年だったらしい。けど、病死だってさ」

「ほーん。ってことは、身体からだに傷はねえのかー。そうかー傷がねえ体かーいいなーもがっ！」

　一見無関心そうな顔をしつつ、わざとらしい言葉を吐はくサブナクの口に、イトは手近にあった料理を突つっ込んで黙だまらせた。フォークを咥くわえたサブナクの口元が挑ちよう発はつ的に笑っている。

「……今回はやらないからな。必要ないだろ」

「はいはい。わーってますって。ま、ちっともったいない気もするがな。棺かん桶おけのでかさから言っても身体のサイズも申し分なさそうだし、若いしよ」

「若さに嫉しつ妬とするなよオッサン」

「おにいさんはまだ若いから嫉妬なんてしてねえよクソガキ」

　冷たく言い放ったイトのオッサン発言に、サブナクは額に青筋を立ててイトを睨にらんだ。サブナクは上に見積もっても二十代後半であるが、イトがサブナクを「オッサン」呼ばわりするのは、彼がまだ十七歳という若さからだけではない。

　サブナクは約五千年前、人類を滅めつ亡ぼうさせようとした大だい悪あく魔まである。伝説では聖職者と戦士が法術と剣けんで打ち倒たおしたということになっているが、彼は死んでいなかった。首と身体をバラバラにされてもなお、彼は封ふう印いんされて今日まで生きていた。その封印を解いたのがイトだ。

「年ねん齢れいで言ったらジジイどころの話じゃないよなぁ……」

「あんま調子に乗ってると温おん厚こうな俺様も怒おこるぞイッちゃん？」

「その呼び方はやめろオッサン」

「お前もオッサンはやめろ。おにいさん、またはサブナク様と呼べ」

「そんな呼び方するぐらいなら舌した嚙かんで死ぬ」

　不毛すぎる会話に嫌いや気けが差し、イトは顔を背けた。

「そういえばお前、街をぶらついてきたんだろ？　何か収しゆう穫かくあったのか？」

「ああ。かなり面おも白しろい噂うわさを小耳に挟はさんだ。──が、俺がタダで教えてやると思うか？」

　言葉の前半はサブナクも真顔だったため、イトはつい興味を示してしまった。しかし後半のからかうような彼の笑みを見て、数秒前の自分に腹が立った。

　舌打ちするイトにサブナクの手が伸びてきた。冷たい手で、耳元の髪かみを摑つかむように搔かき上げられる。晒さらされた首元を見て、サブナクの紅あかい目が妖あやしく光った。笑んだ口元からは、犬歯を舐なめる舌が見えた。

「食わせろ。こんな食事じゃ全然足りねえんだよ。わかってんだろ？」

　イトはしばらくサブナクを睨んでいたが、髪を摑む彼の手を払はらい、苦々しい顔で頷うなずいた。

「……わかったよ」

　イトは手近にあったこぶし大のパンを摑んでサブナクの口に突っ込んだ。サブナクが呻うめく。

「ほら、食わせてやったぞ。早く話せ」

「意味が違ちげぇだろ！　ったく、ンッとにケチだなお前は」

　結局根負けしたのはサブナクだった。この件に関してだけは、イトも簡単に負けられない。こういう結果になるのは予想していたのか、サブナクは舌打ちを一つしただけで話し始めた。

「むかしむかしある村に、一年に一人、生け贄にえを寄よ越こせと言う貴族がいたんだと。そいつらは生け贄をもらう代わりに、村を魔ま物ものから守ってやると村人と約束したそうだ。魔物に悩なやまされていた村は一年に一人の犠ぎ牲せいを要したが、土地を捨てることも出来ん。時々旅人を唆そそのかしたりなんだりしながら、生き長らえましたとさ。めでたしめでたし」

「……全然めでたくないだろ。それが噂の内容か？」

「隣となりの領地の寓ぐう話わだそうだ。最近魔物の出現率が高くなってる、カクトスとかって街のな」

　イトの目が険しくなる。

「……その話、本当に寓話なのか？」

「そりゃ知らねえが、カクトスで信じている奴は多いらしい。カクトスの山奥、その貴族の屋や敷しきがあるっていうイーテア村とかいうところでは、特にな。もっとも、そこももうほとんど住んでる奴もいねえらしいが。……で、どう思う？」

「魔物の出現率が高くなって、廃すたれてた話を掘ほり返してきただけじゃないのか」

「ところがどっこい。最近増え始めたカクトスの魔物ってのが興味深くてな」

　イトが怪け訝げんそうな目を向けると、サブナクはフォークを齧ったまま、にやりと笑えんだ。

「人を攫さらってくんだとよ」

　サブナクの言葉に、イトは目を瞠みはった。

「人を攫う……？　あいつらは人を狙ねらって殺す。そこに知能や理性なんてないはずだろ？」

「だが、魔物に攫われた人間がいるのは確かなんだと。目もく撃げき情報もあるらしい。単に行ゆく方え不明って事になってる奴も含ふくめれば、結構な数になるんだとよ。無論、全員帰って来ちゃいねえ」

「魔物に、知能が……？」

「ちゃっかり進化してたりしてな～」

　サブナクの軽口を聞いて、イトは鋭く彼を睨みつける。射殺すような視線を向けられても、サブナクは飄ひよう々ひようと笑った。

「そういや、もう一つ耳よりな情報があった。その貴族は、魔物を操あやつることが出来るらしい」

「魔物を操る？　そんな、お前にだって出来ないことを……？」

　驚きよう愕がくしてイトがサブナクを見上げると、彼は一いつ瞬しゆん真顔になってから、声を上げて笑い出した。

「な、何笑って……」

　戸と惑まどうイトの髪をサブナクが撫なで、満足そうに頷いた。

「俺が聞きかじっただけの噂を簡単に信じるなんてなぁ。いやー、クッソ生意気なイッちゃんにも、まだまだ可愛かわいい所が残ってたんだなぁ」

「なっ……う、うるさいバカ！」

　つい真に受けてしまったイトは顔を真っ赤にした。苦し紛まぎれに出した拳こぶしも片手で受け止められ、悔くやしげに拳を引っ込める。赤い頰ほおを手の甲こうで隠かくしながら、イトはサブナクを見ずに言う。

「魔物の出現率が高くなったっていうのは気になるな。いつ頃ごろからなんだ？」

「そこまでは知らんとさ。この街の連中にとっちゃ、所しよ詮せんは他人ひと事ごとだ。ここに被ひ害がいが及およばねえ限り、こんな噂うわさ話ばなし、酒の肴さかなにしかならねえよ」

　イトはため息をついた。サブナクの言うこともわかる。被害が及んでからでは遅おそいとはわかっていても、自分達に被害が及ばなければ人の危機感など薄うすいものだ。もっとも、来るともわからない魔物の影かげに常に怯おびえながら暮らしていたら頭がおかしくなってしまうだろう。

　街の人達に代わり、魔物の影を懸け念ねんするのは、イトも所属するフィオリ教会の仕事だ。

　サブナクは口元をにやりとつり上げ、イトの頭に腕うでを乗のせた。

「だが、俺としては気になる話だな。二日もありゃ十分行ける距きよ離りだ。行くぞ」

「就任早々サボれるかバカ！　俺のまっとうな社会生活をこれ以上邪じや魔まするな！　だいたい、そんな不確かな情報を鵜う吞のみにするのかよ？」

「今すぐたぁ言ってねえだろ。裏が取れたら行くぞ」

　サブナクはそう言ってテーブルに置かれたワインを瓶びんごと呷あおった。イトは咎める視線を向けたが、ふと通りがざわついていることに気付く。

　神父達が何やら緊きん張ちようした面おも持もちで走り去って行く。葬そう儀ぎが終わり、厳げん粛しゆくな空気が緩ゆるみかけていた街は、突とつ如じよ尖とがった冷気を孕はらみ始める。

　イトは走り回る神父の中にレントの姿を見つけ、彼を捕つかまえて何かあったのかと尋たずねた。レントは周囲を見み渡わたしてから、声を潜ひそめてイトに事情を話す。

「……近くの街で、魔物の姿が確かく認にんされたらしい。数は少ないし、こっちに来る様子はなさそうだから大だい丈じよう夫ぶだとは思うんだけど、今日は周辺の領地からの参列客も多いから、イトも出来れば警けい戒かいに当たって」

　イトが頷いたその時、人々の間から悲鳴が上がった。直後、イト達の頭上を黒い影が走っていく。イトが確認出来たのは、コウモリに似た黒い翼つばさと身体だった。

「魔物だっ！」

　誰だれかの叫さけび声が引き金となり、人々は一瞬で散り散りになった。

「噓うそだろ……っ。報告じゃ、ここまで来るとしてもまだ時間があるって……」

「言ってても仕方ないだろ！　行くぞ！」

　驚愕するレントにそう言い捨て、イトは走り出した。その後ろからサブナクが追ってくる。

「これで誰かが攫われりゃあ、この街も他人事じゃなくなるな～」

「縁えん起ぎでもないこと、言うなっ！」

　叫び声と共に、イトは愛刀を鞘さやから抜ぬいた。イトの前にはコウモリのような魔物がいた。赤く大きな口に鋭するどい牙きばを揃そろえたその頭と、鋭く発達した腕は犬に似ている。襲おそいかかってきた魔物に、イトは白はく刃じんをひらめかせる。魔物は胴どう体たいから腕を切断され、悲鳴を迸ほとばしらせた。

　地に倒れる仲間の悲鳴を聞いて、他ほかの魔物の目がイトへと向けられた。イトは魔物の体液を振ふり払い、刀の切っ先を魔物達に向ける。その時。

「きゃああああっ！」

　女性の悲鳴が上がった。そこには幼い子どもを抱だきながら逃にげる母親がいた。

　イトは親子の元へと走り出したが、魔物に行く手を阻はばまれる。

「退どけ！」

　刀の間合いに入ると同時に、イトは魔物の身体からだを斜ななめ上へと斬きり上げた。倒れた魔物の向こう、子どもを庇かばおうとする母親の背に、黒い影が落ちる。

　間に合わない。そう思う前に、イトはその名を叫んでいた。

「サブナク！」

　魔物の鋭い爪つめが振り下ろされ、子どももろともその爪の餌え食じきになる。──魔物はそのつもりだったのだろうが、その爪が母親の背に刺ささることはなかった。

　魔物と母親との間に暗い紅あかの髪が揺ゆれ、石いし畳だたみに肉にく片へんと血ち飛沫しぶきが舞まった。母親は背後の影を振り仰あおいで、声にならない悲鳴を上げた。

「……ったく、無む茶ちやさせやがる」

　魔物と母親の間に入り、魔物の爪を受けたのはサブナクだった。胸から背中へと、鋭い爪で貫つらぬかれている。魔物が爪を抜くと、傷口からは紅い血液が飛び散った。

　サブナクは背後を振り返り、親子の怯えた視線が自分の胸むな元もとを見ているのに気付いた。

「ああ、これか。何ともねえから安心しろ」

　どう見ても重傷だが、本人は痛みすら感じていないようだった。親子は何が起こったのかわかっていないようだったが、サブナクに促うながされて逃げ出した。

　サブナクは自分の身体を傷つけた魔物に挑ちよう戦せん的な視線を向けた。

「俺の至福の時間を邪魔しやがって」

　フォークを口の端はしに咥くわえたままのサブナクは、向かってきた魔物の腕を摑つかんだ。フォークを握にぎると、魔物に向かって放つ。片目を潰つぶされ、魔物が悲鳴を上げてサブナクから遠ざかった。

　サブナクは魔物が折った街灯の残ざん骸がいを手に取った。使えるかどうか首を傾かしげながらも、再び向かってきた魔物の頭に振り下ろす。大きな鈍にぶい音がして、魔物は動かなくなった。

「サブナク！」

「おう。心配すんな、どうってこと──」

　イトはサブナクの元へ駆かけつけ、刀を右手に持つと、左手を握り、

「っの、バカッ！」

　サブナクの顎あごに向かって突つき上げた。イトの拳は見事にサブナクの顎の下にヒットした。サブナクは顎を押さえて呻いてから、イトに怒ど鳴なる。

「ってえな！　あの場合しゃあねえだろ！　見捨てたら余計キレるじゃねえかお前！」

「当たり前だ！　俺は守りつつ身体を大事にしろって言ってるんだ！　動くんだろうな!?」

「………あと一日は保もつはず──」

　サブナクの気まずい苦く笑しようを、イトは怒いかりを込めた左の拳で吹ふっ飛ばし、右手に持った刀で向かってきた魔ま物ものを突き刺す。

「バカスカ殴なぐんじゃねえよクソガキ！　……それより、気付いてるか？」

　突とつ然ぜん声を低くしたサブナクの言葉にイトは頷うなずく。

「ああ。魔物の動きが、妙みようだ。もっと人間が集まっているところに行くはずなのに、こいつらは明らかにあの親子や俺達を標的にしてる。こんなこと、初めてだ」

　倒たおした魔物を怪訝そうに見下ろしてイトが呟つぶやいた時、サブナクが声を上げた。

「イト、一いつ匹ぴき逃にげるぞ」

　一匹だけ残った魔物が翼を広げ、上空に舞い上がった。すでに魔物はイトの刀の間合いより上空にいる。イトは考えるより早く、助走をつけて跳ちよう躍やくした。

「逃がすか！　サブナク、肩かた貸せ！」

　肩かた越ごしのサブナクの笑えみを見て、イトは彼の肩に着地した。──つもりだったが、狙いは外れ、イトの靴くつの裏はサブナクの頭頂部を勢いよく蹴けりつけて上空へ飛んでいた。真下からサブナクの呻うめき声がしたが今は無視し、イトは刀の間合いに入った魔物を斬りつけた。

　魔物だった肉片と体液が地面に落ちた後、イトは石畳の上に着地する。

　その直後、イトの身体が大きな影に覆おおわれた。イトが嫌いや々いや顔を上げると、怒りの込められた目に睨にらみつけられていた。

「おいこらクソガキ……首もげるところだっただろうが！」

「……うるさいな。いいだろ最初からもげてるんだし、今はもげなかったんだから」

　イトは怒鳴り散らすサブナクから気まずげに視線を逸そらした。

　イトの視線の先では、逃げ遅おくれた市民がイト達を遠巻きに見ていた。その中に、喪も服ふくを着た貴族風の女性が目に留まる。女性は黒いベールのついた帽ぼう子しを被かぶった慎つつましい装いだったが、その手に持った真っ赤な扇せん子すが目を引いた。葬儀には相応ふさわしくないその扇子で口元を隠し、従者に何かを告げた。イトは女性の赤い扇子に不ふ謹きん慎しんさと悪意を感じて気になったが、女性はすぐに群衆の中へ消えていった。

　その時、興奮した大声がイトの耳に届いた。

「すごーい！　ほぼ二人で倒しちゃったじゃん！　小さいのにホントに強かったんだねイト！」

「まだ疑ってたのかよお前……っ」

　イトに詰つめ寄ったのはレントだった。イトは彼の素す直なおな賛辞に少々照れてしまい、それを隠すためにレントを軽く睨む。そんなイトの背後からは、賛辞を全ぜん肯こう定ていする声が聞こえてきた。

「強いどころじゃねえ。最強だ最強。イトも俺ほどじゃねえが、そこらの奴やつらよりは強ぇぞ」

「あ！　てかお兄さん大丈夫ですか!?　至る所からすごい血が出て──」

　レントの言葉を聞いて、イトはサブナクが負傷していることを思い出した。慌あわててサブナクの前に立ち、レントの注意を逸らそうと大声を上げた。

「こいつは大丈夫だ！」

「いやいやかなり重傷でしょ!?」

「かすり傷だ！　それより怪け我が人がいないかの確認が先だろ？　早く行けって。こいつなら本当に大丈夫だから」

「お前はもっと心配しろよ」

　サブナクが文句を言ったが、イトの勢いに押されたのか、レントは群衆の中へと駆けていった。レントの姿が見えなくなった後、イトがサブナクを振り返る。

「とりあえず傷塞ふさいで、着き替がえてどこかに隠かくれてろ。まだ動くだろ？」

　サブナクの胸元の傷は既すでに塞がり、血の跡あとがついているだけだった。サブナクは物欲しそうにイトを見下ろす。

「あー、重傷だなこれ。血が足りねえなー。誰かさんから輸血してもらわねえとな」

「あと一日は保つんだろ。見られるだろうが！　さっさと行け！」

　イトに急せかされ、舌打ちしつつサブナクは裏通りに姿を消していった。

「イトくん！」

　一度安あん堵どしたイトだったが、背後からの呼び声に驚おどろきながら振り返った。

「ご無事ですか？　お怪我は？」

「な、なんともありませんけど……」

　心配そうな顔で走ってきたのはアインザッツだった。イトが戸と惑まどいながら答えると、彼は安堵した表情で、胸の前で十字を切った。

「良かった。これも神のご加護でしょう。あなたがすぐに魔物を倒して下さったおかげで、混乱も大きくならずに済みました。ありがとうございました」

　アインザッツの感謝の言葉と深々としたお辞じ儀ぎに、イトは目を丸くする。

（こんなに神父らしい神父って、いるもんなんだな……）

「お連れの方が酷ひどい怪我だと聞いたのですが、その方は？」

「かすり傷です。本人は用が出来たとかで、もうどこかに行きましたので、ご心配なく！」

　アインザッツはかすり傷、と聞いてもまだ心配そうだったが、当の本人がいないのであれば仕方がない。イトとアインザッツは混乱する人々を静めるため、街の中へと駆け出した。
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　葬儀とその片付け、その他諸もろ々もろの仕事がすべて終しゆう了りようした頃ころには、大聖堂横の鐘しよう楼ろうにある時計は、すでに夜の九時半を指していた。

　イトは教会を出て、先ほど別れたサブナクの元へと向かっていた。が、落ち合う時間も場所も決めていなかったため、街を散々歩き回るはめになった。

　狭せまい路地にはまばらに明かりがついていた。そのほとんどが酒屋であり、仕事帰りの大人達が赤ら顔で酒を酌くみ交かわしている。イトは紅い髪かみの男を見なかったかと聞いて回り、ようやく見たという人を見つけて教えられた酒屋の扉とびらを開けた。

　明るい店内を見回すと、五人前はありそうな料理が並べられたテーブルに、サブナクは座っていた。早足でサブナクの後ろに立つと、イトは彼の後頭部を引っぱたいた。

「食べ過ぎだバカ！」

「ってえなぁ。お前が遅おせぇから悪いんだろ。暇ひまだったんだよ」

「暇ひま潰つぶしに食うな！　食費が嵩かさむ！」

「心配するなイト。今日はコレで稼かせがせてもらうぜ」

　自信満々にそう言ったサブナクの手には、トランプが握られていた。イトはトランプを見た瞬しゆん間かん、サブナクの手からそれを引ったくっていた。

「没ぼつ収しゆう！」

「あっ、てめイト！　何しやがる！」

　イトがトランプをしまっていると、店主らしき女性が皿を持ってイトの側そばに立っていた。

「いらっしゃい。仲良しね。この子がさっき言ってた相棒さんね」

「は……？　仲良し……っ？　相棒!?」

　言われた単語にイトが顔を引きつらせて拒きよ否ひ反応を示すと、女店主は首を傾かしげた。

「あら、違ちがうの？　じゃあ……恋こい人びと、とか？」

「遠ざかってます！　ただの顔見知りという名の赤の他人です！」

「真顔で何つー冷たいこと言うのお前！」

　顔を引き締しめ、イトは女店主の言葉を全力で否定した。かと言って、自分達の関係を端たん的てきに言えと言われても、イトも困るところだった。

　不意に女店主がイトの顔をじっと見つめてきた。

「あなたもしかして、今日魔物をやっつけてくれたっていう、神父様じゃない？」

「え……っ。まぁ……はい。俺だけじゃないですけど」

　イトはそう言ってちらりとサブナクの方を向いたが、店内の関心は魔物の群れを倒した少年一人に注がれており、イトはあっという間に大人達に囲まれた。イトが戸惑っていると、店内を代表するように、肉体労働が仕事であろうがたいの良い男が笑顔でイトを見た。

「魔物を倒したってことは、兄ちゃん達はフロムヘヴンなのかい？」

「僕はそうです。こっちのバカは知りません」

　バカ、とイトが指したサブナクが何か言いたげだったが、それより早く店内がざわめく。

（あ、しまった……神父がこんなとこ来ちゃまずかったか？）

　そう思い、イトは慌てて精せい一いつ杯ぱいの誠意を見せようと口を開いた。

「あ、あの！　僕に出来ることは少ないかもしれませんけど、皆みなさんが安心して暮らせるよう、出来る限りのことはしますので、よろしくお願いします」

　イトは頭を下げ、そして笑顔を作るのを失念していたことに気付いた。一いつ瞬しゆん静まった店内に、イトはひやりとし、恐おそる恐る顔を上げる。──と。

「なんて良い子なのー！」「マスター、この子におまけしたげてよ！」「飲め少年！」「ほらこれ食べて！」「これもだ！　俺の奢おごりだ遠えん慮りよするな！」

　イトの心配をよそに、店内の雰ふん囲い気きはあたたかいものだった。酔よいのせいもあるだろうが、客達は気前よくイトの前に料理を持ち寄ってきた。

「え!?　い、いいですって！」

　イトの遠慮の言葉も空むなしく、あっという間にテーブルいっぱいに料理が並んだ。目の前の大食漢と違い、イトには見ているだけで満腹になりそうな光景だ。しかし好意を無下にも出来ず、イトは世話好きな店内を見回して、頭を下げた。

「じゃ、じゃあ……ありがたく、いただきます」

　イトは気前の良い客達に困こん惑わくしながらも素直に礼を言う。

（よし、夕食代浮ういた!!　これで給料日までは何とか生活出来る！　……そうだ、ここに来ればまたこういうことあるかも……いやいやいや何考えてんだ俺。しっかりしろ！）

　そんな所帯染じみた気持ちが顔に表れていたのだろうか、客達のイトを見る視線が和なごやかなものになっていることに気付いた。イトは誤ご魔ま化かすようにフォークを持ち、料理を口に運んだ。

　テーブルに載のった料理を見回してから、サブナクがイトをまじまじと見つめてきた。

「……お前はもうちょっと笑え顔がおと自分を知ると、もうちょっと人生楽に生きられるぞ、イト」

「は？　苦労させてる本人が何言ってんだよ」

「そういう意味じゃねえよ。ま、無自覚なのがお前の良いところかもしれんが」

「なんだそれ？　それより……」

　イトは椅い子すをわずかにサブナクの方へと移動させた。ちらりと店内を見回し、イトはサブナクにしか聞こえない程度に声を落とした。

「……その身体からだ、もうダメなのか？」

「さすがにこりゃ、ダメージがでかすぎる。明日あしたの朝にゃもう動かねえだろうな」

　サブナクの言葉の後、イトは眉まゆを寄せ、しばらく考え込む。さりげなく口元を手で押さえ、イトはサブナクを一いち瞥べつして声を潜ひそめて言った。

「……深夜になったら、墓場行くぞ」

　イトはサブナクの顔を見ていなかったが、彼が笑ったのがわかった。

「愛してるぜイッちゃん」

「寝ね言ごとは永えい眠みんしてから言えオッサン」

「オッサン言うなクソガキ」

　もはや半分無意識のイトとサブナクの口くち喧げん嘩かが終わったところで、遠くからエンジンの音が近づいて来た。イトもあまり見たことはないが、恐らくはバイクの音だろうとわかった。

　エンジン音はどんどんこちらに近づいてくる。この店に向かっているのかと、イトが何気なく出入り口を見た。──次の瞬間、扉を突つき破り、テーブルや椅子を蹴け散ちらしながらバイクが突とつ入にゆうしてきた。

　まだ排はい気き音を唸うならせるバイクには、黒い服を着た背の高い女性が乗っていた。右半分だけ残した長いスカートを翻ひるがえし、短いパンツから伸のびた長く美しい足が床ゆかを踏ふむ。十センチ近くありそうなヒールの音が店内に響ひびき渡わたった。女性のスカートの形を、イトはどこかで見た気がした。

　女性がヘルメットを脱ぬぐと、飴あめ細工のような輝かがやく金きん髪ぱつが背中に流れた。年は二十を超こえたぐらいだろうか。長い睫まつげを揺ゆらして彼女が目を開くと、アメシストに似た紫むらさきの瞳ひとみが覗のぞいた。まるで絵画の女め神がみのような美び貌ぼうに、イトは思わず息を吞のむ。

　固まった店内を気にすることなく、女性は輝くような笑みを女店主に向けた。

「チャオ、マダム！　何か食べさせて！」

「その前に言うことがあるでしょ!?　どうしてくれるのこの扉！」

　女店主の言葉が聞こえていないかのように、女性は視線を店内に彷徨さまよわせ、そして呆ぼう然ぜんとしていたイトと目が合った。その瞬間、女性はイトに近づいて来た。

「あら可愛かわいい。見ない顔ね。旅人？」

　目の前に来ると、女性はイトより背が高かった。高いヒールのせいで、おそらく百八十センチは超えている。驚おどろいていると、突とつ然ぜん手を摑つかまれ、イトは戸と惑まどいながら答える。

「い、いえ……明日からこのアスセナ教会に赴ふ任にんする、神父です」

「へえ、神父様ぁ」

　女性は女神のようににこりと微笑ほほえんだ後、一瞬だけイトの隣となりを見た。が、すぐにイトに視線を戻もどし、その肩かたに手を掛かけた。

「ってことはぁ、私のモノね！」

「は？　何言って──うわちょっと！　何ですか！」

　イトが怪け訝げんそうに見上げると、彼女はイトの膝ひざの上に座り、長い足を組んだ。

「ねえ神父様、私、今とーっても困ってるの。助けてくださる？」

　今の状じよう況きようが理解出来ず、イトはただ目を瞠みはって近くにある女性の顔を見つめた。

「ぷっ、くく……っ！　うわーイッちゃん、すげえ羨うらやま……ぶはっ！」

「わ……笑ってないで助けろバカ！」

　サブナクの堪こらえきれていない笑い声で、イトはようやく状況を把は握あくした。イトの赤くなった頰ほおを撫なで、女性は蠱こ惑わく的に首を傾げる。

「ねえ神父様、お金、貸してくださらない？」

「嫌いやです!!　とにかく退どいて下さい。早く!!」

　イトが拒否と要求を一息に言うと、女性の瞳が潤うるんだ。

「酷ひどいわっ！　困ってる人を見捨てるなんて、それでも神父？　街中に言いふらすわよ？」

「脅おどすな！」

「じゃあ、貸してくれるまでずっと座っててやろうかしら？　……それとも神父様は、もっとすっごいサービスをお望み？」

「わかったよ！　貸すから誤解されるようなこと言うなあっ！　早く退け！」

　耳元で囁ささやかれ、イトは怒いかりと羞しゆう恥ちで真っ赤になった顔で叫さけんだ。女性は途と端たんに上じよう機き嫌げんになってイトの膝から下りた。期待に輝く目でイトを見下ろしてくる。

　イトは散々迷ってから、渋しぶ々しぶ財さい布ふから一枚の紙し幣へいを取り出してテーブルに置いた。その際、「少なっ！」という女性の声が聞こえた気がして、イトは怒りを込めた目で彼女を見上げた。

「何か言いました……っ!?」

「え？　何もー？」

　女性は少女のように無む邪じや気きに微笑んだ。

　紙幣から手を離はなすのが非常に躊躇ためらわれる。本当に、この女に貸して返ってくるのか。

「貸しますけど、絶対に返すって誓ちかって下さい」

「あー返す返す。ちょー返す」

「全然信用出来ない返事をするな！　こうなったら借用書書いてもらうからな！」

　イトが紙幣を握にぎりしめたままそう叫ぶと、女性は呆あきれたような顔をしてため息をついた。

「あーんもう、面めん倒どう臭くさいわね。細けえこと言うんじゃないわよ」

　言って、彼女は激げつ昂こうしたイトの顎あごを指先で掬すくった。イトの頰に、何か柔やわらかいものが触ふれた。

　何をされたかわからず、イトは頰を押さえつつ、至近距きよ離りにある彼女の笑顔を見上げた。

「グラッツェ、親切な神父様。またね」

　握っていた紙幣がいつの間にか彼女の手に渡っていた。紙幣をひらひらと遊ばせながら、彼女はバイクに跨またがってエンジン音と共に店を去っていった。

　しばらく呆然と立ち尽つくしていたイトは、はたと我に返った。途端に身体から力が抜ぬけ、床に膝をついた。その傍そばにサブナクも座り込んだ。

「そんなにショックだったのか。まぁ唇くちびるじゃねえとは言え、初めてだったもんなー」

「あ、当たり前だ！　あんな……あんな大金、人様に貸すなんて……っ」

「そっちかよ。もっと可愛い反応しろよ青少年」

「まだこっち来たばっかで生活ギリギリなのに！　ふざけるなよあの女！　──あっ！」
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　神父にあるまじき本音を叫んでしまい、イトは口を噤つぐんで店内を振ふり返った。しかし客達はイトの言葉を責めるどころか「そう思うのも人間として当然だ」と言わんばかりの生暖かい視線をイトに向けていた。

「でもね、あの娘こに挑いどむのはやめときなさいよ」

　次の瞬しゆん間かん、女店主の口からとんでもない言葉がイトとサブナクの耳に聞こえてきた。

「あの娘もシスターで、フロムヘヴンなの。あの教会内じゃ最強らしいわよ？　見たでしょ、あのシスター服」

「「シスター……？」」

　イトとサブナクが心底理解できないといった様子で女店主を見つめた。イトが覚えているのは、黒い服だけだった。確かにあのふわりとしたスカートには見覚えがあったが、まさかあれがシスター服だとはあの時は思えなかった。教えられた今でも納なつ得とく出来ない。

「シスターが金借りるって……そんな、バカな……」

「イト、お前神父だろ！　知らなかったのかよ!?」

　サブナクの怒ど声せいに、イトは青い目に怒いかりを満まん載さいさせて彼を睨にらみ返した。

「知ってたら金なんか貸すわけないだろバカ！」

　イトの怒り様に、サブナクの方は頭が冷えたようだ。苦く笑しようしながらイトの肩を叩たたく。

「ああ、そうだよな。お前も相当な守しゆ銭せん奴どだし。うん、すまん。おにいさんが悪かった」

　イトは本気でショックを受けていた。涙なみだ混じりに頭を抱かかえ、その場に蹲うずくまった。

「大だい丈じよう夫ぶか？」「いやー、借用書書かせようとした奴やつは初めてだな」「ああ、あいつ相手によくやったよ」「落ち着け、みんな通る道だから」「そうそう。この街の洗礼みたいなもんよ」

　客達が口々に言う言葉も、イトには何一つ納得出来ないものばかりだった。

「そんな洗礼、あってたまるかーっ！」

　妙みように達観し、笑いさえ起こっている客達の慰なぐさめは、イトの寂さびしくなった懐ふところと心に虚むなしく響くだけだった。
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　酒屋を出た後、イトとサブナクは深夜になるのを待ち、ある場所へと歩いていた。街の喧けん騒そうがどんどん遠ざかっていく。二人の前には深い闇やみが広がっていた。

「あの女、絶対に許さない……っ！」

「金って怖こえぇーな。美少年を鬼おににするんだもんなー」

　食べた物がすべて怒りに変へん換かんされていそうなイトを見て、サブナクが隣でぽつりと呟つぶやいた。

　二人の前に、黒い鉄てつ柵さくで覆おおわれたある場所──墓地が見えてきた。人の姿がないことを確かく認にんし、イトは無断で拝借してきた鍵かぎで墓地へと入った。

　イトは迷いなく歩き、真新しい墓石の前で足を止めた。墓石には、今日葬そう儀ぎをあげたばかりの青年の名と、彼が生きてきた年月が刻まれている。

「いいのか？　イト」

　イトの背後から、低い声が問う。イトは睨むように強い目で、肩かた越ごしにサブナクを見上げた。

「何のために、俺が神父なんて似合わない職に就ついたと思ってるんだ」

　唇を歪ゆがませ、サブナクは何も言わずにただ肩を竦すくめて笑った。

　イトは墓石に彩いろどりを添そえる献けん花かを丁てい寧ねいに脇わきに退けて、墓石に手を翳かざした。翳したイトの手に、紅あかい光がぼうっと宿る。

　それと同時に、サブナクの紅い左目と、そしてイトの青いはずの右目が紅く煌きらめく。

　イトの手の光が強くなると、次し第だいに墓石が動き始めた。棺ひつぎが埋うまっている位置から離れると、今度は土が隆りゆう起きし、土の中深くに埋まっているはずの棺が土を押しのけて再び地上に現れた。

　棺を見ていると、イトの頭にいつもの疑問がよぎる。

　──この行為を、あと何度続けなくてはならないのだろう。

　イトの動きが鈍にぶくなる。サブナクがそれに気づいたのか、イトを覗のぞき込んできた。

「ん？　どしたイッちゃん？」

　呼びかけられて、我に返った。イトは背後のサブナクを肩越しに振り返る。

「本当に明日あしたまでしか保もたないのか？　絶対？」

「何だ？　今になって嫌になったのか？　……やめるか？」

　やめるわけがない。それをわかっていて尋たずねるサブナクを、イトは鋭するどく睨んだ。

「……確認だ。俺は無む駄だにこんなことしたくないんだ」

　イトが嫌けん悪お感かんを押し殺して言うと、サブナクは珍めずらしく優やさしい声こわ音ねで言った。

「今回は魔ま力りよくで作って凌しのいでやってもいいんだぜ？」

「その代わり、まともに戦えないし食費だって今の数十倍に膨ふくらむだろ。冗じよう談だんじゃない」

　イトの背後からサブナクが身を屈かがめ、耳元に囁く。

「誰だれかさんが協力してくれりゃ、食費はいらねえんだけどなぁ」

「……それこそ冗談じゃない。邪じや魔まだ、寄るな」

　サブナクを押し返し、イトは棺に向き直った。イトの右目が熱を帯びる。その熱が手元にも移ると、棺の蓋ふたに留められていた釘くぎが一いつ斉せいに外れた。腕うでに力を入れて、重い蓋をずらして開けると、ふわりと花の甘い香かおりが漂ただよった。

　棺の中では、青年が永遠の眠ねむりについている。善良そうな青年に、イトは静かに言った。

「……しばらく、借ります」

　謝罪も弁明もせず、イトはただ事実を告げる。そして目を閉じて胸の前で十字を切った。

　イトが振り返ると、サブナクは首の傷を撫なでた。茨いばらのような傷が紅い光を放ち、彼の身体からだはぐらりと仰のけ反って倒たおれる。地面に背中が触れた瞬間、身体は黒い砂になった。元は人間の身体であった黒い砂は全すべて風に乗って飛び、やがて霧む散さんしていった。

　黒い砂が消えた空間を見て、イトは胸むな元もとで十字を切り、目を伏ふせた。

「彼にとこしえの安らぎが与あたえられ、神の下もとに迎むかえられますように」

　せめて天国で身体が元の持ち主に戻もどり、安らげるよう願う。身体を奪うばい、サブナクのものにしたイトに、その罪を今いま更さら贖あがなうことなど出来ない。イトには願うことしか出来なかった。

「毎度毎度、律りち儀ぎだなぁお前も」

　聞き慣れた低い声が、イトの頭上から降ってきた。イトは声の主を見上げた。

　イトの目に映ったのは、サブナクの笑えみ。ただし先ほどと違ちがうのは、首から下がなく、彼が首だけの状態で宙に浮ういているということだった。

「……何回見ても気持ち悪いな、その姿」

「るせえ！　俺だって好きでこんな状態じゃねえんだよ！」

「うわ寄るな！　早くやれ！」

　正直なところ、気持ち悪いというより嫌悪感の方が強い。もっと正直に言うと、怖こわい。何度となくこの姿のサブナクは見ているが、イトは慣れることがなかった。

　イトの反応に苛いら立だたしげに舌打ちして、サブナクは棺に向かった。

　サブナクはイトの気持ちをわかっているのか、それとも首だけの姿が嫌いやなのか、出来るだけ身体のある状態を保っていた。

　首だけのサブナクは代だい替たいの身体を必要としていた。──棺の中に眠る、死した肉体を。

　イトは腰こしに下げた刀を抜いた。白銀の刃やいばが棺の中へと振り下ろされる。死者の首に一筋の赤い線が引かれ、首と胴どう体たいがずれる。首の周りに手た向むけられていた花達も花弁を切られ、ふわりと棺から宙に舞まい上がった。

　血振りして刀を鞘さやに仕し舞まうと、イトは青年の胸元を持ち、棺に足を掛かけて首のない体を起き上がらせる。花弁が名な残ごり惜おしそうに彼の身体から落ちた。首の切断部分に血液はなく、ただ黒い断面がのぞいていた。

　首だけのサブナクはすい、と宙を移動し、首のない身体の上に自らを置く。イトの右目とサブナクの左目が紅く光ると、身体と首の接合部分も同じ色の光を放った。

　紅い光が失うせると、サブナクの首と死体の体は首の傷を残して完全な形で繫つながっていた。

　棺の縁ふちに手をかけたところで、サブナクの動きが唐とう突とつに止まる。彼の口元から、苛立たしげな舌打ちの音が聞こえた。しかしイトを見上げると、いつもの笑みを浮かべた。

「イト、足りん」

「……嫌だ」

　イトが露ろ骨こつに嫌な顔をすると、サブナクが小こ馬ば鹿かにしたような目でイトを見上げてきた。

「毎度毎度渋しぶるんじゃねえよ。身体が不完全でもいいのか？　死体だってバレちまうぞー？」

「くそっ……。あれだけ食ってまだ足りないとか、どんだけ燃費悪いんだよ！」

「そんだけお前のが上物なんだよ。さっさと寄よ越こせ。それとも首筋に喰らいつかれたいか？」

「そのまま棺かん桶おけの蓋を閉められたくなけりゃ、黙だまってろ」

　サブナクの挑ちよう発はつに冷たく返し、イトは腰こし元もとの刀を抜ぬいた。左手で刃を握にぎり、顔をしかめながら刀をスライドさせる。白銀の刃に紅い液体が伝った。刀を鞘に収めてから、イトはサブナクに血液の滴したたる拳こぶしを開いた。

　サブナクはその手首を摑つかみ、傷口から滴る血液に舌を這はわせた。痛みでイトの手がびくりと跳はねる。

「いっ……！」

「我が慢まんしろ。すぐ終わる」

　そう言ってイトを見上げるサブナクの目は、暗くら闇やみでも鮮あざやかな真しん紅くに輝かがやいていた。

　サブナクの舌が傷を舐なめる度たび、熱い痛みとわずかなくすぐったさにぞわりと肌はだが粟あわ立だつ。サブナクが口を離はなした時には、そこにはうっすらと血液が残っているのみで、傷口は塞ふさがっていた。

「うわぁぁぁ……っ」

　サブナクが手を放すと、イトは左の掌てのひらを服の袖そででごしごしと拭ぬぐった。手の甲こうには鳥とり肌はだが立っている。そんなイトを見て、棺から立ち上がったサブナクが怒いかりを露あらわにした。

「そんなに必死で拭うなよ！　俺が汚きたねえみたいだろうが！」

「うるさい！　痛いし気持ち悪いもんは気持ち悪いんだよっ！」

「気持ち悪い言うな！　光栄に思え！」

「誰が思うか！」

　サブナクが棺の中から出てきた。それは青年の死した身体が、サブナクの首に支配され、完全に彼のものになったことを示していた。

　魔力で仮の身体を作ることも出来たが、首だけのサブナクの魔力では、一定の期間しか保たない上に、反応が鈍く、歩くことにすら魔力を消費する。それよりも人間の死体を使った方が魔力の消費も少ないらしい。

　しかし人間の死体を使うのにも魔力は消費される。そこで魔力を補うために、サブナクは血を欲ほつした。一番魔力へ変換しやすいのが、人間の血なのだという。特にイトの血は魔力への変換率が非常に高いらしく、ことあるごとにサブナクはイトの血を欲した。

　遺体を使うことを選んだ以上、サブナクには遺体と気付かれないよう、己おのれの身体にしてもらう必要がある。そのためにイトが血を供給することは当然のことだ。が、わかっていても、イトは血を吸われるという行為の生理的嫌悪感が拭えず、毎回一度は渋ってしまう。

　イトは身体を動かすサブナクから目を逸そらし、棺を見つめながら口を開く。

「……なぁ。お前の身体、本当に人間界にあるんだろうな？」

　それはイトが何度となくサブナクに投げかけている疑問だった。

　死体の身体を借りる度に、イトの胸にちりりと、わずかな恐きよう怖ふや焦しよう燥そう、虚きよ無む感かんなどの感情が掠かすめる。もし、もうこの世界にサブナクの身体がなかったら──安らかに眠った死者から身体を奪ったこの行為は、一体何のためのものだったのか。

　そんなイトの心情を知ってか、サブナクはイトが問いかける度に、いつも億おつ劫くうそうに答える。

「何度も言ってるだろ。俺の身体は人間界用の身体だから、魔ま界かいには持って帰れねえんだよ」

　サブナクが言うには、魔界用の身体では人間界に干かん渉しよう出来ないのだと言う。魔界での身体はこの世界でいう幽ゆう霊れいのようなもので、実体がないために、存在していてもこの世界のものに干渉することが出来ない。

　悪あく魔まが人間界に留とどまるには、血と肉と骨で出来た、生物と同じ肉体が必要だった。

【生きた肉体】を魔力で作り、この世界で実体化する。そうすることで人間界のものに干渉出来るようになるのだそうだ。

　しかし借り物の死した肉体では、自在に動かすことは出来ても魔ま術じゆつが発動しない。そのためサブナクはイトの右目に自分の右目を埋うめ込み、イトの身体を介かいして魔術を発動させていた。

　全身を動かすサブナクに、イトは先ほどまでサブナクが身につけていた服を投げつける。

「早く着き替がえろ」

　へいへいと気のない返事をして、サブナクは青年の服を脱ぬぎ始めた。

「……って、ちょっと待て！　ここで着替えんのかよ！」

「いいじゃねえか人もいねえし。あ、こっち見んなよー、イッちゃんのエッチ！」

「あんまりしょうもないことばっか言ってると、本当に叩たたき斬きるぞオッサン」

　サブナクが着替え終わると、イトは青年が着ていた服を丁てい寧ねいに畳たたみ、棺ひつぎの中に戻した。

　棺の中には、青年の寝ね顔がおだけがある。彼に再び十字を切って、イトは棺を閉めた。

　先ほどと同じように棺に手を翳かざし、棺を墓石の下に戻す。身体を戻しに来る時──無傷で戻せる保証はどこにもないが、それでもそうしたいといつもイトは思っている──またこの墓を暴あばかなければならない。彼にはまだ、安らげる眠りは来ない。

　イトが墓石を見つめていると、側そばで腕を回していたサブナクが動きを止め、墓の入り口の方に目を向けた。イトもそれに倣ならってから気付く。墓を十ほど隔へだてた距きよ離りに、人ひと影かげがあった。

「何、してるんだよ……」

　震ふるえる声でそう言ったのは、レントだった。

（見られ、た……!?）

　まさか人が来るとは思わなかった。イトが絶句していると、サブナクが口を開いた。

「お前こそ、こんな夜中に墓場まで来て何してんだ？」

「眠ねむれなくて散歩してたら、二人が見えて……。まさか、墓地にいるなんて……」

　混乱したレントの言葉は徐じよ々じよに落ち着きを取り戻もどし、静かな墓地に怒ど声せいを響ひびかせた。

「何してるんだよ、イト！　この人何者!?　さっき、首だけで動いて……！」

「あっちゃー、そこまで見てたのかよ。初の大失態だなぁ、イト」

　軽い口調で言うサブナクには、イトと違ちがって焦あせりは感じられない。それどころか、笑えみを浮かべ、どこか楽しげにレントに近づいていく。

　レントが後あと退ずさろうと足を動かした瞬しゆん間かん、サブナクは手を伸のばし、彼の首を摑んだ。

「ぐっ……！」

　サブナクはレントの首を絞しめ上げながら、声だけをイトに向けてきた。

「どうするイト？　……殺すか？」

　低い声が直接心臓を摑んだかのように、レントの身体からだがびくりと震えた。サブナクの手に力が込められたのを見て、イトが鋭するどい声を発する。

「やめろ。放ほうっとけばいい」

　サブナクがレントの首を放す。地に膝ひざをついて咳せき込むレントに、イトは静かに言った。

「命が惜しかったら忘れろ。それがお前にとって一番良いことだと思う」

　静かで平へい坦たんなイトの声とは裏腹に、レントはイトを見上げ、不安定な声を無む理り矢や理り紡つむぎ出す。

「何だよ、それ……っ！　こんなこと、許されないことだ！　それを……」

「誰だれかに言えば、場合によっては俺がお前を殺す」

「ふざけたこと──」

　レントの言葉が終わる前に、涼すずやかな音が辺りに響き渡わたった。レントの息が止まった。

　イトは一いつ瞬しゆんでレントとの距離を詰つめ、刀の切っ先を向けていた。

「ふざけてない」

　鋭いイトの青い目が、真っ直すぐにレントの深緑の瞳ひとみを射る。刀を突つきつけられ、レントは一度は怯おびえた顔をしたが、両手の拳こぶしを握ると、それを勢いにしてイトを睨にらみ返した。

「墓を暴いて死者を起こすなんて、神への冒ぼう瀆とくだ！　──僕、イト達のこと、すごいと思った。真っ先に魔ま物ものに向かって、身を挺ていしてまで人を助けて……会って、たったの一日だけど……」

　何かがのしかかったかのようにレントの顔が俯うつむいた。その下から弱々しい声が聞こえた。

「イトと、友達になりたいと思ったのに……」

「……そんなの、なれるわけないだろ」

　イトが冷たく言い放つと、レントの地についた手が、きつく握りしめられる。それを横目で見ながら、イトは刀を仕し舞まい、レントの脇わきを通り過ぎた。

「サブナク、行くぞ」

「ん？　……ああ」

　明後日あさつての方向を見つめていたサブナクがイトと並んで歩き出す。もう一度だけサブナクは後ろを振ふり返ったが、レントを見ているわけではなさそうだった。

　背後で地面を蹴ける音がした。レントがイトの腕うでを摑つかもうと腕を伸ばしてきた。イトは軽く後退してその手を避よける。睨むように見み据すえてくるレントを、イトも見つめる。

「何のつもりだ。殺されたいのか」

「殺されたっていい！　君を止める！　本当にこんなことして良いと思って──」

　レントの鳩みぞ尾おちに、イトは拳を埋め込んでいた。レントの身体はイトに寄りかかるように倒たおれる。レントの身体を横たえ、イトは墓場を離れようと踵きびすを返した。

　出口まで来たところで、堪こらえきれなくなったかのようにサブナクが喉のどの奥で笑い出した。

「良いと思ってるのか、だってよ。どう思うよイッちゃん」

「うるさいっ！」

　頭に血が上り、振り向きざまにサブナクに拳を突き出す。ぱしりと音がして、サブナクの手にイトの拳は収まった。手を払はらい、イトは叫さけぶように言った。

「良いか悪いかなんて、そんな選せん択たく肢し、俺にはない！」

　サブナクは何も言わず、イトを面おも白しろそうに見つめていた。それが挑ちよう発はつだとわかっていても、身体の奥から湧わき出てくる怒りを抑おさえきれなかった。

「俺はお前の身体を見つけなきゃならない。お前を復活させた責任を取らなきゃならないんだ！　好きでこんなことやってるわけないだろ！　ふざけるな！」

「……とは、さっきのガキには言えねえし、言ったところで意味はねえわなぁ」

　サブナクの落ち着いた低い声を聞いてから、イトは我に返った。直後、また新しい腹立たしさと、悔くやしさがない交ぜになった思いが胸に広がる。本当はレントに言ってやりたかったイトの胸の内を、いつのまにかサブナクに引き出されていた。

（くそっ……！）

　イトは握にぎった拳を、再びサブナクに突き出した。先ほどと違って勢いのない拳は、サブナクの手にあっさり受け止められる。体温のないその手は、イトの拳を包むように握った気がした。

　一番腹立たしく、殴なぐりつけたいのは、吐はき出したことで少しだけ軽くなった自分の心だった。

「……誰に言ったって、意味ないんだよ、オッサン」

「そーかよクソガキ」
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　葬そう儀ぎ帰りの馬車が、アスセナの隣となりの領地、カクトスへ向かう山道を走っていた。馬車の中では、喪も服ふく姿の少女が鼻歌を歌いながら真っ赤な扇せん子すをひらひらと踊おどらせていた。

「何な故ぜ、あそこで魔物を放ったんだ？」

　従者の青年の言葉に、少女は上じよう機き嫌げんに微笑ほほえんで答えた。

「思わぬ掘ほり出し物があった」

　青年が険しい顔で見ると、少女は赤い扇子を口元に当ててくすくすと笑った。

「紅あかい首と、青い鍵かぎ。──我が一族の悲願」

　少女の金の瞳に、妖あやしい光が煌きらめいた。







　　第二章　聖なる狂きよう騒そう




　──ガキ、俺と契けい約やくしろ。

　少年は逃にげ込んだ地下室で、対たい峙じした男の首にそう告げられた。

「けい、やく……？」

　この状じよう況きようを理解していない少年に、男の首はさらにわけのわからないことを言い出した。

　その時、遠くから足音が聞こえた。少年はびくりと肩かたをはじかせ、背後を振り返った。

「ん？　何だ……ってお前、よく見りゃ傷だらけじゃねえか。どうした？」

「……いきなり、男に襲おそわれた」

　意識せず、少年の口は男にそう呟つぶやいていた。

「お父さんとお母さんは、ぼくを守って死んだ……。ぼくが、もっと強かったら、二人を守ってあげられたのに……っ！」

　何も出来なかった。両親を失った絶望の中、少年の身体の中で小さな小さな炎ほのおが点ともされる。その炎は今まで少年が凍こおりつかせていた、両親を奪うばわれた悲しみと後こう悔かいを溶とかし、涙なみだと言葉に姿を変えた。

「くや、しい……っ！」

　守られることしか出来なかった。託たくされた刀を振るうことさえ出来なかった。

　圧あつ倒とう的な力に立ち向かうには、少年の身体は幼く、弱かった。

　少年の嗚お咽えつに、笑い声が重なった。潜ひそめるようだったその声は、徐々に大きくなっていく。少年が見つめると、男は嘲ちよう笑しよう混じりに言った。

「何がおかしいって顔だな？　お前だお前。何もしねえでただ泣いてるガキってのは、いつの時代もいるもんだなぁと思ってよ。代わり映ばえしねえなぁ」

　男の言葉に少年は涙の向こうから睨みつけた。

「馬ば鹿かにするな！」

「なら、お前はどうする？」

　どうしたいんだ──と、男は面白そうに笑いながら少年に問いかけた。

　少年は首だけの男を見据えた。真しん紅くの双そう眸ぼうが、少年を見つめていた。

「あいつを、殺す……っ！」

　それは幼い少年の、復ふく讐しゆうを誓ちかう言葉だった。首だけの男はその答えに満足そうに笑った。

「いい目だ。だが、死にかけのガキの身体からだで何が出来る？」

　男の言葉に、少年は奥歯を嚙かみしめる。男の言う通り、体中傷だらけで、刀を支えに立っているのがやっとの状態だった。

「この俺が力を貸してやってもいい」

　突とつ然ぜん降ってきた男の言葉に少年が顔を上げると、男は笑って続けた。

「……が、タダってわけにはいかねえ。見ての通り、今の俺は首だけの存在だ。どこかにあるはずの、俺の身体を探すのを手伝え」

　迷う余地はなかった。少年は頷うなずく。

「しかしそれだけじゃ、俺の強大な力を貸してやる対価にはならねえ。ガキ、お前の右目を俺に寄よ越こせ。俺の右目をお前の右目に埋うめ込んで、俺の力を使えるようにしてやる。俺もお前の身体を媒ばい体たいにして力が使えるようになるしな。が、そのために邪じや魔まなものは何だ？」

　男の言うことはよくわからなかったが、最さい後ごの問いかけの答えだけは、何となくわかった。

「ぼくの、右目……？」

「そうだ。だからお前の右目は俺に寄越せ」

　どうやって、と少年が尋たずねるように見上げると、男はからかうでもなく当然のように言った。

「てめえで抉えぐり取れ。その程度が出来ねえガキに用はねえ」

　男の目は本気だった。しかしそれ故ゆえに、少年は男の言葉が本当だと信じることが出来た。

　──それであいつが殺せるなら。

　覚かく悟ごは出来ている。それでも右目を失う恐きよう怖ふに、どうしても手が震ふるえた。情けない自分の右手を叱しかるように、少年は左手で右手首をきつく握り、右の頰ほおに触ふれた。

　少年の右手が、右目へと向かう。人差し指と中指の腹が眼球に触れた。ぬるりとしたその感かん触しよくに力を込めようとした時──

「覚悟は本物のようだな。いいだろう」

　低い声が響ひびき、少年の右手は眼球から離はなれていた。

「お前、名前は？」

「……イト」

　少年──イトは、決意を込めた青い瞳ひとみで、両親のくれた名を答えた。

　男が片頰を歪ゆがませて笑った。

「我が名はサブナク。契約者はイト。契約者に我の力を貸かし与あたえることをここに契約する！」

　サブナクの朗々とした声の反はん響きようが終わらぬうちに、彼の紅い右目がさらに紅く光り輝かがやいた。

　彼が右の瞼まぶたを下ろすと、紅い雫しずくが一ひと粒つぶ、彼の笑えみに歪めた頰を伝った。雫は床ゆかに落ちる前にふわりと浮ういて、紅い光の尾おを引きながら射るようにイトの右目に吸い込まれていった。
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　イトがアスセナに着いて、二週間が経たった。人手不足のためにフロムヘヴンの仕事──魔ま物ものの警けい戒かいや討とう伐ばつだけでなく、神父としての仕事も任され、忙いそがしい日々が過ぎる。

　この日イトはアインザッツに呼び出されていた。おそらくは任務の依い頼らいだろうと思い、雑務を早々に済ませて司教室に向かう。

　回かい廊ろうを歩いていると、角から見知った人物と鉢はち合あわせた。深緑の瞳がイトを見て、すぐに人ひと懐なつっこい笑顔を見せた。

「おっはよー、イト！」

　明るいレントの様子に、イトは驚おどろいて彼を見つめた。刀を向けて脅おどし、傷つけすらしたのに、以前と変わらない様子のレントに、イトは内心で戸と惑まどった。

　墓を暴あばいてから二週間が経つが、「誰だれかが墓を暴いた」などと言う噂うわさは立っていなかった。

「もう街には慣れた？　イトは寄宿舎には住んでないんだねー」

　修道士は普ふ通つう、教会の寄宿舎を利用しているが、イトは街の外れにある古いアパートを格安で借りていた。色々とバレてはまずい秘密を持つ同居人がいるためである。

「……言ってないんだな」

　明るい声で世間話をしようとするレントの言葉を遮さえぎり、イトは静かな、しかしはっきりとした言葉をレントに向けた。レントは笑顔のまま言った。

「言わないよ」

「神に背そむくのか？」

「違ちがう。君のやったことは絶対に許せない。許しちゃいけないことだと今も思ってる」

　レントはきっぱりとそう言って、イトをまっすぐに見つめた。

「ただ、僕は君を知らなきゃいけないと思ったんだ。魔物を倒たおして、人を助ける君が、どうしてあんなことをするのか、僕はちゃんと知りたい。それでもしも君が何か苦しんでるなら、僕は手を差し伸のべたい。イトは僕の友達だし」

　そう言ってレントは笑ったが、イトは冷たく突つっぱねた。

「必要ない。俺は誰の手も借りない。第一、苦しんでもいない」

「噓うそだ」

　レントは笑みを消して、イトを見み据すえる。

「あんなことして、苦しんでないわけない」

「お前とは感覚が違う。忘れろって言ったはずだ」

「いやぁ、アレを忘れろって言われても無理でしょ～……。──イトはさ、つらくないの？」

　レントが突然声を低くする。つらい──その言葉の意味はイトには理解しがたいものだった。

　握にぎった拳こぶしに力がこもる。青い瞳を細め、イトはレントを睨にらみつけた。

「馬鹿にするな」

「そんな本気で怒おこんないでよ。美人が怒ると怖こわいなー」

　へらりと笑うレントを見ていると、怒いかりを通り越こし、相手にするだけ無む駄だのような気がしてきた。レントを視界から外して、イトは歩き出す。後ろからレントの明めい瞭りような声が聞こえた。

「言わないよ、イト。それだけは約束する」

　その声は決してふざけていなかった。それでも信用など出来るはずもない。言葉を返すのも馬ば鹿か馬ば鹿かしくて、イトは歩みを速めた。

　後ろからレントが追ってきて、イトに抱だきついてきた。

「ねえ、聞いてるイト！　ホントだからね！」

「うるさい放せ！　ついてくるな！」

「って、言っても、残念ながら僕もこっちに用があるんだよね」

　抱きつくレントから離れ、イトは歩みを止めて彼を見た。

「……もしかして、お前もアインザッツ司教に呼び出されてるのか？」

「うん。ってことは、イトも？」

　レントは、イトと進行方向が同じと知ってきょとんとしてから、すぐに笑顔になった。

「なーんだ、お揃そろいじゃん。運命だね！　アインザッツ司教の話ってなんだろうね」

　剣けん吞のんなイトの視線にも気付いていないのか、レントはイトの肩かたを抱き、イトはそれを押し返しながら並んで歩き出した。イトは目を細めてその人懐っこい笑顔を見た。

（人を疑うことを知らないのか、ただのバカなのか……）

　これでイトを油断させようというのなら相当の策士だが、この少年に裏があるとは到とう底てい思えなかった。まだ何かを裏で考えていてくれたほうがイトにも対処がし易やすいのだが、どう見てもこの少年の顔は吞のん気きなだけだ。それが余計にイトを困こん惑わくさせた。イトが頭を抱かかえて歩いていると、レントが立ち止まった。
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「イト、ここだよ」

　どうやらいつの間にか、イトとレントは司教室の前にいたらしい。

　挨あい拶さつしながら司教室のドアを開けると、応接用の長なが椅い子すに座っていたアインザッツが立ち上がり、穏おだやかな笑顔でイトとレントを迎むかえた。

「朝から呼び出してしまってすみません。今紅茶を淹いれますから、ちょっと待ってて下さいね」

「やったー！　いただきます！」

　素す直なおに喜ぶレントを横目で見つつ、イトは応接用の長椅子にこちらに背を向けた人物がいることに気付いた。艶つやのある金きん髪ぱつと細い肩かた幅はばは女性のものだ。客人だろうかとイトが見ていると、レントも長椅子を見て声を上げた。

「ひぃっ！　ね、姐ねえさん……！　姐さんも呼ばれてたんですか!?」

「お前、お姉さんがいたのか……？」

「あ、本当のお姉さんって意味じゃなくて。僕が勝手にそう呼んでるだけ」

「──ったく、あんたのせいですっかり浸しん透とうしちゃったわよ」

　聞き覚えがある声と共に女性は立ち上がった。アインザッツとほとんど変わらない長身に、飴あめ色いろの、少しウェーブのかかった長い髪かみ。

　その後ろ姿にイトは見覚えがあった。嫌いやな予感がする。

「ああ、恐おそらくイトくんは初対面ですね。ご紹しよう介かいします」

　アインザッツがそう言って、ぽん、と手を叩たたくのと、女性がこちらを振ふり返ったのはほとんど同時だった。床を叩くヒールの音がした。

　絵画に描えがかれた女め神がみのように整った容姿が、イトに微笑ほほえみかける。高いヒールと改造シスター服を纏まとったその姿は、見み間ま違ちがえようがない。

　アインザッツが彼女を紹介した。

「この教会のシスター、そしてフロムヘヴンでもあるパルティータです。パルティータ、こちらが先日赴ふ任にんした、フロムヘヴンのイトくんです」

「チャーオー」

　女神の如ごとき美しい微笑を見て、イトは驚きと怒りで震える指を彼女に向けた。

「……っ！　お、お前！」

「おや、もうお知り合いだったんですか」

　アインザッツが微笑んでイトとパルティータを交こう互ごに見る。パルティータもにっこりと微笑んでアインザッツに頷うなずき、イトを見た。

「ええ。もうすっかり仲良しよ。ね、イト神父？」

　見み惚とれそうな笑顔だったが、イトには怒りを増ぞう幅ふくさせる要素にしかならなかった。怒りを全身に纏まとってパルティータに近づいていくと、レントが先にパルティータに駆かけ寄って耳打ちした。丸聞こえだったが。

「ちょ、ちょっと姐さん！　仲良しって言うにはイト、すんごい顔してるんですけど。何したんですか！」

「ちょっと金借りただけよ？」

「またぁ!?　てか、僕のお金も早く返して下さいよ！」

　レントの言葉にとぼけた顔をするパルティータの前で、イトは足を止めた。青い目を怒りに燃やし、視線の高い彼女を睨みつけてその眼前に手を出した。

「金、返せ」

　イトの掌てのひらを見ていたパルティータは目を瞬またたかせた後、肩を竦すくませ、

「ごっめ～ん、全部競馬でスッちゃった～」

　可か憐れんな笑え顔がおで舌を出した。その言葉とまったく悪気のなさそうな様子に、イトは啞あ然ぜんとしたが、三秒後には再び怒りを沸わき上がらせていた。

「なっ……！　ギャンブルなんてしたのか!?　ふざけんなよ！」

「ま、今はそんなことどうでもいいじゃない。仕事中だし～？」

「人から金借りといて、どうでもいいとか言うなー！」

　にやりと意地悪く笑って、パルティータはイトを面おも白しろそうに見つめている。その笑みがとても身近な誰だれかと被かぶった。イトは拳をきつく握って怒りをどうにか抑おさえたが、鋭するどい視線だけはパルティータから離はなさず、睨み続ける。

「お茶が入りましたよ～」

　部屋の奥の扉とびらが開き、アインザッツがティーポットとカップの載のったトレイを持って現れた。イトとパルティータが言い合っている間にお茶の用意をしてきたらしい。

「昨日開けたばかりの茶葉ですから、美味おいしいですよ」

　のんびりとそう言って、アインザッツはトレイをテーブルに置き、慣れた手つきでカップに紅茶を注ぎ入れた。クッキーの載せられた皿もある。

　アインザッツは立ちっぱなしの三人に微笑みかける。

「さぁ、冷めないうちにどうぞ。ちょうどクッキーも頂いていたので、一いつ緒しよに食べましょう」

「あ、アインザッツ司教……今、それどころじゃ……っ」

　イトとパルティータの間から漂ただよう緊きん張ちよう感かんに慌あわてているレントがアインザッツに言うと、彼はにっこりと微笑んで頷いた。そしておもむろにイトとパルティータの前に出ると──

「はい、あーん」

　言うが早いか、手に持ったクッキーをイトとパルティータの口に放ほうり込んだ。咄とつ嗟さのことにイトもパルティータも反応出来ず、クッキーを咥くわえたまま呆ぼう然ぜんとしてアインザッツを見上げた。

「お腹なかが空くとイライラしますからね。あ、お仕事中ですから、他ほかの皆みなさんには内ない緒しよですよ？」

　アインザッツはそう言って人差し指を唇くちびるに当てた。マイペースなアインザッツの様子に、イトは脱だつ力りよくする。見ればパルティータも大きなため息をついていた。

「まったく……緊張感ブチ壊こわす天才よね、あんた」

「そうですか？　ありがとうございます」

「褒ほめてないわよこの天然」

　呆あきれかえった様子でそう言って、パルティータは長椅子に座り直した。イトとレントもアインザッツに座るよう勧すすめられ、パルティータの対面に腰こしを下ろした。

「で？　仕事の話は？　この面子メンツってことは、フロムヘヴンの任務なんでしょ？」

「この面子、って……レントとアインザッツ司教も、フロムヘヴンなんですか？」

　イトがそう言うと、クッキーを頰ほお張ばっていたレントが首を振った。

「ううん、僕は違ちがうんだけど……」

「この人手不足の時に、任務が嫌だなんて言わないわよね、レント？」

「って、姐さんが無む理り矢や理り……っ！　いだだだ姐さん痛いいいい！　痛いですって！」

　パルティータはにっこりと微笑みながらレントの頰をつねった。彼に拒きよ否ひ権はないらしい。なんともわかりやすい力関係だ。

　アインザッツが微笑みながらイトに言う。

「レントくんは、この街でも随ずい一いちの弓の名手なんですよ。本当に素す晴ばらしい腕うで前まえなんです」

「いやぁ……まぁ三年に一度の逸いつ材ざいとか言われたり言われてなかったりしますけどもー」

　アインザッツの心からの賛辞に、レントはつねられて赤くなった頰を撫なでながら照れる。それを見て、イトはこれが飴あめと鞭むちか、と冷静に思った。飴アインザツツの方はまったくの無意識だろうが、恐らく鞭パルテイータの方はそれがわかっていてやっている。

「アインザッツ司教は……？」

　イトがアインザッツを見て訊きくと、彼は頷いた。

「私は一応、フロムヘヴンの端はしくれですよ。みなさんほど若くはありませんが、足手まといにならないようにしますので、よろしくお願いしますね」

「いえ、こちらこそ！　……ん？」

　アインザッツの謙けん虚きよな言葉にイトも慌てて頭を下げたが、彼の言葉の中に気になる単語を聞いた気がして、顔を上げた。

「若くない……？　失礼ですがアインザッツ司教、おいくつなんですか？」

　彼はどう見ても、二十代にしか見えない。イトやパルティータよりは確かに年上だろうが、若くないという年でもない。アインザッツはいつも通りの穏やかな微笑で、のんびり答えた。

「今年で三十四になります」

「「ええ!?」」

　イトとレントが驚おどろきの声を上げた。

「あ、アインザッツ司教、三十超こえてたんですか!?　噓うそでしょー!?」

「てっきり二十代だと……。──あ、すみません、話脱だつ線せんさせて。仕事の話、続けて下さい」

　イトは慌てて平静を装った。まさか自分の倍の年とは思わず、彼の顔をまじまじと見てしまう。やはり三十を超えているようには見えない。

　アインザッツは気にした様子もなく、用意していた資料を手にして話し始めた。

「ではお話ししますね。最近、隣となりの領地であるカクトスに、魔ま物ものの被ひ害がいが絶えないようなんです」

（カクトスって……サブナクが生け贄にえの噂うわさがあるとか言ってた街か？）

　イトがそう思っていると、隣でレントが眉まゆを顰ひそめた。

「カクトスって、あのおっかない噂がある……？」

　どうやらレントもカクトスの噂を知っているらしい。

「はい。その噂も少し絡からんでくるのですが、先にカクトスの現状を」

　アインザッツは資料を見ながら説明する。

　カクトスは今まで、魔物の出現はあるものの、人が暮らせる第三級危険地帯に指定されていた。しかしここ最近の魔物の出現率の増加で、現在、住居非ひ推すい奨しようの第二級危険地帯に認にん定ていするか検討中なのだという。第二級になると、魔物の被害を受けても、国は責任を負わないために、カクトスの住民達は退去を余よ儀ぎなくされるだろう。

「カクトスの住民は現在約五百人。退去ということになれば、多くの人が路頭に迷うことになります。それに、ここアスセナも例外ではなさそうです。南方──カクトスの方向からやってくる魔物を幾いく度ども確認しています」

　二週間前の葬そう儀ぎの日、イトが倒たおした魔物も、南方から現れたと報告では聞いている。

「カクトスの教会の神父達は、対策をしていないんですか？」

　イトが言うと、アインザッツは悲しげに目を伏ふせ、首を横に振ふった。

「もう打つ手がないのです。腕うでの立つ方々は、皆さん動ける状態ではないとのことで、カクトス教会からこちらに依い頼らいが来たのです」

『動けない状態』には、怪け我がだけでは済まない人も含ふくまれているのだろう。アインザッツの表情は暗かった。

「皆さんももうご存じかと思いますが、生け贄を差し出す代わりに、街を魔物から守る貴族がいる、という、カクトスの寓ぐう話わがあるんです」

「おとぎ話ですよねえ？　悪いことをすると生け贄にされちまうぞー、悪い子はいねえかーっていう、教訓的な」

「ええ。ですが、今もそのモデルとなった貴族の血筋は続いているんです。名はベルカント家。カクトスの奥にある山村、イーテアに居を構えています。実際、人身売買や暗殺など、彼ら一族には良くない噂と、そしてその噂には必ず魔物の影かげが付ふ随ずいしているんです」

「人身売買……暗殺……」

　レントが嫌けん悪お感かんと共にその単語を繰くり返す。その隣で、イトは首を傾かしげた。

「魔物の影……？」

「今回のように、魔物による人ひと攫さらいや襲しゆう撃げきが起こると、ベルカント家の仕し業わざではないか、という噂が浮ふ上じようするようです」

「魔物を操あやつっているっていう噂も聞いたんですけど……それが事実だと？」

「そのような噂もありますが、真しん偽ぎは定さだかではありません。まず、どのようにして魔物を操っているのかがわかりませんからね」

　たとえ魔物を操っていたとしても、その方法がわからなければ罪には問えないだろう。

　その時ふと、イトはあることに気付いてアインザッツを見上げた。

「そういえば俺、どうしてアスセナに行くよう言われたんでしょう？　そんなに大変な街が隣にあるなら、そっちに赴ふ任にんするのが普ふ通つうなんじゃないですか？」

　アインザッツはイトの言葉に頷うなずいたが、その顔が複雑そうに曇くもっていた。アインザッツが何か言う前に、パルティータが口を挟はさんだ。

「本部も人が足らないからね。そろそろ危ないってとこに新しく神父を送り込む余よ裕ゆうはないのよ。それよりさっさとカクトスを第二級に指定しちゃって、見切りつけた方が早いでしょ。お偉えら方がたがやりそうな手口だわ」

「でも姐ねえさん、そこに住んでる人がいるんですよ？」

「バーカ。……そんなこと、お偉方は知りたくないのよ」

　そう言ってパルティータは虚こ空くうを睨にらんだ。

「依頼は、調査ですか？」

　イトが訊くとアインザッツは資料から顔を上げ、頷いて三人を見た。

「はい。ベルカント家の調査、およびカクトス周辺の魔物退治、ですね」

「わかりました」

「うえー、やだなぁ──痛っ！　噓です頑がん張ばりますって！　だから蹴けらないで姐さん！」

　イトが頷き、その隣ではパルティータのヒールで蹴られたレントも震ふるえながら了りよう承しようした。




　カクトスへの出発は五日後の早朝ということになり、各自準備をしておくよう言われて、イトとレント、そしてパルティータは司教室を出た。

　回かい廊ろうを歩き、広い中庭に出た。暖かな日差しが差し込む中庭には、ちょっとした庭園と、緩ゆるやかに湧わき出す小さな噴ふん水すいがあった。修道士達だけでなく一いつ般ぱんの人々にも開放され、市民の憩いこいの場となっている。今もまばらに人がいた。イトはそこで足を止めた。

「イト？　どうかしたの？」

　レントが首を傾げたが、イトはパルティータを睨みつけ、彼女に手を差し出した。パルティータは少し吊つった形の目をパチパチと瞬まばたきさせ、懐ふところから何かを取り出し、イトの手に置いた。イトの掌てのひらで、棒に球体状の飴がついたロリポップがころんと転がる。

「違ちがう！　金返せって言ってるんだ！」

　ロリポップをパルティータに投げ返し、イトは怒ど鳴なった。パルティータはロリポップをキャッチして包装紙を破ると、イトに気のない声をかけた。

「あんた若いくせに、相当な守しゆ銭せん奴どね。ケチな男はモテないわよ？」

「うるさい。さっさと返せ」

「ンなこと言ったって無いもんは無いわよ」

　ロリポップを口に放り込み、完全に開き直っているパルティータに、イトの怒いかりが増ぞう幅ふくする。

「無くても借りたもんは返してもらう……っ！」

「え、やだ。もしかして……カラダで？」

「カ……!?　ね、姐さん何言ってるんですか！　一応姐さんはシスターなんですよ!?」

　恥はじらう仕草を見せるパルティータにレントが真っ赤になったが、イトは彼らとはかなり温度差のある態度で繰り返した。

「くだらないこと言ってないで黙だまって金返せって言ってるんだ」

「遠えん慮りよしなくていいわよ。ゆっくりカラダで返してあ・げ・る」

　パルティータの目がゆっくりと伏せられ、長い指がイトの頰ほおに伸のびてきた。

「……っ！」

　彼女の瞳ひとみに一いつ瞬しゆんだけ好戦的な光が煌きらめいたのを見て、イトは後ろへ飛び退すさった。ほとんど本能に任せた判断だったが、イトはそれが英断だったと、一呼吸の後に知る。

　つい今し方イトがいた場所に、パルティータの長い足が伸ばされていた。足を下げ、カンッ、とヒールの音を響ひびかせながら、パルティータは楽しげに笑ってイトを見下ろしてきた。

「ね、姐さん……!?　な、何してんですか！」

「カラダで返済？」

「当たったらイトがこの世からいなくなるところでしたよ、今の蹴りは！」

　自分に向けられたわけでもないのに蒼あおい顔になるレントの言葉は、イトの心情を代弁していた。突とつ然ぜんのことに、まだ心臓の音が落ち着かない。

　パルティータはイトに向き直ると、幼い子どもを褒ほめるように小さな拍はく手しゆをした。

「ブラーヴォ。まぐれじゃないみたいね、イト神父」

　パルティータは笑えみを引っ込めると、強きよう烈れつな力を持った瞳でイトを捉とらえた。その美び貌ぼうがさらに彼女の迫はく力りよくを増幅させる。

「さすがは悪あく魔まの力を持ってるだけあるわ」

　咄とつ嗟さに何か言おうとしたが、彼女の目を見ていると何も浮うかんでこない。噓も誤ご魔ま化かしも、無む駄だに終わる気がした。

　イトはレントを見た。この少年は、サブナクが人ではないことを知っている──

　しかし彼はイトが疑う前に、必死の形相で首を振っていた。

「違うよイト！　僕は何も、誰だれにも言ってない。本当だ！　神に誓ちかう！」

　真顔で叫さけぶレントの前に出て、パルティータは笑みを消してイトを見た。

「私はあの酒場であんた達に会った時から、あんたの側そばにいる男が悪魔だってことはわかってたわよ。あんたがその男と同じ力を持ってることもね」

「お前……何者なんだ」

「ああ、そういえばちゃんとした自己紹しよう介かいはまだだったわね。これから一いつ緒しよに仕事をするわけだし、私のこと、ちゃんと知っといてもらわないと、ね」

「どういう意味だ」

　パルティータは拳こぶしを掲かかげてニヤリと笑った。口元ではロリポップの棒が上下する。

「カラダで語り合わない？」

　そう言った直後、パルティータはイトに拳を突つきだしてきた。次々に繰り出される拳を後退しながらイトは避よけ続けていたが、修道院の外がい壁へきに背中をついた。慌あわてて身を翻ひるがえし、パルティータの拳を避けた。イトのすぐ隣となりで、固い物が砕くだける音がした。

　つい数秒前までイトの顔があった箇か所しよの壁かべに、パルティータの拳がめり込んでいた。拳を壁から引き抜ぬきながら、パルティータは苦笑いした。

「またやっちゃった……。避けてんじゃないわよ！」

「避けなきゃ確実に死ぬだろコレ！」

　怒鳴る彼女の拳の方はまったくの無傷だった。手についた壁の残ざん骸がいを振ふり払はらい、パルティータはイトに向き直る。内心ぞっとし、イトは再び彼女から距きよ離りを取った。

　張りつめた緊きん張ちよう感かんの中、イトの額に汗あせが滲にじむ。対するパルティータは今にも鼻歌でも歌いそうなぐらい余裕の表情で、楽しそうに笑っている。

「あのー、姐さん？　拳じゃなくて、穏おん便びんに話し合いにしません？　人も集まって来たし……」

　パルティータの背後から、辺りをキョロキョロと見回して、レントが恐おそる恐る彼女に告げた。イトもざわつく周囲の人の数が、両の指では足らない数であることを察するが、パルティータから目を逸そらすことは出来なかった。パルティータもイトを見つめたまま、レントに答こたえる。

「話し合いじゃ、お互たがいを知るには不十分なのよ。……私とこの子にはね」

　彼女の最後の言葉に、笑みはなかった。パルティータはロリポップを嚙かみ砕いた。パルティータは殺気とは違う、純じゆん粋すいで色いろ濃こい闘とう気きを漂ただよわせていた。

　イトは攻こう撃げきに備える前に、彼女との距離を詰つめた。鞘さやから抜かないままの刀を彼女の胴どうに向かって薙なぐ。普通の人間相手ならこんなことはしないのだが、イトはパルティータを普通ではないと判断していた。証しよう拠こに、パルティータに鞘が届くことはなく、イトの愛刀は虚むなしく空を切るだけに終わった。

「へえ。飾かざりじゃないのね、その刀」

　そう言うと、パルティータはイトの一瞬の隙すきをついて、一気にその距離を詰めてきた。重い拳を腹に食くらい、イトの身体からだは宙に舞まった。一瞬意識が遠のいたが、地面に落ちる直前でかろうじて受け身を取った。

（強い……）

　イトは一瞬の隙も見み逃のがさないパルティータの目を見み据すえた。彼女は余よ裕ゆうの笑みで立っている。

　彼女の高いヒールが、こつりと音を立てる。イトが刀を構えたその時。腰こし元もとの刀に異変を感じた。思わず刀を見下ろすと、刀の黒い紐ひもが、紅あかい光を纏まとっていた。──微び弱じやくではあるが、魔ま力りよくが込められている。

　イトは周囲を横目で見た。人だかりから離はなれた日ひ陰かげに、片頰を歪ゆがめて笑う男の姿が見えた。

（余計なことしやがって……）

「……刀それ、使う？」

　ヒールの高い音を立てて、パルティータは再びイトとの距離を詰めてきた。イトの前で、パルティータはダンスのステップを踏ふむような優ゆう雅がな動きで右足を振り上げた。

　パルティータの攻撃を避よけられず、イトは左ひだり腕うででパルティータの蹴りを受ける。女性の蹴りとは思えないほどの重さに、イトの身体は傾かたむいた。

（折れ、た……っ？）

　左の前ぜん腕わんに走る激痛に顔をしかめながらも、しかしその右手には、しっかりと彼の愛刀が握にぎられていた。左手も添そえようとしたが、痛みで動かない。

「何よ、抜かないの？」

　イトが鞘に収まったままの刀を振るう前に、くるりと美しい輪を描えがいて宙を舞い、パルティータはイトから離れた。一瞬で間合いを測られ、イトは内心で舌打ちする。

「必要ない」

「いいの？　負けるわよ？」

「なめるな！」

　パルティータを睨にらみつけ、腰を落として一気に踏み込む。同時に、刀の切っ先を彼女のみぞおちに突きつけた──はずだった。確実に彼女を捉え、触ふれた感覚もあったのに、刀の先には誰もいない。

　そしてもう一つ、重大な事実にイトは気づいた。

（サブナクの力が、消されてる……!?）

　紅い光を纏っていたはずの紐が、元の色に戻もどっている。パルティータに刀を向けるまでは、この刀には確かにサブナクの魔力が込められていた。悪魔である彼の力を浄じよう化かするのは容易ではないはずだ。なのに、彼女は一瞬の間に、魔力の込められた刀を浄化していた。

「残念だけどそんな小細工、私には通用しないわ」

　頭上から聞こえた声に、慌てて空を仰あおぐ。翳かげった紫むらさき色いろの瞳が煌めいた。

「イト！」

「っ……！」

　レントの声が耳に届いた直後、眼前にロリポップが飛んできた。額に激痛が走る。仰あお向むけに倒たおれたイトは後頭部を石いし畳だたみに強したたかにぶつけた。意識が遠くなっていく。

「私はフロムヘヴンのパルティータ」

　脳を揺ゆさぶられていてもなお、その声は清せい廉れんにイトの耳に響く。

「この世でただ一人の──」

　気を失う間ま際ぎわ、信じられない事実が聞こえてきた。

「──【神の子】よ」

　パルティータの最後の言葉がトドメとでもいうかのように、イトの体から力が抜けた。

　昏こん倒とうしたイトの顔の隣で、ロリポップがころんと転がる。




　風が髪かみを揺らし、額をくすぐる。前まえ髪がみを搔かき上げながら、イトはぼんやりと目を開けた。

　視界に広がったのは、よく見知った紅い目の男の顔だった。イトの身体の両側に手をつき、今にものし掛かかろうとしている。そして至近距離にある彼の顔は、鋭するどい犬歯を見せて口を開いていた。……何な故ぜか襟えり元もとが大きくはだけていて寒い。

　状じよう況きようを理解した瞬しゆん間かん、イトはがばりと起き上がり、サブナクの胸むなぐらを摑つかんだ。

「おいこらオッサン！　今俺の血吸おうとしてなかったか……っ!?」

「誤解だイト！　お前がなかなか起きねえからキスでもしたら起きるかと──っで！」
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「どっちにしろアウトだバカ！　気色悪い誤ご魔ま化かし方すんな！」

　胸ぐらを摑んだまま、イトは全力でサブナクの頰ほおをぶん殴なぐった。

　息をつき、乱れた神父服を着直すと、イトは室内を見回した。見慣れない天てん井じようと清潔なシーツ、そして空気の薬品臭くささで、ここが医務室であることがわかった。

「ってえな。冗じよう談だんじゃねえかよ。ホント可愛かわいくねえなお前は。もう一生寝ねてろクソガキ。寝ね顔がおだけだ、お前に残された唯ゆい一いつの可愛げは」

　サブナクは頰を擦さすりながら苛いら立だったようにそう言ったが、不意に片頰を歪めて笑った。

「……いや、喧けん嘩かして気絶しちまうなんてところは、まだまだ可愛げがあるか？　お前が誰だれかと喧嘩して、しかも負けるなんて、珍めずらしいもんが見られたなぁ」

　ベッドに座って意地の悪い笑えみを浮うかべるサブナクに何か言い返してやりたかったが、その通りなので何も言えない。何気なく手をついた場所に、イトを昏倒させたロリポップがあった。

　彼女の代わりにロリポップを睨みつけてから、イトはサブナクを見上げた。彼の表情から笑みは失うせていた。

「あいつ、何者だ。俺が刀に込めた魔力を一いつ瞬しゆんで消しやがったぞ」

　サブナクの視線がイトからベッドサイドへと逸れる。視線の先にはイトの愛刀が立てかけてあった。鍔つばには容易に刀が抜けぬよう、鞘と柄つかが黒い紐で縛しばられている。愛刀を見ながら、イトが答える。

「【神の子】……そう言ってた」

「あ？　何だそりゃ？　神って子ども産むのか？」

「そうじゃない。生まれた時から、常人がどれだけ努力しても追いつけないぐらいの、桁けた外はずれの法ほう力りきを持って生まれた人間のことだ。その時代に存在するかしないかってぐらい稀まれな存在だから、【神に選ばれた子】とか、【聖人】とか呼ばれるんだよ。何故か神の子は女が多いから、ほとんどの場合は【聖女】って呼ぶらしい」

「そりゃまた厄やつ介かいなのに好かれたなぁ」

「それだけじゃない。お前、あいつには触さわるなよ」

「ああ？　それじゃまるで俺がドスケベみたいじゃねえか」

　サブナクを無視し、イトは言葉を続けた。

「神の子の一番の強みは浄化なんだ。普ふ通つうの人間は汚けがれたものに触れたらこっちが汚れる。でも神の子だけは違ちがう。生きた人間なら、傷を治ち癒ゆして元に戻す。汚れた物なら、触れることで浄化する。そのもののあるべき姿に戻すんだ」

　イトの視線が愛刀に向かった。先ほどのサブナクの魔力は、彼女によって一瞬で消された。

　サブナクは手を握る。彼のその身体は、生者のものではない。

「そのもののあるべき姿、ねえ。つまり、死体は土に……ってことか？」

　サブナクの視線と質問は、扉とびらの向こうに投げられていた。イトはすぐさま立てかけてあった愛刀を手に取り、ベッドから降りた。

「その通り」

　扉の向こうから明るい声が聞こえた。清廉なその声で、誰だれなのかは明白だった。

「よくお勉強してるじゃない、イト神父」

　すでに聞き慣れたヒールの音がして扉が開き、声の主であるパルティータが医務室に入ってきた。睨みつけるイトを見て、くすりと笑った。

「もう威い嚇かくするぐらい元気で良かったわ」

　そう言われてイトは、全身に痛みがないことに気付く。先ほどあれだけの打だ撃げきを受け、左前腕は骨折した感覚があった。にもかかわらず、今はどこにも痛みがない。

　身体を見下ろすイトの疑問を見み透すかすように、パルティータは言った。

「私は【聖女】……そのぐらいの治癒法術、眠ねむってても出来るっての」

「聖女、ねえ……」

　サブナクが意味深にそう言って、にやりとした笑みをパルティータに向けた。パルティータは一いつ瞬しゆん驚おどろいたような顔をしたが、すぐに好戦的な笑みを返した。二人の視線の意味がイトにはわからなかったが、二人はそれ以上言葉を発する様子はなかった。

　イトはパルティータに向き直り、問いかける。

「何で俺を治したんだ？」

「別にあんたを潰つぶそうってわけじゃなかったからよ。あんたにはどうしても、私が聖女だって知っておいて欲しかったの。その身でね」

　イトが睨むと、パルティータはくすりと笑って軽く瞼まぶたを閉じた。

「──で」

　パルティータが瞼を開くと、彼女の瞳ひとみは、イトの隣となりに立つ男に向かっていた。

「用があるのはあんたよ、スィニ悪ョール魔・ディさアボロん」

　鋭いパルティータの視線を、紅あかい目が受け止める。しばらくサブナクは無表情に彼女を見ていたが、不意に不ふ審しんそうな顔をしてイトの肩かたに肘ひじをおき、彼女に聞こえるように声を潜ひそめた。

「イッちゃん、この人何言ってんの～？　悪魔とか言ってるんですけど～。やばくな～い？」

「……お前のその気持ち悪い喋しやべり方のほうがやばい」

「気持ち悪いとか言うな！　おいお前、一体誰がこのご時世に、『何て強くて美しい悪魔だ！』なんて言って信じるんだよ？」

　パルティータに向き直り、本人はさり気ないつもりなのか、不自然極きわまりない自画自賛をしつつサブナクが言った。しかしパルティータは余よ裕ゆうの笑みを浮かべている。

「誰かに信じて欲しいわけじゃないわ。私がそう感じた。それだけでいいのよ」

「ああ？」

　怪け訝げんそうに目を細めるサブナクの顔を、日光ではない白い輝かがやきが照らす。

「サブナク！」

　イトが叫さけんだその時には、パルティータの手が白く輝いていた。白い輝きは一瞬で直径三十センチほどの球体に凝ぎよう縮しゆくされた。

　パルティータが光の珠たまをサブナクの体に打ち付ける直前、イトはサブナクの前に立った。パルティータがつまらなそうな顔をすると、光の珠が急激に小さくなった。真しん珠じゆのような光の珠を、彼女はイトの胸むな元もとへ押し込むようにして消した。パルティータが触ふれた部分が、日だまりのように温かい。しかしその温かさとは裏腹に、パルティータはきつくイトを睨にらんだ。

「邪じや魔ましてんじゃないわよ、イト神父」

「……一いつ般ぱん人に、攻こう撃げきするな」

　イトが絞しぼり出すようにそう言うと、パルティータは苛立ちを吐はき出すように、大きな溜ため息いきをつき、失しつ笑しようした。

「今いま更さら何を言うかと思えば、一般人？　イト神父は背だけじゃなくて頭も足りないのかしら？」

　パルティータは笑いながら、五歳の子どもでも知っている世界の常識を口にした。

「普通に生きてる人間なら、私の攻撃法術は何の影えい響きようもないのよ？　知らなかった？」

　法術は、人間やその他ほかの生き物を癒いやすことが出来ても、攻撃して傷つけることは出来ない。

　パルティータの唇くちびるから、笑みが消えた。

「こいつが一般人？　笑わせんじゃないわよ」

　苛立ちよりももっと深い、激しい感情がパルティータの瞳に宿った。次の瞬間には、彼女は怒ど号ごうを迸ほとばしらせていた。

「死人の身体からだを持つそいつのどこが普通の人間だって!?」

　パルティータが掌てのひらをサブナクに向けた。再び彼女の手に白い光の珠が現れる。先さき程ほどよりも大きさと光度が上がっていた。

「……っ！」

　昼間だというのに、部屋の中が翳かげってしまうほどの強い光に思わず目を細める。目をやられることはないが、それでもこれだけの光量は目に痛かった。癒やすための法術が、痛いと感じるほどの光量を放つ。それだけで、彼女の法術が強力であることがわかった。

　イトの身体だけでは庇かばいきれない。

　彼女自身を動けなくするしかなかった。イトは愛刀を摑み、パルティータに向かって飛び出そうとした。──が、背後から伸のびてきた右みぎ腕うでがイトの身体を抱いだくように引き留めた。

　サブナクを振ふり返った一瞬の後、イトの視界の半分が白い光に染まった。

（しまった……！）

　パルティータの光の珠がイトの身体からだに触れる。

　その直前、イトは右目に熱を感じた。視界に紅い光が走る。サブナクの紅い魔ま力りよくが、パルティータの法術を搔かき消していた。

「あんた、その目……」

　パルティータは大きく目を瞠みはっていた。パルティータの視線が集中しているのは、サブナクの力に反応し、真っ赤に染まっているであろうイトの右目だった。

「どうやらてめえの目は誤ご魔ま化かせねえようだな」

　サブナクの声が背後から響ひびいた。イトは背筋に汗あせが流れるのを感じた。

　知られた。悪魔の存在を。──【神の子】に。

　こめかみから流れた汗が頰ほおを伝い、イトは背後のサブナクを恐おそる恐る見上げる。

「おい、サブナク……！」

「もう力を使っちまったんだ。今更何言っても無む駄だだろ？」

　サブナクはイトを押しのけて、パルティータの前に立った。

「自己紹しよう介かいが遅おくれちまったな。俺は魔ま界かい男前代表の大悪魔、サブナク様だ。趣しゆ味みはお前みたいな図に乗った奴やつを叩たたき潰すことだ。あんまり生意気な口を利きかねえことだな」

　サブナクが上から目線でそう言うと、パルティータは彼を鼻で笑った。そして片側しかないスカートを摘つまみ上げて、恭うやうやしく礼をしてみせる。

「伝説の大悪魔にお会い出来てとっても光栄だわ。私は絶世の美女パルティータ。今度こそあんたを倒たおす大聖女様の名前よ。忘れないよう、その見た目の割に小さそうな脳のう味み噌そに刻んでおいてくださる？」

　おそらく地上で最大の怒ど気きと殺気の混じる空気の中、対たい峙じした二人の自意識過か剰じよう気味な自己紹介が終わる。二人の殺気が、イトの肌はだをひりつかせた。

（やばい……っ！）

　パルティータの手が白い光を纏まとい始める。それを見つめている自分の右目が紅くなっていることを、イトは感じていた。自分の意思とは関係なく、右手が刀を摑つかもうとする。サブナクがイトの身体を使い、パルティータと戦おうとしていた。

「サブナク、やめ──」

「こいつはあのヘタレたガキのようにはいかねえ。ここで殺す」

　絞り出したイトの制止の声に、地の底から響くような声が重なった。十年の付き合いで、ある程度のサブナクの殺気にも慣れていたイトだったが、それでもその声には、イトを黙だまらせ、従わせる力があった。

　サブナクとパルティータ、二人の視線がかち合い、イトの身体にも緊きん張ちようが走った。──その時。

「イトくん、起きてますかー？」

　ノックと共に、男性の声が扉とびらの向こうから聞こえた。あまりにも場ば違ちがいな和なごやかな声に三人が無言でいると、扉が開き、温和な笑え顔がおのアインザッツが入ってきた。

「ああ、元気そうで良かった。やはりパルティータの治ち癒ゆ法術は素す晴ばらしいですねえ」

「え……。あ、えっと……？」

　張り詰つめていた空気が崩ほう壊かいし、イトは混乱した。アインザッツがイトに微笑ほほえむ。

「お見み舞まいに中庭のお花を分けていただいたんですが、必要なかったですねえ」

　にこにこと笑うアインザッツに、パルティータがつかつかと歩み寄り、指を突つきつけた。

「お花畑はあんたの頭の中よっ！　この緊きん張ちよう感かんと殺気、気付いてなかったの!?」

「？　喧けん嘩かですか？」

「ああもうこの天然はぁぁぁ！　ンッとに空気ブチ壊こわす天才なんだから！」

　パルティータもアインザッツに対しては強く出られないらしい。というより、強く出ても無駄のようだ。どこかで聞いた諺ことわざ、「柳やなぎに風」、という言葉がイトの脳のう裏りによぎる。

　その時突とつ然ぜん、サブナクが声を上げた。

「てめえは……っ」

　次の瞬しゆん間かん、イトは肌に刺ささるような殺気を感じた。それは紛まぎれもなくサブナクから発せられたものだった。彼の目はアインザッツに向けられている。

　サブナクの剝むき出しの殺気に、パルティータが即そく座ざにアインザッツの前に立った。すぐにでも法術を発動し、サブナクを攻撃出来るように。

「……どういうつもり？　邪魔する奴は殺そうってわけ？」

　パルティータの言葉がサブナクの耳に入っていたかどうかは怪あやしかった。それほどにサブナクは、アインザッツを食い入るように見つめていた。そして数秒の後、舌打ちをしてアインザッツから視線を外した。

「……違ちがう、か」

　サブナクが呟つぶやいた言葉を聞いたのは、恐らくイトだけだろう。イトが怪訝そうにサブナクを見ていると、アインザッツがパルティータの肩かたを叩いた。そこでようやくパルティータも怒いかりを収め、緊張を解いた。

　アインザッツの温おん厚こうな顔が、申し訳なさそうにサブナクに向けられた。

「私はあなたに、気付かぬ間に何か失礼をしてしまったのでしょうか？　でしたら謝りますし、改善致いたします。仰おつしやってください」

「……人ひと違ちがいだ。忘れろ」

「人に殺気放っといて人違い？　ボケてんじゃないわよボケ悪あく魔ま」

「やっぱりお前とは白黒つけるか……っ！」

「だからやめろってバカ！」

「パルティータ、間ま違ちがいは誰だれにでもありますから。ね？　喧嘩はいけませんよ？」

　イトがサブナクを、アインザッツがパルティータを押さえ、再び火花を迸らせる二人を止めた。

　二人が落ち着くと、アインザッツはイトに向き直った。そして穏おだやかな笑顔のまま言う。

「イトくん、こちらの方は、お兄さんですか？」

「……えっ？」

　何を言われたのか、イトは瞬しゆん時じに理解出来なかった。ぽかんとしてアインザッツを見ると、沈ちん黙もくを肯こう定ていと取ってしまったのか、アインザッツはサブナクに笑顔を向けて手を差し出した。

「初めまして。私、この教会の司教をしております、アインザッツと申します。弟さんには日ひ頃ごろからお世話に──」

「あんたの眼鏡には何が映ってんのよこのお花畑！」

　パルティータは怒ど声せいと共にアインザッツの後頭部を引っぱたいた。大きな音はしたが、痛みはないようだ。アインザッツは引っぱたかれたことも気にしていないようで、首を傾かしげている。

「ですが、お父さんというには、いささかお若すぎますし……あ、恋こい人びとさんですか？」

「なんでそうなるんですか！」

　イトが蒼あおい顔でアインザッツに怒ど鳴なると、サブナクが渋しぶい顔でイトに耳打ちしてきた。

「おい、イト。何だあいつは」

「何、って……この教会の司教だけど？　ちょっと、その……マイペースなとこがある人だけど、優やさしくて良い人だよ」

「優しくて……良い人だぁ……？」

　持ちうる限りのすべての嫌けん悪お感かんを顔と言葉に込めた様子で、サブナクはアインザッツを睨にらんでいる。その視線に気付き、アインザッツがサブナクに笑いかけた。

「不束ふつつか者ですが、今後ともよろしくお願いいたします」

「誰に何を言ってんのよあんたは！　もういいわ、行くわよ！」

　ヒールの音を響かせて、パルティータはアインザッツの腕うでを引っ張って医務室を出て行く。去り際ぎわ、彼女は肩かた越ごしにサブナクを睨んだ。

「今日の所は引いてあげる。でも、あんたは必ず私が潰つぶすわ」

「やってみろ、エセ聖女が」

「では、失礼します」

　サブナクも好戦的にパルティータを睨んだが、アインザッツの挨あい拶さつとともに閉まった扉とびらにより、二人の睨み合いは強制終しゆう了りようとなった。

　イトは身なりを整えながらサブナクを振ふり返る。

「人違いって……誰と？」

　サブナクのあんなに驚おどろく顔を、イトは初めて見た。サブナクはしばらく何かを考え込みながらアインザッツが出て行った扉を睨んでいたが、イトの脇わきを通り扉へと足を向けた。

「お前も忘れろ。俺は帰って寝ねる」

「な、何だよそれ！　気になるだろ！　俺には言えないっていうのか!?」

「人違いだっつってんだろ。ガキみたいに喚わめくんじゃねえよクソガキ」

　苛いら立だった声で吐はき捨てるようにそう言って、サブナクはイトの呼び止める声も聞かずに医務室を出て行った。

「何なんだよ……」

　この十年間、サブナクはほとんどイトと行動を共にしている。サブナクの知人は、イトとも共通の知り合いであることが多い。が、イトはアインザッツに似た人など見たことがない。別行動をしているうちに出会った相手に似ていたのかもしれないが、イトとサブナクは各地を転々としている。サブナクにそこまで深い知り合いがいるとは思えなかった。

（それに、アインザッツ司教に向けた目……）

　驚きよう愕がくは一いつ瞬しゆんだった。次いで現れたのは、今にもその息の根を止めようとするような獰どう猛もうな殺意。今思い出してもイトはぞくりと肌が粟あわ立だつ。

　サブナクがそれほどまでの殺意を向ける相手に、アインザッツが似ていたのだろうか。そんな相手を、見み間ま違ちがえるだろうか。

「……忘れろっていう方が、無理だろ」

　呟いてから、レントに言われたセリフと同じだと気付いて、イトは一人、眉まゆを寄せた。

　確かに、衝しよう撃げき的な出来事に遭そう遇ぐうすると、忘れるよりもその原因を知りたくなるのかもしれない。レントの気持ちが少しだけわかってしまった。




　　　　[image: ]




　それから五日後の朝、カクトスに向かって出発するイトとアインザッツ、パルティータ、レントは教会前に止まっている馬車の前にいた。そしてもう一人、神父服ではない人物がそこに紛れていた。長身と暗赤色の髪かみ、そしてただならぬ空気を纏まとった男はどこにいても目立つ。

「何であんたがここにいんのよ」

「人手が足りねえっつーから、わざわざ来てやったんじゃねえか。感謝しろや」

「そうね。わざわざ私に消されに来てくれてありがとう。馬ば鹿かで良かったわ」

「おう、やるか？　今から命いのち乞ごいの言葉考えとけよ。どうせぶっ殺すけどな」

　火花が飛ぶ音が聞こえそうな剣けん吞のんな空気を放出するのは、自じ称しよう大聖女と自称大悪魔の二人だった。そんな二人の側そばで、アインザッツがイトを見下ろす。

「イトくん。本当に、サブナクさんもついてきて下さるのですか？」

「あいつも噂うわさが気になってたらしくて。戦力にはなると思いますから、好きに使って下さい」

　イトがそう言うと、アインザッツは笑え顔がおで礼を言った。その隣となりで、レントが少々引きつった顔でイトの肩を摑つかんだ。

「イト、僕、ずっとこんな空気だったら、耐たえられないんだけど……！」

「慣れろ」

「どうやって!?　てか、慣れる前に僕の小鳥のような心臓壊れちゃうよ！」

　イトはしがみついてくるレントの恐きよう怖ふへの対策を放ほうり投げた。

　馬はアインザッツが繰あやつるらしく、彼は御ぎよ者しや台だいに上った。アインザッツは未いまだに火花を散らしている二人をいつも通りの笑顔で振り返り、のんびりした口調で言った。

「パルティータ、サブナクさん、置いていってしまいますよ～」

「アインザッツ司教！　あの今にも殺し合いが始まりそうな二人に何言ってるんですか！」

　レントに言われ、アインザッツは睨み合うサブナクとパルティータの様子を見つめ、珍めずらしく笑顔を消し、真しん剣けんな顔で尋たずねた。

「……お二人とも、お腹なかが空いて、イライラしているのでは？」

「「はあ？」」

　今まで睨み合っていた二人が声を揃そろえてアインザッツを見ると、彼はにこりと笑った。

「安心して下さい。お弁当はたくさん作ってきましたからね。さぁ、行きましょう」

「「………」」

　アインザッツの微笑ほほえみと見けん当とう違ちがいな言葉は、殺やる気満々だった大悪魔と大聖女から戦意を喪そう失しつさせ、黙だまらせる威い力りよくを持っていたようだ。

「アインザッツ司教、すごいな……」

「うん……僕らにはとても真ま似ねは出来そうにないけどね……」

　アインザッツを見ながら、イトとレントが馬車の側で呟き合った。







　　第三章　救いの手




　狭せまい馬車の中で、サブナクとパルティータは口くち喧げん嘩かと無言の睨み合いを繰り返して移動時間を費ついやしていた。手こそ出さないものの車内の空気は最悪だ。イトは最初の口喧嘩までは止めていたが、止めるだけ無む駄だだと知って放っておくことにした。

「ったく、どっかの誰だれかさんのせいで狭いったらないわ」

「同感だ。これはエセ聖女サマが気を利きかせて降りてくれるしかねえなぁ」

（また始まった……）

　今にも火花を飛び散らせそうな鋭するどい視線を交かわし合う二人に、もう何度目かわからないため息をつき、イトは口を開いた。

「いい加減にしろよ、これからって時に。レントも怖こわがって──」

　イトはそう言いかけて口を閉とざす。レントは馬車の窓に寄りかかって眠ねむっていた。

（こいつ……よく眠れるな、この状じよう況きようで）

　レントはサブナクとパルティータの険悪な空気に押され、ずっと車内を明るくしようとしゃべり続けていたが、先ほどとうとう黙ってしまった。そして気付かないうちにすっかり熟じゆく睡すいしているようだ。案外肝きもが据すわっているのかもしれない。

　サブナクとパルティータもレントの寝ね顔がおを確かく認にんした。すると二人はレントに顔を向けたまま、ほぼ同時にイトに手を出した。

「「イト、ペン。落ちないやつ」」

「顔に悪質な落書きしようとすんな！」

　二人に怒ど鳴なってから、ふと、イトは馬車の速度が落ちていることに気付く。しばらくすると馬車は止まった。イトは御者台の窓を開けてアインザッツに問いかけた。

「どうしたんですか？」

「それが……馬が進もうとしないんです」

　アインザッツがいくら手た綱づなを繰っても、馬はその場で足あし踏ぶみするばかりだった。パルティータが馬車から降り、馬を宥なだめるように撫なでた。パルティータは目を細め、前方を凝ぎよう視しする。

「魔ま物ものかしら……？」

　イトが馬車から降りると、サブナクも窮きゆう屈くつそうに長身を曲げて出てきた。その振しん動どうでレントが起き、まだ眠そうな顔を馬車から出す。

「ふあ……？　あれ、着いた？」

「まだ。この先に魔物がいるかもしれない。何があるかわからないし、降りてこい」

「え、魔物!?」

　その単語に目をぱっちりと開けて、レントはつんのめるように馬車から出てきた。

　御者台を降りて馬を宥めていたアインザッツは、進行方向を見て深刻そうに言う。

「いけませんね……この先には村があるんです。小さな村ですから、魔物への対策がきちんとしてあるかどうか……」

「じゃあ、もしかしてその村を襲おそってるんじゃ……」

　レントのその言葉に、イトの心臓はどく、と大きく脈打ち始める。

　──こんなことが、以前もあった。

　胸を押さえるが、動どう悸きは治まらない。焦あせる気持ちに駆かり立てられ、イトは走り出した。

「先に行く！」

「ちょっと！　勝手な行動するんじゃないわよ！」

　パルティータの声が飛んできたが、イトは走り続けた。道が徐じよ々じよに馬車がやっと通れるだけの細い道になっていく。その先に、家の外がい壁へきが見えてきた。恐おそらくあれが村の入り口だ。

　イトが木々の間に隠かくれて様子を窺うかがっていると、サブナクが追いついてきた。イトの隣に座り込んで身を潜ひそめながら、意地の悪い笑みを浮うかべる。

「さっきは何を思い出してたんだ？　……あの日のことか？」

「何も思い出してなんかない」

　声を潜めて、イトは鋭くサブナクを睨にらみつける。サブナクは肩かたを竦すくめて村へと視線を移した。

「へいへい。それよりイト、面おも白しろそうなことを独ひとり占じめってのは、いただけねえぞ」

「は？　魔物退治なんて、別に面白くないだろ」

「魔物だけなら、な」

　サブナクの言葉の意味を問おうとした時、村に繫つながる道に、白い服を着た瘦そう身しんの影かげがふらふらと歩いているのが見えた。そしてその人物を狙ねらう五、六匹ぴきの魔物の後ろ姿をイトの目は捉とらえる。サブナクの言葉も気になるが、今は魔物を倒たおし、あの人の安全の確保が先決だ。

　イトが走り寄っていくと、魔物の目がイトに向いた。一見猿さるのようだが、顔のほぼ全体が一つの目玉と大きな口で構成されていた。耳みみ障ざわりな威い嚇かくをしながらイトに飛びかかってくる。

　しかし向かってきたのは三匹びきばかりで、あとの魔物は瘦身の人の方へと向かっていた。一いつ匹ぴきを斬きり捨てながら、イトはその人に向かって叫さけんだ。

「逃にげろ！」

　イトの声に、その人は逃げ出そうとしたが、足がもつれたのか倒れ込んだ。その背に猿のような魔物が飛びかかる。

　その時、イトの隣で風を切る音がした。直後、瘦身の人物に飛びかかった魔物の胸に一本の矢が刺ささり、魔物は地に倒れた。仲間の姿を見てか、他ほかの魔物がイトに目を向けた。一いつ斉せいに襲いかかってきた魔物を、イトはものの数秒で斬り捨てていた。

　背後から二つの足音が近づき、イトは刀を鞘さやに戻もどしながら振ふり返る。息一つ乱していないパルティータと、肩で呼吸をするレントがそこにいた。

「アインザッツ司教は？」

「後から来るよ。この辺にはもう魔物はいないみたいだし、馬ももう平気なんじゃないかな」

　額に浮いた汗あせを拭ぬぐいながらレントはそう答えた。その手に持った弓を見て、イトは目を瞠みはった。先ほど魔物を射い貫ぬいた矢は、彼が放ったものらしい。

「……弓が出来るって、ホントだったんだな」

「ひどっ！　信じてなかったの!?　どう見ても弓の名手の顔じゃん！」

　レントはふざけて返したが、珍しくショックを受けているように見えた。そんなレントにさすがに「正直信じてなかった」とは言えず、冗じよう談だんということにしておいた。

　動かなくなった魔物を見てから、イトはサブナクに声をかけた。

「さっき言ってた、魔物だけなら、って、どういう意味だよ？」

　サブナクはにやりと笑うと、瘦身の人物を顎あごで指した。イトは首を傾かしげながらも、地面に座り込んだままだった人を放ってはおけず、手を差し出した。──が、イトはその人物の目を見た瞬しゆん間かん、瞬しゆん時じに差し出した手を引いた。一歩後退したイトの肩から、レントがその人物を見て驚きよう愕がくした声を上げた。

「うっわー！　綺き麗れいな人だね。……女の人、だよね？　あれ、男かな？　ってか行き倒だおれ!?」

　レントの言った通り、性別がわからないほどに整いすぎた顔立ちが、イトを見上げていた。夕ゆう陽ひの色に似た瞳ひとみは伏ふせ気味で、触ふれたら壊こわれそうな、そんな危あやうさがある。淡あわい色の金きん髪ぱつと上質な白い服のせいもあってか、彼──あるいは彼女？　──の容姿は天使を彷ほう彿ふつさせた。

　しかしイトを見上げているその目からは、サブナクと同じ気配──悪あく魔まの気配がしていた。

　イトは彼から目を離はなさずに後あと退ずさりし、サブナクと並んだ。

「あの、人って……」

「悪魔があんな小物に襲われるってどーよ？」

「やっぱり悪魔なのね。魔物にしちゃ、気配がおかしいと思ったわ」

　サブナクが呆あきれたため息をつくと、パルティータもそう言って彼を見つめた。

　三人の視線の先で、レントが座り込んだままの彼の前にしゃがみ込む。寝ね起おきのようなぼんやりした目が至近距きよ離りでじっとレントを見つめる。レントは何な故ぜか顔を赤くした。

「え、えっと、大だい丈じよう夫ぶでした？　あっ、僕、神父のレントって言うんですけど、お名前は？」

　動どう揺ようしたような声でレントが捲まくし立てるように言うと、相手は気怠げに答える。

「……プロケル」

「し、失礼ですけど、男性ですか女性ですか？　──って、え!?　な、何す……っ！」

　レントが尋たずねると、プロケルは突然彼の腕うでを摑つかみ、自分の胸にぺたりと押しつけた。

「……こうしたら、わかる？」

　思わぬプロケルの行動に、お調子者のレントも首まで真っ赤にして無言で固まっていた。

　プロケルがレントの手を放して眠そうに目を擦こすったところで、イトはレントの肩を摑んだ。

「レント、あんまり近づくな」

「へ？　何で？　なんかほっといたらこの人死にそ──うぐうっ！」

「いいから離れときな」

　パルティータはレントの襟えり首くびを摑み、プロケルから距離を取らせた。レントの代わりに、サブナクがプロケルに近づいていく。プロケルは彼を見上げると、眠そうだった目を見開いた。

「あー、悪魔だ。やっぱりいた」

「俺を探してたのか？」

「んーん。僕が探してるのは違ちがう悪魔。けど悪魔の気配がしたから、気になって来てみたんだ」

「探してる悪魔……？　俺以外にも悪魔が人間界に来てやがるのか？」

　サブナクの問いに、プロケルはゆっくりと頷うなずいた。

「ん……。魔ま界かいも探したけど、どこにもいなくて……本当にここにいるかどうかも、わからない。……けど、ここのような気がするんだ。何か知らない？」

「この辺に俺とお前以外の悪魔の気配はねえよ。さっさと魔界に帰れ」

　そう言ってサブナクはプロケルに背を向けた。サブナクの言葉に、プロケルはぼーっとしながらも肩を落として俯うつむいた。

「……フォルネウス……」

　プロケルの呟つぶやいた名前を聞いた瞬間、つまらなそうな顔をしていたサブナクが、鋭するどい眼光でプロケルを振り返る。プロケルがサブナクを見上げ、そして怯おびえたように身を竦ませた。

「おいお前、フォルネウスを知ってるのか」

「フォルネウス……？」

　イトには聞き覚えのない名前だ。突とつ然ぜん様子の変わったサブナクに、イトも驚おどろいた。視線を向けるが、彼はプロケルを睨んだままだった。

「答えろ」

　雷らい鳴めいのようなサブナクの低い声に、プロケルは震ふるえた声で答えた。

「フォルネウスは……僕を、作ってくれた人。フォルネウスのために、僕は在る。でも、突然いなくなっちゃったんだ……」

　サブナクは驚愕していただけだったが、その形相にプロケルはさらに怯えたようだ。それでもプロケルはサブナクを見上げて言った。

「……だから、人間界へフォルネウスを探しにきたんだ。人間界にいる気がするから」

「何でわかる。根こん拠きよはあんのか」

　悲しげに俯き、プロケルは黙だまり込んだ。

　サブナクは既すでにプロケルから視線を外し、険しい表情でどこかを睨んでいた。

「あいつが──」

　独り言のようだったが、サブナクが何か言おうとした時、馬車の音が聞こえてきた。イトがそちらを見ると、ゆっくりと走る馬と、御ぎよ者しや台だいに座るアインザッツが見えた。彼は安あん堵どした表情で馬車を止め、御者台から降りてきた。

「ああ、良かった。みなさんご無事でなによりです。村に被ひ害がいは？」

「無さそうね。騒さわぎにすらなってないみたい。──それより、今の問題はあっちかも」

　パルティータがそう言ってプロケルを見た。アインザッツもそれに倣ならう。

「──ス……」

　プロケルが小声で何かを言った。イトが見下ろすと、目の両りよう端はしからは、大おお粒つぶの涙なみだが零こぼれ落ちていた。涙を拭うこともせず、プロケルは立ち上がった。

「フォルネウス！」

　探している者の名前を呼びながら、プロケルは彼に駆かけ寄った。夕陽色の瞳の先に居たのは、アインザッツだった。

　プロケルはアインザッツの両りよう腕うでを縋すがるように摑んだ。しかしそのまま力が抜ぬけてしまったのか、地面に座り込んでしまう。それでも顔はアインザッツに向け、じっと彼を見つめている。

　アインザッツは驚きの表情でプロケルを見下ろす。アインザッツだけでなく、この場にいた全員が彼と同様の反応をする。しかしイトは、サブナクだけは驚いていないことに気付いた。

　サブナクはアインザッツとプロケルを、睨にらむように凝ぎよう視ししていた。

「サブナク……？」

　小さく呼んだイトの声は、聞こえてきたプロケルの泣き声に搔かき消されてしまった。

「フォルネウス……！　よかった、また、会えた……っ」

　プロケルははらはらと涙を零しながらアインザッツではない名前を呼び続ける。いつもは落ち着いているアインザッツもさすがに困こん惑わくしていたが、身を屈かがめてプロケルと視線を合わせた。アインザッツは安心させるような笑えみを浮うかべてプロケルの肩かたをそっと叩たたいた。

　プロケルの泣き声と嗚お咽えつが落ち着くと、アインザッツは優やさしく声をかける。

「大丈夫ですか？　話せますか？」

　しゃくりあげ、涙を袖そでで拭いながら、プロケルはアインザッツを見上げた。

「フォルネウス、どうしてこんなところにいるの？　僕、ずっと、探して……」

「プロケル……さん？　人ひと違ちがいだと思うよ？　その人は、フォルネウスっていう人じゃ──」

「フォルネウスだ！」

　眉まゆをつり上げて喚わめくプロケルに、レントはばつが悪そうに頭を搔いた。

　アインザッツは腕を摑み続けるプロケルに優しく呼びかけた。

「名前を教えて下さいますか？」

　その声に、プロケルは驚愕と悲ひ哀あいの入り交じった顔でアインザッツを見上げた。

「何、言ってるの……？　僕だよ、プロケル！　忘れちゃったの……？」

　プロケルの不安げな視線を受け止めながら、アインザッツは口を開いた。

「プロケルさん。寂さびしい時も泣きたい時も、私の胸でよければいつでもお貸しします。……ですが、あなたの探している方は、私ではないのです」

　美しい顔に絶望という感情が浮かぶ。それでもその手は、希望に縋りつくように、アインザッツの服を摑んだ。

「や、やだ……っ。そんなの、噓うそだよ。僕が、フォルネウスを間ま違ちがえるはず──」

「いい加減目を覚ませ」

　低い声に言葉を遮さえぎられ、プロケルは恐おそる恐るサブナクを見上げた。サブナクの指が、アインザッツを指す。

「よく見ろ。お前はこいつが悪魔に見えるのか？」

　サブナクの言葉を聞いたプロケルの顔から、絶望という感情すら消え、表情が失われた。

　いくら姿が似ていても、プロケルの言うフォルネウスは悪あく魔まで、ここにいるアインザッツは人間だ。その決定的な違いを、プロケルは理解してしまったのだろう。

　自分の悲ひ愴そうな表情をうち消すようにプロケルは首を振ふり、大声で叫さけんだ。

「うそだ……うそだよ……。そんなの、噓だ！　だって、じゃあ、どうしてそんなに似てるの？」

　プロケルの細い指が小刻みに震えながらアインザッツの頰ほおに触ふれた。

「顔も、身体からだも、声だって……全部全部一いつ緒しよじゃないか……」

　プロケルの手は彼の顔の輪りん郭かくをなぞっていたが、体中の力が抜けたように俯くと、その手もするりと地に滑すべり落ちた。

「フォルネウスのために存在してる僕が、フォルネウスを間違えるはず、ない……っ！」

　プロケルがか細い声で言うと、地面にぽつぽつと涙の雫しずくが落ちた。アインザッツは悲しげに目を伏ふせながらプロケルの肩にそっと手を置いた。肩に置かれた手を見て、プロケルはその手に縋るように額を押し当てた。

　アインザッツはそれ以上の言葉を向けることが出来ないのだろう。彼はプロケルの探している者ではない。どんな言葉をかけても、その辛つらい事実を突つきつけることになるだけだ。

　イトは無防備な子どものようにしゃくりあげているプロケルを見つめた。外見はイトより年上に見えるが、内面は幼く見えた。──否いな、とても脆もろく、危あやういから、幼く見えるのか。

　ようやく会えたと思った彼は、姿は似ているのに、自分はフォルネウスではないと言う。

　先ほど駆け出した時と似た焦しよう燥そう感かんで、イトの胸が軋きしむ。──一度手にしたと思った安息。それを失う恐きよう怖ふと絶望を、イトはよく知っている。

　イトは自分でも意識しないうちに、プロケルの肩を抱だくアインザッツの前に立っていた。我に返った時には、プロケルを見つめ、口を開いていた。

「アインザッツ司教、こいつ、一緒に連れて行ってはいけませんか？」

　何をしているんだとイトの冷静な部分が叫んでいるが、もう口に出した後だった。プロケルが不思議そうな顔でイトを見上げてくる。

「その……ここに置いていくわけにも、いかないし……」

　プロケルの真っ直すぐな視線に妙みように気き恥はずかしくなり、イトは言葉を詰つまらせる。

　アインザッツは微笑ほほえみ、プロケルの涙を指先で拭ぬぐった。

「プロケルさん、一緒に行きますか？」

「……いい、の？」

　アインザッツは優しく微笑んで頷く。大きく瞠みはったプロケルの目に、再び涙が溢あふれ出し、プロケルは倒たおれ込むようにアインザッツの胸にしがみついた。

「行きたい……。フォルネウスと一緒に、行きたい。連れていって……」

　絞しぼり出すように紡つむぎ出されたプロケルの声は、イトの耳には痛々しく響ひびいた。

（アインザッツ司教はフォルネウスじゃない、のに……本当、何してるんだ俺は……）

　己おのれの行こう為いの矛む盾じゆんに、イトは俯うつむいた。その時、突とつ然ぜん背中からのしかかるように誰だれかがイトを抱き締しめた。直後、レントの大声が響く。

「やっぱイト優しいじゃんかあああああ！　僕の目に狂くるいはなかった！」

　レントに抱きつかれ、イトは彼の身体を引き剝はがす。

「別に優しくない！　連れてくしかないだろこの場合。だから言っただけだ！　放せ！」

「そ。あんたの言う通り、連れてくしかなかったのよ、この場合」

　だから気に病やむ必要はないと言うように、パルティータがイトの肩を叩き、アインザッツの元へ歩いて行った。

　落ち着いたところで、イトは今まで黙って成り行きを見つめていたサブナクを見上げた。

「サブナク、お前が人違いだって言ってたのって──」

「そんなわけがねえ」

　サブナクの低い声がイトの言葉を遮った。しかし彼の言葉も視線もイトに向けられておらず、彼の独り言だった。何かを考え込んでいる様子のサブナクを、肘ひじでつつく。

「おい。聞いてるのか」

　今度こそ故意に無視していることがわかったが、いつもとはどこか様子が違ちがう。イトは諦あきらめて、馬車に戻もどっていく四人の背を追って歩き出した。背後でサブナクの低い声がした。

「あの男、本当に何者だ……？」
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　夕ゆう陽ひよりも濃こい朱あかが、イトの目を焦こがす。パチパチと何かが爆はぜる音と、建物が倒とう壊かいする轟ごう音おんが辺りに響き渡わたる。

　──またあの夢だ。

　イトはこの景色を知っていた。この光景は今から三年前、イトが滞たい在ざいしていた小さな村で起こった出来事だった。

　村が、炎ほのおに吞のまれていた。数時間前までは、ここには村があったはずだった。

　灰になっていく村の中で何かが崩くずれ、炎と煙けむりが舞まい上がる。

　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすイトの隣となりに、大きな影かげが現れる。炎とは違う紅黒い髪かみを、熱を孕はらんだ風が揺ゆらした。イトの頭上から、低い声が降ってくる。

「魔ま物ものだな。今はもういねえようだが、気配が残ってる」

「何で……。ここは魔物の出ない、安全なところだって……」

「だからこそ、魔物の出現に何の対処も出来なかったんだろうな」

「村の人、逃にげたよな……？」

　イトが隣のサブナクを見上げる。希望にすがりつくように、イトの手は、サブナクの服を摑つかんでいた。その手を見つめてから、サブナクは炎の中に目を遣やった。

「……炎の中に混じって、血と、肉の焦げる臭においがする」

　イトの視界がきゅっと縮まり、目の前が暗くなる。全身から力が失われ、イトは座り込んだ。

　地についた手をきつく握にぎる。ぽつりと乾かわいた土に雫が落ちたが、熱気ですぐに乾いた。

「この前新聞にな、魔物の発生率が上がってるって記事があった」

　その言葉は突然、イトの耳に聞こえてきた。恐る恐る、隣に立つ男を見上げる。彼の目は髪に隠かくれて見えなかった。サブナクの唇くちびるが動いた。

「ちょうど俺が復活したあたりから、魔物の数が増えて凶きよう暴ぼう化しているらしい」

「それが……なんだよ」

　何な故ぜ魔物の凶暴化が、サブナクと関係しているのか。彼が何を言わんとしているのか、イトにはわからなかった。しかしイトの脳は、大声で警告を発していた。彼の言葉を聞くな、と。

　イトが何かを言う前に、サブナクの声が聞こえた。

「俺の魔ま力りよくに反応してるんだろうな」

　顔が引きつるのがわかる。唇が震ふるえて、うまく言葉を声に出来ない。

「何、言ってんだよ……。そんなの、噓だろ？　お前は全然、関係ないだろ……？」

　彼の喉のどの奥から、小さな笑い声が聞こえた。──そうだ。サブナクとは関係ない。

「関係ねえ方がおかしいだろう」

　笑い声に一いつ瞬しゆん安あん堵どしたイトの顔が凍こおりついた。

「あれは魔ま界かいの生き物だ。当然魔力がある。おおかた俺の魔力に勝手に反応して、活性化しちまったんだろうよ」

　当然とでも言わんばかりの声に、イトは何を言われたのかすぐにはわからなかった。サブナクの声が耳からじわじわと脳の奥へと辿たどり着く。彼の言葉を理解した時、イトの身体は震えていた。

「知ってたのか……？　魔物がお前の魔力に反応してること……」

　サブナクの返答を、イトは待っていた。否定か、あるいは冗じよう談だんだと言ってくれることを期待しながら。しかし彼は、イトの言葉に頷うなずいた。

「そんな……それじゃあ、お前のせいじゃないか！」

　イトは叫びながら、サブナクの腹を拳こぶしで叩たたいた。彼のものではない死体の身体は、固く冷たくイトの手を弾はじく。サブナクは何も言わず、抵てい抗こうもせず、イトの拳を受けていた。──受けてくれた。だからこそイトは、この怒いかりがサブナクに向けるものではないことに気付けた。

「……違う。お前じゃない。全部俺のせいだ。俺があの村を滅ほろぼしたんだ……っ」

「ああ？　何わけわかんねえこと言ってんだ」

　サブナクの低い声が頭上から聞こえた。口を開き、イトは謝ろうとしたが、代わりに出たのは自分をなじる声だった。

「あの時、俺がお前を復活させなきゃ……この村の人達は死なずに済んだかもしれないじゃないか！　俺があの人達を殺したんだ！」

　サブナクを叩いていた拳は、いつしか彼の服を握っていた。

　辺りはしばらくは炎が唸うなる音だけがしていたが、唐とう突とつにサブナクの声がイトの耳に届いた。

「俺の封ふう印いんを解いたこと、後こう悔かいしたか？」

　その低い声がいつもとは違い、どこか寂さびしさを伴ともなって聞こえたのは、気のせいだろうか。

　イトがサブナクの封印を解いたせいで、魔物が活性化し、襲おそわれた村。その惨さん状じようをたった今目まの当たりにしている。それでもイトは、断言出来た。

「……後悔は、してない」

　あの時、サブナクの封印を解かなければ──今までサブナクがいてくれなくては、ここまで来ることは出来なかった。それだけは確かな事実だ。

「……サブナク」

　イトはサブナクに向き直った。彼の顔は風に靡なびいた髪で隠され、その表情ははっきり見えなかった。だからこそ、イトはずっと思っていたことを言えたのかもしれない。

「俺はお前に助けられた。お前を恨うらんだりはしない。今のは……言い過ぎた」

　サブナクが見下ろしてきたが、その前にイトは俯いた。頭上でサブナクのわずかな笑い声が聞こえ、頭にサブナクの手が乗のせられる。その手はイトの頭を撫なで続ける。この冷たい手の向こう、サブナクは何を考えているのだろう。どんな顔でイトを見下ろしているのだろう。

「なぁ、サブナク。……魔物を滅ぼす方法って、ないのかな」

　ぽつりと彼の名を呼び、イトは譫うわ言ごとのように言う。

　イトは足あし下もとを凝ぎよう視しし続けていたが、サブナクが驚おどろいたのがわかった。

「魔物が活性化したのは、お前の封印を解いた俺の責任だ。だから俺は、その責任を取らなきゃいけない」

　イトは感情を押し殺した、乾いた声でそう言った。堪こらえていた涙なみだが滲にじみ、慌あわてて服の袖そでで拭ぬぐった。

　生き延びた命だからこそ、やらなくてはならないことがある。

　サブナクの手が離はなれていったが、まだ視界は滲んでいる。顔を上げる気にはならなかった。

「もしも魔物を滅ぼす方法があったら、お前はそれを実行するか？」

　イトはしっかりと頷いた。

「……どんな方法でも、か？」

　サブナクの静かな声は、その方法があると言っていた。イトは紅あかい目を見上げた。

「どんな方法でも」

　イトがサブナクの言葉を繰くり返すと、彼は口元を歪ゆがめた。

「じゃあその刀、今ここで壊こわせ。そして俺に跪ひざまずいて、靴くつ舐なめて一生服従しますって誓ちかってみな」

　イトは絶句した。冗談だと思いたかったが、サブナクの目は笑っていなかった。

　腰こし元もとに手を伸のばし、鞘さやから刀を抜ぬいた。白銀の刃やいばに、炎の朱が揺れている。

　母から託たくされた刀。イトに唯ゆい一いつ残った、亡なくなった両親との繫つながり。これを壊こわせば、魔物を滅ぼせる──

　刀を見つめたままのイトに、サブナクの低い声が響ひびいた。

「どうした？　どんなことでもするんじゃなかったのかよ？」

「……する」

　イトは柄つかを握りしめてサブナクを見上げ、一息で彼との距きよ離りを詰つめた。

「──わけないだろ！」

　微び動どうだにしないサブナクの喉のど元もとに、イトは刃を突つきつけた。

「調子に乗りやがって！　誰だれがお前なんかに服従するか！　そんなことするぐらいなら、この刀でお前を倒たおして無む理り矢や理り従わせてやる！」

　何をしているんだと、イトは自分を叱しつ咤たした。両親の形見を壊し、プライドを捨て、この悪あく魔まに従おうと一いつ瞬しゆんでも考えた自分を恥はじた。魔物は滅ぼしたい。しかしこの悪魔に跪いた自分を許せるかと、イトは自分に問う。──答えは否いなだ。

　嘆なげいただけで叶かなう願いはないと、この悪魔と出会った時に理解したはずではなかったか。

　イトの青い目とサブナクの紅い目が互たがいを色いろ濃こく映し出す。

　サブナクは笑い出し、身を屈かがめてイトに顔を近づけた。食い込んだ刃がサブナクの喉を切ったが、彼は気付いていないかのようにイトの目の前で笑っていた。

「お前、無む茶ちや苦く茶ちや言ってるってわかってっか？」

「どんなことでもするって言ってるんだ。間ま違ちがってないだろ」

　睨にらみ続けるイトを見て、サブナクの笑い声が大きくなる。ひとしきり笑った後、サブナクはどこか満足そうに、切られた喉を撫でた。傷は血の跡あとを残して完全に消えた。

「……そうでなきゃあ、おもしろくねえ。俺はお前のそういうとこ好きだぜ、イッちゃん」

「俺はお前のそういうところが殺したくなるほど嫌きらいだ」

　イトがそう言って刀を鞘に納めると、サブナクはいつもの自信に満ちた笑えみを浮うかべた。

「いいだろう。俺が滅ぼしてやる」

　あっさり言ったサブナクに、イトが驚いて目を瞠みはると、彼はわずかに目を伏ふせた。

「だが、俺が身体からだを取り戻もどして完全に復活しても、出来るかどうかはわからねえ。何せ数が多すぎる。──ただ」

　一度は視線を落としたイトだったが、サブナクの言葉に続きがあることを知って、弾かれるように顔を上げた。

「お前が俺に対価を差し出せば、俺は確実に奴やつらを滅ぼすことが出来る」

　イトは右目を意識し、右の頰ほおに触ふれる。

「契けい約やく……」

　イトの本当の右目は、サブナクの力を借りる代だい償しようとして失われている。今の右目はサブナクからの借り物だった。

（今度はきっと、片目程度じゃ済まない……）

「やるか？」

　サブナクの低い声に、イトは頷き、真っ直すぐに彼を見た。

「契約しろ、サブナク。お前の身体は俺が取り戻して、必ず復活させる。その時には、この世界にいるすべての魔ま物ものを、滅ぼして欲しい」

「その代償に、お前は俺に何を差し出す？」

　この期ごに及およんでそんなことを言うサブナクを睨み、イトは考える。しかし答えはすぐに出た。

　イトが持っているものなど、ごく少ないのだから。
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　イトは身体を弾はじかせながら目を開けた。目の前に朱あかい炎ほのおがあり、一瞬まだ夢の中にいるのかと思ったが、炎はランタンの中の明かりだった。

　カクトスに着いた頃ころには、すでに日が傾かたむいていた。イト達はカクトスの領主の屋や敷しきに宿しゆく泊はくしていた。宿泊する人数は二人ほど増えてしまったが、屋敷は広く、部屋は有り余っているために大した手間ではないらしい。

　サブナクは魔物退治のエキスパートなどと適当なことを言っていたが、彼から漂ただようただならぬ雰ふん囲い気きに、領主はその話を信じたようだった。プロケルに関しては、その事情と天使のような容姿が相まって、領主の涙を誘さそう美談となっていた。

　イトはアインザッツ達と明日あしたの予定を相談した後、部屋に戻ってこの街の資料を読んでいたのだが、いつの間にか眠ねむってしまったらしい。

　突とつ然ぜん現実に引き戻されて少しばかりぼんやりしていたが、頭を振ふって意識を覚かく醒せいさせる。

　まだ目の裏に、あの日の炎が燻くすぶっている。

　あの時の夢を見る度たびに、イトは自分が何も出来ない子どもだと思い知らされる。

（やっぱり、今日思い出したのがまずかったのか……）

　昼間の出来事を思い出す。小さな村が魔物に襲われると聞いて、過去の自分と重なり、いても立ってもいられなくなった。幸い、村に被ひ害がいはなかった。

　イトはこめかみに流れた汗あせを拭い、バルコニーに出た。人ひと気けのない街をぼんやり眺ながめていると、右みぎ隣どなりの部屋のバルコニーが開く音がした。右隣はアインザッツとプロケルがいる部屋だ。

　出てきたのはアインザッツだった。彼はイトに気づき、心配そうな顔を向けてきた。

「どうしたんですか、イトくん？　眠れませんか？」

「いえ。ちょっとうたた寝ねしてたら……嫌いやな夢を見て、起きてしまったんです」

「嫌な夢、ですか……」

「……夢というか、昔の──」

　そこまで言って、イトは口を閉とざした。夢の内容まで言う必要はない。アインザッツの声には、すべてを話しても許してくれそうな、そんな安心感がある。しかしイトはそこに甘える気はなかった。口を滑すべらせてしまったことが我ながら情けない。

　イトが不自然に言葉を止めても、アインザッツは気にした様子もなく優やさしく微笑ほほえんだ。

「そうでしたか。任務を前に、緊きん張ちようしているのかもしれませんね」

「それは平気かと。いつもそのうちまた眠くなるので、大だい丈じよう夫ぶです」

　平然と、苦手な笑みさえ浮かべて、イトは言った。別に噓うそをついたわけではない。いつもしばらくすれば眠くなる。過ぎたことだ、夢だと言い聞かせて。

　イトがアインザッツを見上げると、彼は先ほどよりも心配そうにイトを見ていた。しかし彼はイトを追及するわけではなく、どこか励はげますような笑みを浮かべて言った。

「眠れないのでしたら、少し私とお話ししませんか？」




　アインザッツの部屋に入ると、彼はお茶の準備をしていた。

「ハーブティーでもお淹いれしましょう。落ち着きますよ」

　用意してもらったのだろうか、テーブルにはお茶のセットがあった。マイペースな彼にももう慣れ、イトは勧すすめられた椅い子すに座る。ベッドではプロケルが規則正しい寝ね息いきを立てていた。

　プロケルは悪魔だ。アインザッツと二人にすることは心配だったが、サブナクが言うには、プロケルの魔ま力りよくはもうほとんどないらしい。サブナクが先ほど言っていた言葉を思い出す。

『ああ、あいつならお前が心配するようなことはねえ。魔力はあるっちゃあるが、スッカスカだ。人間界に来て、身体を作った時にほとんど使っちまったんだろうな。今魔力を使えば、程度にもよるが身体が保てなくなるだろうし、普ふ通つうの人間と何も変わんねえぞ』

　イトはついでにプロケルの様子を見に来たのだが、サブナクの言う通り、とりあえず心配はなさそうだ。
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　アインザッツがイトの前にカップを置いた。

「このお茶はパルティータがくれたんです。心を落ち着ける作用があるそうですよ」

「パルティータが？」

「彼女の出身の村には、まだフロレンシアが統一される以前の、その地方独自の言語や習慣が色濃く残っているそうで、このお茶も、就しゆう寝しん前に飲む習慣の一つだそうです」

　そう言って、アインザッツは眼鏡の奥の目を伏せた。

「……私の様子がおかしいと、わざわざ買ってきて下さったようです」

「アインザッツ司教、どこか悪いんですか？」

　アインザッツは微笑んだまま首を横に振り、「冷めないうちにどうぞ」と促うながした。首を傾かしげながらも、イトはカップを手に取る。紅茶よりも薄うすい色をしているお茶を一口飲むと、口の中にリンゴに似た甘い香かおりが広がり、温かさも相まって胸がすうっと軽くなった気がした。

「美味おいしい……」

　イトの素す直なおな言葉に、アインザッツも嬉うれしそうに笑った。そして笑みを少しだけ俯うつむかせた。

「……私も、色々と考えることがありまして」

　アインザッツはそう言ってから、プロケルに視線を向けた。その横顔に困ったような笑みが刻まれているのを見て、イトは何な故ぜか焦あせりを感じた。嫌な予感がして、カップを置く。

「……パルティータは、プロケルさんが人の子ではないと言っていました」

　穏おだやかに紡つむぎ出されたアインザッツの言葉に、イトは内心で歯は嚙がみする。プロケルを悪あく魔まだと言ったなら、パルティータはサブナクのことも話したのではないか。そうなれば、教会という強大な組織に追われる可能性もある。それだけは避さけたかった。

　イトは恐おそる恐るアインザッツを見て、訊きいた。

「それ以外には……？」

「それ以外？」

　首を傾げるアインザッツに、イトは驚おどろく。

（サブナクが悪魔だってことは、あいつ、言ってないのか……？）

　アインザッツの口から、サブナクの名が出てくる気配はない。彼女が言っていないのならそれで構わないし、もし知った上でアインザッツが伏ふせているのだとしても、こちらからわざわざ言う必要もないだろう。イトは何でもないです、と首を振ってアインザッツに続きを促した。

「危害を与あたえるようなら、消してしまった方が良いかもしれない、と言われました。ですが私は、それを認めることが出来ませんでした」

「どうして……ですか？」

「それをお話しする前に、少しだけ私の昔話に付き合って頂いてよろしいですか？」

　少し戸と惑まどいつつもイトが頷うなずくと、アインザッツはいつもの穏やかな笑顔で口を開いた。

「私は、あまり外の世界と交流のない、小さな村に生まれました。村の人間は、皆みな一様に褐かつ色しよくの肌はだと、金の髪かみと瞳ひとみを持っていました。私の両親もそうです。当然、生まれる子は褐色の肌と金の髪と瞳のはずでした。……なのに、私だけがこうだったんです」

　アインザッツの姿を、イトはもう一度見つめる。ランタンの朱い明かりに照らされてもなお、その白い肌と銀の髪、瞳は、はっきりとその色を主張していた。

「こんなことは初めてだったのでしょう。私は悪魔や鬼おにだと言われ、迫はく害がいされました。家の外には出られませんでしたが、それでも両親だけは、私の味方でいてくれました。しかし両親も、耐たえられなかったのでしょうね。私の十の誕生日の翌朝、自ら命を絶っていました」

　イトが息を詰つめたのを見て、アインザッツは困ったように微笑む。

「すみません。ですが、そんな顔をしないで下さい。私は両親に申し訳ない気持ちはあっても、恨うらんではいません。両親は最さい期ごまで、苦痛の原因である私を愛してくれていた。それを私は身を以もつて知っていましたから、やっと解放してあげられるという気持ちの方が大きかったんです」

　アインザッツの微笑みには、両親を心から愛する気持ちと、悼いたむ気持ちが込められていた。

　彼の心情を物語る瞳を見ていて、イトはあることに気付いた。

（あの眼鏡、度が入ってない……？）

　イトの視線と表情の変化に気付いたのだろう。アインザッツは眼鏡を取った。

「……恥はずかしながら、これで少しでも隠かくしたかったのです」

　彼にとってはその瞳は罪の証あかしなのだろう。しかし無む駄だだったとでも言うように、アインザッツは淡あわく微笑み、再び眼鏡をかけた。

　彼は当時を思い出すように目を閉じ、両手を握にぎる。亡なくなった二人の両親の愛いとしさを確かめるように、ゆっくりと。

「両親がいなくなった時、自分の存在意義がわからなくなりました。もう死んでも構わないと思ったら、村を出ていました。魔ま物ものに襲おそわれ、死を覚かく悟ごしたのですが……次に目を覚ました時、そこは遠く離はなれた街の教会でした。私は助けられてしまった。しかし私には、もう生きる意味がわかりませんでした」

　アインザッツは眼鏡の奥で銀の瞳を覗のぞかせた。握っていた手を開き、手の中にその存在を抱いだくように掌てのひらを見つめた。

「今まで、何の目的もなく生きてきました。ですが、プロケルさんに会って、あの子が私のこの疎うとましかった姿を、フォルネウスと一いつ緒しよだと言った時、思ったんです」

　アインザッツの穏やかな視線が、プロケルの寝ね顔がおに向けられた。

「……私はこの子に会うために、この姿で生まれてきたのかもしれない、と」

　生まれた時から周りに疎まれ続け、ついには両親を死に追いやった姿。それに縋すがる者が現れた。アインザッツがそう思うのも、無理はないとイトは思う。

　しかし彼ら自身がわかっていなくても、イトにはわかっていた。

　人間と悪魔。決定的な違ちがいが、アインザッツとフォルネウスが別人であると告げていた。

　それを承知していながらも、アインザッツは優やさしい目で微笑ほほえむ。

「私はフォルネウスという方ではありません。それだけは変えられません。ですが、あの子が私を求めるなら、私はあの子のために出来る限りのことをしようと思います」

　歌うように流れ出すアインザッツの言葉は、喜びに満ちていた。彼にとって初めて見つけた自分自身の生きる意味を語っていた。イトの胸の奥で、辛つらさと温かさがせめぎ合う。

「あの子は、長年私を苦しめていた罪の証を……この銀の髪と瞳を、ぬるいだけの白い肌を、必要としてくれました。生まれて初めて、この姿で生まれて来て良かったと思えたんです」

　アインザッツはイトを見て、幸せそうに微笑む。

「昔誰だれかが、誰もがその人にしか出来ない使命を与えられて生まれてくると言ってくれました。ですが、その使命を理解しているのと理解していないのとでは、道は違うと思いませんか？」

　アインザッツの言葉を、イトは自分のこととして考えてみる。

（俺の、俺にしか出来ない使命……）

　──それは、悪魔を復活させることだったのだろうか。

「ああそれと、もう一つ、プロケルさんのことなんですが」

　突とつ然ぜん声を上げたアインザッツに、イトは慌あわてて顔を上げた。

「はい？　心当たりでも？」

「心当たりと言うには、私には自信がないのですが……。私は十二年前に、一ヶ月間記き憶おくがない時期があるんです」

「え……」

「魔物の討とう伐ばつ中に突然意識を失い、気がついた時には教会に帰ってきていましたが、一ヶ月間、私は行ゆく方え不明だったそうなんです。もしかしたら、その時に私はフォルネウスと名乗り、プロケルさんに出会ったのではないか……と」

「そういうことが、今もあるんですか？」

「いいえ。それ以来一度もありません。誰もその一ヶ月間の私の消息を知らないので、何とも言えないのですが、もしプロケルさんと出会った可能性があるのなら、その一ヶ月間だけなんです」
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　サブナクが街をぶらついて帰ってくると、ちょうどイトがアインザッツの部屋に入っていくところだった。耳をそばだてると室内の二人の会話が聞こえ、サブナクはそのままアインザッツの部屋の前で、壁かべに背を預けて立っていた。

　アインザッツの話が終わると、サブナクは顔を顰しかめた。

「ますます無関係じゃなさそうだな……」

「盗ぬすみ聞きとは良いご趣しゆ味みね」

　廊ろう下かを歩いてきたパルティータに声をかけられ、サブナクは舌打ちする。

「何の用だ」

「あんたに訊ききたい事があるの」

　パルティータはサブナクの正面に立った。冷たい目が、サブナクを突つき刺さすように見つめる。

「あんたの目的は何？　一体何のために、イトと一緒にいるの？」

「俺の探しもんをあいつに探させてるだけだ。終しゆうー了りようー」

「探し物……？　何よそれ」

　その質問には答えず、サブナクはパルティータの脇わきを通り過ぎようとした。

「イトが墓場で言ってた、あんたを復活させた責任って何？」

　突然のパルティータの言葉に、サブナクは足を止めて彼女を振ふり返った。

　サブナクの口元が、好戦的な笑えみに象かたどられる。

「お前こそ、盗み聞きとは良いご趣味じゃねえか」

「あら、気付いてたの。何千年も封ふう印いんされてたマヌケだし、気付いてないかと思ってたわ」

　紅あかい瞳と紫むらさきの瞳は決して相あい容いれず、強きよう烈れつに反発しあう。パルティータがわざとらしいほどにっこりと微笑み、口を開いた。

「あんたみたいな悪あく魔まを復活させたんだもの。私の中では最大級の重罪だわ。罪状はもちろん公然わいせつ物陳ちん列れつ罪」

「ぶち殺すぞ」

　サブナクが額に青筋を立てたが、パルティータは意に介かいさず、静かな声こわ音ねで言った。

「……けど、あの子は理由もなく、人類を危機に晒さらすような子じゃない。それだけはわかるわ。あの子は何であんたを復活させたの？　あの子は何に苦しんでるの？　……あんたが、苦しめてるんじゃないの？」

「だったらどうだってんだ？」

「やっぱり、潰つぶすわ」

　パルティータの言葉の後、しん、と、辺りから音が消えた。二人が発する空気に、全すべてのものが息を吞のんだように。

　無音の時は、サブナクの笑い声に打ち壊こわされた。

「ずいぶんとあいつを聖人君子として見てやがるんだな。さすがはおめでてえ頭の聖女サマだ」

　ひとしきり笑ったあと、サブナクはそう言ってパルティータに嘲あざけりの笑みを向けた。

「あいつには身に余る願いがある。それを俺が叶かなえる。そのための対価を、あいつが支し払はらうだけの話だ。お前にあいつの願いを阻そ止しする権利はねえはずだが？」

「あんのよバカ悪魔」

　ヒールの音がかつ、と響ひびく。その小気味よい音と同様に、パルティータの朗々とした声がサブナクの耳に届いた。

「私はもう二度と、自分の目の前で不幸になっていく奴やつを見たくないの」

「じゃあ放ほうっとけよ。面めん倒どう臭くせぇ奴だな」

「私と出会ったのが運うんの尽つきよ。絶対放っといてなんてやらないわ」

　そう言ってから、パルティータはサブナクに向かって失しつ笑しようした。

「あんたこそ、私をずいぶんと清らかで美しい聖女様だと思っててくれたみたいね？」

「あーそうそう、そうだ。その聖女ってのは、お前には不適切なんじゃねえか？」

　パルティータの表情から笑みが消え、代わりにサブナクがにやりと笑う。

「聖女サマよ、お前からは女の匂においがしねえんだよ」

　パルティータは髪かみを搔かき上げた。花弁のような唇くちびるに蠱こ惑わく的な笑みが浮うかんでいる。

「じゃあこの姿を見て、あんたは私を男だと言い切れるのかしら？」

　サブナクが何か言う前に、パルティータは口を開く。

「この身は神に捧ささげてるの。そんなもの、私には関係のないことだわ」

　サブナクの紅い目を見み据すえてから、パルティータは胸に手を当て、瞼まぶたを伏ふせた。

「……私は【聖女】の名を受け継ついだ者。共に立ち、寄り添そい、支える存在」

　彼女の瞼が開いた時には、アメシストに似た瞳ひとみは射るような鋭するどさでサブナクに向いていた。

「軽々しく口にするな、悪魔」

「そりゃ失礼。エセ聖女サマ」

　サブナクは吐はき捨てるようにそう言って、イトの部屋に入っていった。




　　　　[image: ]




　昔の夢に、アインザッツの話。イトの脳の許容量はもういっぱいだった。今度こそちゃんと眠ねむれそうな気がした。

　イトが自分にあてがわれた部屋の扉とびらを開けると、椅い子すにサブナクが座っていた。

「何でお前が俺の部屋にいるんだよ！」

　サブナクは椅子から立ち上がって、イトの前に立った。その顔が険しく歪ゆがんでいる。

「まぁ気にすんな。それよりイト。お前、あのアインザッツとかいう男にあんま気ぃ許すなよ」

「何だよいきなり？　そういえばお前、最初にアインザッツ司教に会った時、睨にらんでたよな」

「……フォルネウスに似てんだよ」

「フォルネウス？　やっぱりお前も知ってるのか？」

　イトが見上げると、サブナクは身体からだを屈かがめてイトに顔を近づけた。紅い目が、イトの目をじっと見つめる。その眼光に、イトは後あと退ずさった。

「な、何だよ……？」

「……良い機会だし、話しとくか」

　低い声が独りごち、サブナクはイトが後退った分を悠ゆう々ゆうと詰つめてくる。さらに後退ろうとしたが、イトのふくらはぎにベッドの側面が当たり、それ以上の後退は出来なかった。

「一体、何──」

　戸と惑まどいながらイトがサブナクを見上げると、彼のにやりと笑った顔がイトの目の前に迫せまってきた。次の瞬しゆん間かん、イトの額に衝しよう撃げきが走り、視界には一面の星が輝かがやいた。

　サブナクから頭ず突つきを食くらい、イトは一いつ瞬しゆん意識が飛んだ。気付けばベッドに仰あお向むけになっていた。激痛を訴うつたえる額を押さえて、イトはしばらくベッドの上で悶もん絶ぜつする。痛みが弱まったところで、サブナクに抗こう議ぎしようと身を起こす。痛みで視界が少し滲にじんでいる。

「い、いきなり何するんだオッサ──っ！」

　石頭のサブナクにダメージは欠片かけらもないようだ。ベッドにどかりと座ると、イトの顔面を摑つかんで後ろ頭を枕まくらに押しつけ、イトを無む理り矢や理りベッドに寝ねかせた。

「そういやぁ、今日はあの時のことでも思い出したのか？　血相変えて走ってったな」

　サブナクのいうあの時がいつなのか、イトにはわかった。先ほどまで夢で反はん芻すうしていたところだ。──あの時も、村を襲おそおうとした魔ま物ものを倒たおせたら良かったのに。

「……魔物がいたから倒しただけだ」

　サブナクはしばらく何か言いたげにイトを見ていたが、突とつ然ぜん膝ひざを叩たたき、笑みを浮かべた。

「よぉーし！　じゃあ今日一日頑がん張ばったイッちゃんに、今からおにいさんがステキな話を聞かせてやるから、良い子で聞くんだぞ～。むかーしむかしあるところに──」

「寝るからどっか行ってくれないかな、オッサン！」

『オッサン』を強調してイトが言うと、上じよう機き嫌げんに語り始めようとしたサブナクは一度ぴたりと口を閉じた。そして再びイトの頭を枕に押しつけてきた。

「お・に・い・さ・ん！　は、心が広いからオッサンは聞かなかったことにしてやろう」

「耳が遠いの間ま違ちがいだろオッサン！　重いんだよ乗るな！」

「生意気ばっか言ってっと添い寝すんぞクソガキ！」

「気色悪い冗じよう談だんはやめろ！　わかったよ、さっさと話せばいいだろ！」

　叫さけんでからイトは素す直なおに口を結び、嫌けん悪お感かんを瞳に込めてサブナクを見上げた。サブナクは口元をひくつかせつつ話し始める。

「まぁいい。あーっと、何から話すんだったっけな。──むかしむかしあるところに、最強の腕うでっ節ぷしと最高の美び貌ぼうを誇ほこる大悪魔様がおりました。その大悪魔様は魔ま王おうが支配して平へい穏おんになっちまった魔ま界かいに飽あき、当時争いの絶えなかった人間界に行くことにしました」

　大した話ではないのだろうと、寝たふりをしていたイトは目を見開いて身を起こした。

「それ、って……──いっ！」

　初めてサブナクの口から語られる、彼が封印される前の出来事。驚おどろくイトの頭を再び枕に押しつけ、サブナクは続けた。




　人類を滅めつ亡ぼうに追いやった最強最悪の大だい悪あく魔ま──それがイトが知っている大悪魔の伝説だ。

　サブナクが語る大悪魔は、人間界に来ると人間のフリをして戦争に参加していた。

　ある戦場で大悪魔は重傷を負った。魔ま術じゆつで作った身体とはいえ、人間の身体を模したものだ。限界があったのだ。

　大悪魔はある人間の一族に助けられた。

　その頃ころには既すでに、人間は魔物に対たい抗こうする術すべ──法術を神から与あたえられていた。法術は魔物や悪魔を攻こう撃げきすることは出来るが、悪魔の傷を癒いやすことは出来ない。

　悪魔の傷を癒やせるのは魔の力でしかありえない──その一族は人間でありながら、魔術を持っていたのだ。

　一族の人間がどういった経けい緯いで魔術が使えるようになったのかは、一族自身もわからないらしい。しかし魔術を持っていたために、法術を持つ人間が治めていた大国から危険視され、迫はく害がいされていた。

　しかし戦争になると、大国は一族の魔術を利用することにした。一族は抵てい抗こうしたが、圧あつ倒とう的な数と法術に負け、領土拡大の道具として、奴ど隷れい的な扱あつかいを受けていた。

　その一族の扱いを見て、大悪魔は心底不思議に思い、一族に尋たずねた。

「何な故ぜ力があるのに、奴隷のように大国に従っているんだ」

　元々は誇り高い者達だったのだろう。大悪魔のその一言で、一族は立ち上がった。大国に反旗を翻ひるがえし、元は自分達の領土だった土地を奪だつ還かんし、そこに国を建てた。大悪魔はと言えば、その様子をただ楽しげに眺ながめていただけだという。

　しかし当然、大国は黙だまって見過ごしたわけではない。今まで道具のように扱っていた者達が謀む反ほんを起こし、国まで興おこした。強大な力で他国に睨みをきかせていただけに、一族の謀反は大国が築き上げてきた地位を落とすものだった。

　大国は魔術を使っていた一族が悪魔と手を組んだと思い、他国に呼びかけて一族に総攻撃を仕し掛かけることにした。

　圧倒的な数と力。一族の滅亡は免まぬかれないと、両者共に思っていた。一族も決死の覚かく悟ごで戦うことに決めたらしい。一族は最後まで大悪魔の力を借りる気はなかった。

　しかし大悪魔の方は違ちがった。多数対少数。結果の決まりきった戦い。

　──それでは面おも白しろくない。

　大悪魔は一族側についた。そして一いつ斉せい攻こう撃げきを仕掛けてきた大国側の者達を、前線に立って蹴け散ちらしていった。その結果、大国側は多くの兵士を失った。







　サブナクはそこで一度言葉を切った。

「多分これが、大悪魔様が人類を滅ほろぼしかけたーとか言われてる伝説だな。あん時はまぁ、派手にやっちまったしなぁ」

　人類のほとんどが知っている伝説の真相を聞かされ、イトは瞠どう目もくしてサブナクを見上げた。

「え……？　今の話なら、人類を滅ぼすほどじゃなかったみたいに聞こえたけど……」

「伝説ってのはそんなもんよ」

「……あの伝説って、実はかなり誇こ張ちようされてるのか？」

「俺が唯ゆい一いつ尊敬する大悪魔様だしよ、そういうことにしとこうぜ。なかなか気分良いしよ」

　快活な笑え顔がおで言うサブナクを一いち瞥べつし、イトは枕に顔を押しつけた。

「……俺は、気分悪いよ」

「あ？　何でだよ？」

　イトは呟つぶやくような小声で言った。

「……大悪魔の伝説は知ってたし、俺は今までそれを信じてた。お前が全部、悪いと思ってた。俺が一番よく知ってる、お前の言葉を聞かなかった。……それが、恥はずかしい」

　イトの声はそのほとんどが柔やわらかな枕に吸収され、きっと聞き取り辛づらいはずだ。しかし今のイトにはそれで良かった。言いたいけれど聞かれたくない。そんな複雑な胸中で、イトはさらに声を潜ひそめる。聞こえなければそれでも構わないが、言ってやりたい気もする。

「俺が知らないで、誰だれがお前のことを知るんだよ……」

　そう言った後、不意にイトの頭にサブナクの手がぽんと置かれた。強い力で頭を撫なでられる。血の通っていない冷たい手。それでもその触ふれ方で、彼の感情は伝わってきた。

　頭に乗った手を払はらうように、イトは勢いよく起き上がってサブナクをきつく睨んだ。

「痛いんだよ！　放せ！　ていうか言っとくけど、喋しやべんなかったお前も悪いんだからな！」

「珍めずらしくしおらしいこと言ったと思えばそれか！　ちったぁ素直に反省しとけよお前は！」

「うるさい！　早く続き話せよ！」

　サブナクの怒ど鳴なり声にふいと顔を逸そらしたまま、イトは続きを促うながした。




　一族と大国の戦いは大悪魔が介かい入にゆうしたことで、大国側の『一族を滅ぼす』という目的を果たせず、長期にわたった。

　──悪魔が人間に肩かた入いれしている。

　その噂うわさは人間界だけではなく、魔界にも届いていたらしい。噂を聞きつけ、一人の悪魔が人間界に現れた。悪魔の名をフォルネウスといった。

　フォルネウスは一族に肩入れする大悪魔、そして人間のくせに魔術を使う一族が気に入らなかった。大悪魔と一族、両方を一度に滅めつするために大国と手を組み、大悪魔に挑いどんできた。

　悪魔同士の争いに人間が介入する余地はなく、最終的に大悪魔とフォルネウスの一いつ騎き打うちになった。

　お互たがいの最後の一いち撃げきで、殺し合いは終しゆう焉えんを迎むかえた。

　その結果──大悪魔はフォルネウスに首を刎はねられた。

　しかし首を刎ねられてもなお、大悪魔は生きていた。人間の身体からだをしていても、魔ま力りよくで作られたものだ。魔力の核かく──人間でいうところの心臓は、大悪魔にとっては二つの眼球だった。それでも首と身体を切り離はなされているのだ。瀕ひん死しの重傷であることは間違いなかった。

　一方のフォルネウスは、彼の魔力の核であった心臓を貫つらぬかれていた。

「フォルネウスは俺が殺した」

　サブナクははっきりとそう言った。この時だけは、彼は「大悪魔が殺した」とは言わず、「俺が殺した」と言った。

　しかし、フォルネウスがすでに死んでいるのならば、疑問なのがプロケルの存在だった。

　プロケルは「フォルネウスに作られた」と言った。

「悪魔にとって年ねん齢れいなんてもんはさしたる意味を持たねえ。だが、プロケルが五千年前に既に存在していたとは思えねえ。俺も見たことがねえしな」

　そうなると、フォルネウスはこの五千年の間、生きていたということになる。

　そしてもう一つ。サブナクが気にしている人物がいた。

　フォルネウスと同じ姿を持った男、アインザッツ。しかし彼は、サブナクの目から見ても魔力を感じない、普ふ通つうの人間だった。何かしら因いん縁ねんがあるとサブナクは踏ふんでいるが、アインザッツはフォルネウスのことを全く知らず、プロケルもフォルネウスの消息がわからない。今は様子を見るしかなかった。




　サブナクとフォルネウスの因縁を知り、イトはサブナクがアインザッツを警けい戒かいしていた理由がようやくわかった。

　そこでふと、イトは語られていない箇か所しよがあることを思い出し、口を開いた。

「お前と一族はどうなったんだよ？」

　サブナクの目が、一度イトを見た。その視線に含ふくみを感じ、イトは首を傾かしげたが、今は黙ってサブナクの言葉を待った。

「一族は大国に捕とらえられ、まぁ間ま違ちがいなく処しよ刑けいされて滅んだだろうな。現に今、一族の痕こん跡せきは跡あと形かたもなく消えている。歴史書なんかにもそんな一族がいたなんて記述ねえだろ？」

　イトは頷うなずく。フロムヘヴンの資格を得るために、教会の成り立ちも勉強した。色々な歴史書を読んだが、確かにどんな本にもそんな記述はなかった。

「お前は一族がどうなったのか、知らないのか？」

「ああ。大国側は、まず俺を殺そうとした。が、一族の奴やつらはそれを阻そ止しし、俺を生かすために俺の首と身体に封ふう印いんを施ほどこした」

　その時サブナクの顔が不意にイトを見た。突とつ然ぜん張はり詰つめた空気の中で、イトは呼吸すら忘れてサブナクの紅あかい瞳ひとみを見つめ続けた。

　サブナクの低い声が空気を震ふるわせ、彼の言葉がイトの脳に届く。

「……一族の血を引く者にしか解けねえ封印をな」

　今までサブナクの話を聞いているだけだったイトの身に、重大な事実が突つきつけられていた。

　サブナクから目を逸らせず、イトは彼から告げられる言葉を受け続けるしかなかった。

「そいつらは、瞳の色から【瑠る璃りの一族】と呼ばれていた。瑠璃ってのは、青い石の名だ。瑠璃の一族は、全員お前と同じ瞳の色をしていた。忘れたことはねえ」

「じゃあ、俺がお前の封印を解けたのは……」

　呆ぼう然ぜんと呟くイトに、サブナクは答えた。

「お前が瑠璃の一族の末まつ裔えいだったからだ」

　サブナクがようやく口元を緩ゆるめて笑った。

「その、一族って、滅んだんじゃ……」

「俺もそう思ってた。封印された時は、あーこれは死んだも同然だな、ってな、半分諦あきらめてた。だが、瑠璃の一族は俺を封印する際、馬ば鹿かみたいに真ま面じ目めな顔して言いやがった」

　──この血は決して絶やしません。あなたに再び、瑠璃の誇ほこりをご覧に入れましょう。

　サブナクが当時の瑠璃の一族の言葉をなぞると、イトは思わず声を上げていた。

「その言葉……！」

「知ってんのか？」

「ちょっと違うけど、母親が死ぬ間ま際ぎわに言ってたことと似てる」

　──瑠璃の誇りを、もう一度、あの方の目に。

　十年前の母の言葉をなぞったイトの声に、サブナクも驚おどろいたらしい。しばらく無言でいたが、不意に呆あきれた苦く笑しようを浮うかべて頭を搔かいた。

「……マジかよ。律りち儀ぎだな奴ら。つーか、ここまで来るともう執しゆう念ねんだな。まさか本当に封印を解く奴がいるとは思わなかったぜ」

　サブナクはイトを真っ直すぐに見て、笑った。

「お前のおかげで、俺はもう一度、日の目を見ることが出来た」

　サブナクの手が、イトの髪をくしゃくしゃと撫でる。その下で、イトは声を絞しぼり出した。

「何で、今まで言わなかったんだよ！」

　サブナクの手を払い、彼を見上げた。

「お前は最初から、人類を滅ほろぼす気なんてなかったんじゃないか！　お前は人類を滅ぼそうとした大だい悪あく魔まにされていたんじゃないか！」

「別に噓うそはねえぞ。人類を滅ぼしかけちまったのも、大おお袈げ裟さだが、大国側にしてみりゃそれだけの損害だったんだろ。否定はしねえよ」

「けど、瑠璃の一族は、お前が守ったんじゃ……」

「俺は焚たき付けて面おも白しれぇところで勝手に参戦しただけだ。何をそんなに俺を英えい雄ゆうにしたがってんだお前は？　いや、存分にしていいが」

「そうじゃない！」

　イトの言動が心底理解出来ないようで、サブナクは腕うでを組んで険しい顔でイトを見つめた。

「んじゃ、何が気に入らねえのよお前は？　……ああ、契けい約やくか？」

「違ちがう。俺は……っ」

　今いま更さら、契約を破は棄きしたいなんて思わない。イトの生きる意味は、サブナクの身体を見つけ、そして魔ま物ものを消し去ること。そのための代だい償しようは当然のことだ。

　イトは拳こぶしを握にぎる。そうしないと、身体から力が抜ぬけて、無様に崩くずれてしまいそうだった。

「俺は、ムカついてるんだ。……何にも知ろうとしなかった、子どもだった自分に」

　サブナクが語らなかったとは言え、彼の本当の姿を知らなかった、知ろうとしなかった自分が腹立たしくて、恥はずかしくて、そして悔くやしかった。

　サブナクはしばらく何も言わずにいた。

「何で、今まで言わなかったんだよ……っ！」

　イトがもう一度繰くり返すと、サブナクは笑った。

「言ったところで、何かが変わるかよ？　お前は人類を滅ぼしかけた大悪魔様と知った上で俺と契約した。大悪魔様の過去なんざ、今となっちゃどうでもいいだろ。──それとも、もう怖こわくて怖くて契約なんて破棄したいですーってか？　そーだなぁ、跪ひざまずいて泣き顔で可愛かわいく懇こん願がんすりゃ、考えてやっても……」

　勝手なことを言い出したサブナクに、イトは思わず顔を上げて怒鳴っていた。

「誰だれがするか！　というか、どうせ契約破棄なんて出来ないくせに言うな！」

「お前はそうじゃねえとな」

　サブナクがそう言ってから、イトはまた彼に乗せられたのだと気づき、顔が熱くなった。紅潮した顔を見られたくなくてまた俯うつむく。俯いたイトの髪に、体温のない手の感かん触しよくがした。

「ま、今の話を信じるかどうかはお前に任せるけど？」

　イトは俯いたまま勢いよく頭に乗のった手を払はらったが、顔を上げずとも、彼の表情はわかる。そのぐらいはわかる程度には、彼を知っていた。

　サブナクが突とつ然ぜん両りよう膝ひざを叩たたいた。大きな音が響ひびき、驚いた拍ひよう子しにイトは顔を上げてしまった。

「つーことで。これにて俺の尊敬する伝説の大悪魔様のお話は終わりだ。ほれ寝ねろ」

「眠ねむれるかぁ！」

　イトは枕まくらを渾こん身しんの力でサブナクの顔面に投げつけた。

　サブナク自身の話と、フォルネウスとアインザッツの関係性、果ては自分の血に秘ひめられた力。考えることを一いつ遍ぺんに突きつけられて安あん眠みん出来るほど、イトは図太い精神の持ち主ではなかった。

　考え事を突きつけた本人は、やれやれといった様子で落ちた枕を受け止め、ため息をつく。

「あんだよ、まーだ眠れねえってか。ンッとに手のかかるガキだなぁ。添そい寝すっか？」

「いるか！　だいたい、お前が原因だろ！　……もういいよ、しばらく起きてる」

　イトはベッドから出ようとした。が、その腕をサブナクに摑つかまれる。再びベッドに座らされ、正面から両りよう肩かたをがしりと摑まれた。至近距きよ離りに、サブナクの笑え顔がお。

「待っ──」

　既き視し感かんと危機感が同時にイトの胸に湧わいたが、それを避さけるには遅おそかった。

「おるぁ！」

　威い勢せいの良い声がしたかと思うと、イトの額に本日二度目の頭ず突つきが襲おそってきた。肩からサブナクの手が離され、イトの上半身はベッドに沈しずみこむ。

「おやすみー、イッちゃん」

「く、っそ……！」

　意地の悪い挨あい拶さつに怒いかりが湧いたが、衝しよう撃げきで頭が揺ゆれ、今度こそ意識が遠ざかっていく。

　視界が暗くなった時、不意にサブナクの低い声が聞こえた。

「お前はもしかしたら、俺に救われたと思ってるのかもしれねえが、それは違う」

　イトはうっすら目を開けたが、サブナクはこちらを向いていなかった。明かりを落とした部屋の中で、彼の背中がぼうっと浮かんでいる。

「救われたのは、お前じゃねえ」

　その言葉の後にサブナクが何か言った気がした。しかし髪を撫なでられる感覚と共に、サブナクの低い声は眠りの中に溶とけていった。
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　地下室の扉とびらを、少女は開く。天てん井じようにある小さな窓から地上からの光が差し込んでいる。

　夕ゆう陽ひの色に染まった空間に、ぽつんと置かれているものがあった。

　大きな鉄製の箱。大人一人分よりも、さらに一回りほど大きなそれは、棺ひつぎのようだった。

　棺に両手を置き、少女は呟つぶやく。

『……来たか、首よ』

　金色の瞳ひとみは棺を映していたが、見ているものは棺ではなかった。

　少女の瞼まぶたが閉とざされ、唇くちびるが小さく動く。

　──たすけて。

　声帯を震ふるわせることのなかった言葉は、ただの吐と息いきとなって空気に溶けた。







　　第四章　理由




　翌朝、カクトス領主の屋や敷しきの玄げん関かんホールに、イトとサブナクは並んで立っていた。

「「痛ってえ……」」

　呟く声が重なり、イトとサブナクは無言で「お前のせいだ」と睨にらみ合う。イトは額を、サブナクは後頭部をさすっていた。イトは昨夜サブナクに受けた頭突き二発の名な残ごり、サブナクは朝なかなか起きなかったため、痺しびれを切らしたイトに後頭部を踏ふまれて起き床しようしたせいだった。

「あまり眠れませんでしたか？」

　アインザッツが心配そうに尋たずねてきた。その隣となりではプロケルが不思議そうにイトとサブナクを見つめている。イトは慌あわてて首を振ふった。

「い、いえ！　おかげさまで、よく眠れました」

　アインザッツにはそう言ったが、イトは昨夜はサブナクから頭突きを食くらって失神の後、いつの間にか眠っていた。彼に淹いれてもらったハーブティーが全く関係ない荒あらっぽい眠り方をしたため、少々後ろめたかった。

「おはようございまーす！　爽さわやかな朝に爽やかなレントくん参上～。……あれ？　イト、おでこ赤くなってるよ。どしたの？」

　朝から快活な笑顔で現れたレントに心配され、イトは何でもないと答えて額を撫でた。

　前まえ髪がみを整えて赤くなった額を誤ご魔ま化かしていると、イトの顔の両側から細い腕が現れた。イトが目を丸くすると、腕はイトの首に抱だきついた。

「ブオンジョルノー、イッちゃん。何ならお姉さんがまたちゅーして治してあげよっか～？」

　イトは抱きつかれたまま、肩のすぐ上にあるパルティータの顔を、横目で睨む。

「何の罰ばつゲームだよそれ。それより早く金返せ」

「うっわ可愛くなっ！　真っ赤になるぐらいはしろっつーのよ、つまんないわね」

　ふいとイトが顔を背そむけると、パルティータも離はなれた。逸そらした視線の先では、プロケルがアインザッツの服の端はしを摑みながら目をこすっていた。

「あいつ、昨日からずっと眠そうだな……？」

「あんま魔ま力りよくがねえからな。基本人間と同じで、食って寝てりゃ多少は魔力は回復する。出来るだけ魔力を回復させようとしてんだろ。……お前の血はやるなよ」

　サブナクが声を潜ひそめ、イトにそう言った。

　プロケルは小さく欠伸あくびをして、アインザッツを見上げた。

「ねえ、フォルネウス。どこかに行くの？」

「フォルネウスじゃないだろ……」

　イトが訂てい正せいしたが、プロケルは気にせずアインザッツに話しかける。

「僕も一いつ緒しよに行っていい？　僕、役に立つよ？」

「半分夢ン中で動くのもやっとの奴やつが、何言ってんだ。役に立つどころか邪じや魔まだ邪魔」

　サブナクの言葉に、プロケルはむっとした顔をしたが、否定もしなかった。むすりとしたまま、子どものようにアインザッツの服の端を摑んでいる。

「今から向かうところは危険な場所ですから、どうかここで待っていて下さい」

　曇くもっていくプロケルの表情に、アインザッツが優やさしく頭を撫でながら声をかけた。

「必ず帰ってくると、約束します。そしたら私と一緒に、フォルネウスさんを探しましょう」

「本当……？」

　アインザッツが優しく微笑ほほえんで頷うなずくと、プロケルは寂さびしそうな顔をしながらも頷いた。

「じゃ、そろそろ行くわよ」

「うぐっ！　い、行きます！　お供しますから姐ねえさん！　首！　首絞しまってるって……！」

　レントはパルティータに襟えり首くびを摑まれ、強制的に外に引きずられていった。イトとサブナクも少し遅おくれてパルティータとレントの後を追う。その際、イトは何気なくアインザッツとプロケルを振り返った。そして目を瞠みはる。

　プロケルの腕うでが、透すけていた。

　イトは考えるより早く、踵きびすを返してプロケルの手を摑んでいた。びっくりした様子でプロケルがイトを見つめてくる。

「お前……っ」

「イトくん？　どうしました？」

　アインザッツの声に我に返り、イトはプロケルの腕を放した。

　イトはアインザッツを見上げ、硬かたい声で言った。

「……アインザッツ司教。少しだけ、プロケルと話をさせて下さい」

　アインザッツの後ろに隠かくれたプロケルが、首を傾かしげてイトを見つめてくる。

「とても大事なことなんです。お願いします」




　玄関ホール近くの部屋に、イトはプロケルとともに入った。サブナクも連れてこようとしたが、プロケルがサブナクを嫌いやがったので彼には後から知らせることにした。

　イトは立ち竦すくんでいるプロケルの前に立った。

「さっき、お前の腕が透けてた」

　イトが言うと、プロケルは慌てて自分の腕を見つめた。そこに自分の腕があることを確かく認にんすると、安あん堵どした表情で壁かべに背を預け、そのままずるずると座り込む。

「お、おい……？」

「……僕がどうして、フォルネウスを探しに来たか、わかる？」

　プロケルはぼーっとした目で虚こ空くうを見上げた。

「僕、もうすぐ消えるみたいなんだよね」

　プロケルは自覚があったらしい。しかしプロケルは思いの外、はっきりした声で言った。

「フォルネウスからもらった身体からだを保つには、僕の魔力だけじゃ足りないみたい。人間界で身体を作るのにも魔力使っちゃったし、もうあんまり時間はないんだと思う」

「フォルネウスならなんとか出来るのか？」

「？　どうして？」

　イトの問いに、プロケルはきょとんとして首を傾げた。

「どうして、って……助けてもらうために、フォルネウスを探してるんだろ？」

「……君は、優しいんだね」

　そう言ってプロケルは微笑んだ。陽ひの光さえも通してしまいそうに、儚はかなげに笑う。

「僕は消えてもいいんだ。だって本当なら、僕はとっくに消えてたんだから」

　プロケルは平然と言った。消えることを恐おそれていないプロケルの様子に、イトは目を瞠る。

「じゃあ……何で人間界まで来たんだよ？」

　プロケルは話すのを少し躊躇ためらっていたが、「ま、いっか」と諦あきらめたように呟き、自分の手を見つめて口を開いた。

「僕は最初、ただの魔力の欠片かけらだった。そこにフォルネウスが形をくれて、役目をくれた」

「役目……？」

「フォルネウスのために、魔力を集める役目。消える前に、集めた魔力をフォルネウスに渡わたさなきゃいけないんだけど、正直、僕もどうしたらいいかわかんない」

　この悪あく魔まはそのためだけに、残り少ない魔力で別の世界まで来たらしい。

「その魔力を自分のものにしたら、お前は消えなくていいんじゃないのか？」

　イトはそう言ったが、その言葉がわからないとでもいうように、プロケルは眉まゆを寄せた。

「集めた魔力はフォルネウスのものだよ？　誰だれにも渡せないことになってるし、渡さない。……絶対に」

　プロケルは意志の強い声でそう言うと、長い睫まつげを揺ゆらした。瞼が落ちるように閉じる。

「眠ねむい……。寝ねるから、もう、行って」

　眠りに落ちるその顔が透け、寄りかかった壁が見えていた。消えるのは時間の問題だというのは本当らしい。たとえ任務を早く終わらせ、今日中に帰ってきたとしても、そこにプロケルがいるかどうかは怪あやしかった。イトの脳のう裏りに、昨夜のアインザッツの幸せそうな笑えみが蘇よみがえる。

　彼はプロケルに救われたと言っていた。

「プロケル。起きろ」

　刀を抜ぬき、刃やいばに左の人差し指を押しつける。紅あかい玉が生まれ、膨ふくらんで刃を伝っていく。

（何やってんだ、俺……）

　イトが血の滴したたる指先を近づけると、プロケルはぱちりと目を開けた。眼前にあるイトの紅い指先を見つめた後、子どものように無む邪じや気きな目でイトを見上げてきた。

「何、これ？　……くれるの？」

「言っとくけど、これ以上はやれないからな」

　イトが言うと、プロケルは差し出された指を舌先で舐なめた。犬いぬ猫ねこに舐められているような感覚で、ちょっとくすぐったい。プロケルの顔の輪りん郭かくがはっきりした。顔色も良くなっている。

「ん。ちょっと、元気になったかも。……ありがと」

「……俺もフォルネウスのことは気になってる。だからお前にはまだ、消えてもらったら困るんだよ」

「……君は、照れ屋なの？　不器用なの？　……両方？」

「バカ言うな。どっちも違ちがう」

「両方だ」

　睨にらむイトを見て、プロケルはおかしそうにくすくす笑った。真っ直すぐに向けられる笑みに居い心ごこ地ちが悪くなり、イトは背を向けて扉とびらへ向かおうとした。

「あ。待って。イト」

　神父服の裾をプロケルが摑つかんでいた。初めて名前を呼ばれたこともあり、イトは半分驚おどろきで足を止めていた。

　イトが見下ろすと、プロケルの顔から笑みは消え、怯おびえたような、震ふるえる声で言った。

「お願い。あの人には、僕が消えるってこと、言わないで……」

「……わかってるよ」

「約束、してくれる……？」

　プロケルは子どものように両手でイトの神父服をぎゅっと摑む。懇こん願がんするようにイトを見上げるプロケルは、消えるというよりも、ボロボロと崩くずれ落ちそうな脆もろさと弱さを感じさせた。

「約束する」

　イトが頷くと、プロケルは安堵した表情で目を閉じ、再び眠りについた。




　部屋を出ると、扉のすぐ傍そばにサブナクがいた。妙みように不ふ機き嫌げんそうな顔をしている。

「聞いてたか？」

「だいたいな。それよりイト、お前、何勝手なことしてやがる」

「は？　何の話──いっ！」

　サブナクが突然イトの左手を摑み、先ほど切った人差し指に歯を立てていた。滲にじみ出た血をサブナクが不機嫌そうに舐めた。プロケルとは違い、手の甲こうに鳥とり肌はだが立った。

「……ってえな！　何するんだよ！」

　振ふり解ほどいた手から傷は消えていたが、驚きと嚙かまれた痛みのせいで、イトの目には不覚にも涙なみだが滲んでいた。サブナクを睨むと、彼も鋭するどい眼光でイトを睨んでいた。

「やるなっつっただろ。お前は俺のもんだ。俺以外の奴やつに血をやるんじゃねえよ」

「俺は俺のものだ！　気色悪いこと言うな！」

　歩き出すサブナクの背中に鋭い怒ど声せいを飛ばし、イトもその後を追った。
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　イーテア村はカクトスの街から北の山奥にある小さな村だった。小高い山を一つ越こえる道しかないため、馬車に乗り、五人はベルカント家の屋や敷しきがあるイーテア村へ向かった。

　イーテア村の家屋はそのどれもが古く、汚よごれて崩れかけているものばかりだった。畑らしきものもあったが、荒あれ果て、使われていないようだ。昼間だというのに人も見かけない。誰にも知られず風化していきそうな、そんな寂さびしい印象を受けた。

　ようやく人を見つけ、馬を繫つなげるところを聞き出せたのは村に着いて一時間後だった。その間に会った人の数はたったの三人。三人とも顔まで隠れるローブを被かぶり、何かに怯えていた。情報を聞き出そうにも、二言、三言話すと、逃にげるように家の中に入っていく。魔ま物ものの襲しゆう撃げきが相次いでいるせいだろうか。

　イトは村の外れにある小高い丘おかに視線を向けた。

「あれか……」

　ベルカントの屋敷は、村全体が見み渡わたせる丘の上に建っていた。
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　重そうな鈍にび色いろの門の前で、一同は立ち止まり、屋敷を仰あおいだ。屋敷は背の高い塀へいに囲まれていたが、それでも黒い屋根のほとんどが見えていた。

　その時、突とつ然ぜん大きな軋きしみを上げて、門が開いた。ぎい、という耳みみ障ざわりな音は、魔物の鳴き声に似た不快さがあった。

「入れ、ってことか……」

　ここでじっとしているわけにもいかず、五人は庭に足を踏ふみ入れた。石いし畳だたみが敷しかれた一本道を歩く。周りの庭には、いつのものかわからない、枯かれ果てた庭園が広がっていた。

　ベルカント家の屋敷の外がい壁へきは村の家屋と同じ、白い石造りのようだが、長い年月を経て灰色に変色していた。貴族の屋敷らしく、至る所に細かい彫ちよう刻こくが施ほどこされている。しかし塀と同じくここにも蔦つたが生おい茂しげり、葉脈のように張りついていた。正面から見ただけでも二十はある窓にはすべてカーテンが引かれ、訪問者を頑かたくなに拒こばんでいるようだった。

　玄げん関かんの大きな扉は、またも勝手に開いた。明かりのない玄関ホールには正面に階段があり、二階の部屋への道を示していた。

　屋敷の中から漂ただよう冷たい空気を感じてか、レントがイトの肩かたを持った。

「い……いやいやいや！　絶対コレなんか出ますって！　ユの付くアレが出ますって！」

「耳元で騒さわぐなっ」

「うるさいわよヘタレント。まぁ、確かに罠わなかもしれないわね。てことで先に入んなバカ悪魔」

「俺を囮おとりにすんじゃね──うおっ！　蹴けるなクソガキ！」

「詰つまってるんだからさっさと入れ」

　イトが背中を蹴り飛ばし、サブナクが屋敷内に入った。何もないことを確かく認にんして、パルティータ、レントが後に続く。イトも三人に続いて屋敷の中へ足を踏み入れた。最さい後こう尾びはアインザッツだった。

　屋敷の床ゆかを踏み、イトが一歩進んだその直後、背後で轟ごう音おんが鳴り響ひびいた。イトが振り返ると、そこにアインザッツの姿はなく、扉が冷たく閉とざされていた。

「な、んだ……？」

　突然のことに驚き、イトは呆ぼう然ぜんとして背後の扉を見つめた。

「アインザッツ！　無事でしょうね!?」

　パルティータの張り上げた声の後、イトは慌あわてて扉に耳を付けた。扉の向こうからアインザッツの声が聞こえてきた。

『はい。何ともありませんよ。少しびっくりしましたが……』

「もっと動じなさいよこの天然！　魔物の気配もしてるってのに……！」

　イトとパルティータは扉を開けようとしたが、びくともしない。

「外せたのは一人だけか……まぁいい」

　玄関ホールに若い男の声が響き渡わたった。突然の声にレントが飛び上がる。

　暗かったホールに突然光が灯ともされた。いつの間にそこに居たのか、階段の中ほどに一人の男が立っていた。がっしりとした体つきの、まだ二十歳はたちほどの青年だった。精せい悍かんな顔立ちの男で、肌はだは褐かつ色しよく、そして短い髪かみと瞳ひとみは金色をしていた。

（あれ……どこかで……）

　男の容姿を、イトは知っている気がした。頭の中で答えを見つける前に、男の声が聞こえてきた。

「俺はベルカント家当主の側近、コーダだ。主あるじが待っている。ついてこい」

「ちょっと待ってよ！　もう一人連れがいて……」

「主に連れてこいと命じられているのは、青い目の少年と、紅あかい髪の男。その二人だけだ。だから扉を閉めた」

「俺と、サブナクだけ……？」

　イトが視線をサブナクに向ける。

　コーダは背を向け、階段を上ろうとしたが、かつ、と床を叩たたくヒールの音に阻はばまれる。肩かた越ごしに、コーダはパルティータを見下ろした。

「なーんで私が招待されてないのよ？　せっかくここまで来てあげたってのに」

「……ついてこい」

　パルティータの問いかけを無視し、コーダは四人に背を向けて歩き出した。




　コーダに案内された部屋は、大きな広間だった。中央に置かれた十人ほどが座れる楕だ円えんのテーブルに、瘦そう身しんの女性が座っていた。彼女の後ろには、また一つ扉とびらがあった。

　女性はコーダと同じく、褐色の肌に金の髪と瞳を持っていた。整った顔立ちに、目め尻じりの下がった目を細めて微笑ほほえんでいる。まだ少女と言っても良い、若い女性だった。黒いレースのワンピースを着て、その手には真っ赤な扇せん子すを持っている。

　黒い服に映はえる真っ赤な扇子には、見覚えがあった。

「あの人……」

「知ってんのか？」

　思わず呟つぶやいた言葉に、サブナクが反応する。

「葬そう儀ぎの日に、魔物の襲撃を受けただろ？　あの時、逃げずにこっちを見てた人……だと思う」

「そう。あなた方が魔物を倒たおす姿が素す晴ばらしくて、つい見とれてた」

　そう言って立ち上がり、女性はイトを見つめた。どうやら聞こえていたらしい。

　女性は黒いスカートの端はしを摘つまみ上げて、礼をした。真っ直すぐな金きん髪ぱつがさらりと落ちる。その仕草は一いつ般ぱん庶しよ民みんにはない優ゆう雅がさと気品に溢あふれていた。整った顔に浮うかべる笑えみは完かん璧ぺきで、どこか人形めいている。

「ようこそ、我がベルカント家へ。私は当主のセレナ・ベルカント。以後、お見知りおきを」

　静かな美しい声だが、抑よく揚ようの乏とぼしい話し方は少し機械じみていた。

　イトがセレナを見み据すえていると、彼女の視線がイトから逸それ、パルティータとレントに向いた。イトは右手を刀に遣やったが、セレナは何もせず、口元に扇子を当てて、背後に控ひかえるコーダを振り返った。その時の彼女の目に鋭い光が走ったのを、イトは見み逃のがさなかった。

「コーダ。何な故ぜ招いていない二人がいる？　私はあなたに、青い目の少年と紅い髪の男を連れてきてって、お願いしたはず」

　セレナの声こわ音ねにふざけた様子はない。扇子で口元は隠かくれているが、その目には刃は物もののような鋭さがあった。緊きん迫ぱくした空気が漂う。

　そんな緊きん張ちようを感じているのかいないのか、コーダは眉まゆ一つ動かさずに答えた。

「供く物もつにすればいいだろうと思ってな」

　コーダの言葉を聞いて、セレナは純じゆん朴ぼくそうに目を瞬まばたかせ、ぱちんと扇子を閉じた。

「そう……そうね。ならば問題ない。さすがコーダ」

　セレナは静かに微笑むと、子どものように無む邪じや気きに、傍そばに控える彼に抱だきついた。

「えーっと、供物って、神に捧ささげるってことだよね……？」

　レントが冷や汗あせの浮かんだ顔に、ひきつった笑みを浮かべて訊きいた。セレナはコーダの胸に寄りかかりながら、レントとパルティータに微笑みかけた。

「あなた達二人には、棺ひつぎの供物──生け贄にえになってもらう」

「やっぱそういう意味しかないよねー！　って、棺の生け贄……っ？」

　希望を打ち砕くだかれたレントは、セレナの言葉を聞いて肝きもを冷やしたのだろう、さらに顔を蒼あおくした。無言になったレントに代わり、イトがセレナに訊いた。

「生け贄として人間を攫さらっているっていう噂うわさは、本当なんだな」

「本当。魔ま物ものを使って、生け贄の人間を攫ってる」

　セレナはあまりにもあっさりと白状した。イトが少し面めん食くらっていると、ヒールが床を叩く音と共に、パルティータが前に出た。

「それはあんた達が仕組んだってことでいいのかしら？」

　パルティータの言葉を聞き、黙だまっていたレントも思わずといった様子で声を上げた。

「仕組んだって姐ねえさん、そんなことしたら、教会に目付けられちゃうじゃないですか」

「そう、目を付けて欲しかった。ここへ来てもらうために。……そこの、お二人に」

　セレナはイトとサブナクに微笑みかけてきた。その言葉を聞いて、レントが首を傾かしげた。

「でも、イトが来るとは限んないよ？　うちの教会には他ほかにも強い人はいるし……」

「教会はただの伝でん書しよ鳩ばと。来てくれるなら生け贄にもなってもらえる。お二人はたとえ教会関係者でなくても、ここへ来ていたはず。違ちがう？」

「……小こ娘むすめ、お前、何を知ってやがる」

　気怠げな微笑みに、サブナクが苛いら立だった声を上げた。

　セレナは部屋の奥にある扉の前に来て、肩越しに一同を振ふり返った。

「我がベルカント家は、先祖代々、ずっと守ってきてる棺がある」

　扉を愛いとおしそうに撫なでながら、セレナは言った。きっとあの扉の向こうに、その棺があるのだろう。扉に寄りかかり、無邪気に笑いながらセレナは話し始めた。

「でもその棺は食くいしん坊ぼうで、最低でも一年に一人、人間を食べたいって言う。だから我が一族は、棺と取引した。生け贄を捧げる役目を引き受ける代わりに、魔物を操あやつる力をもらった。もちろん生け贄を怠おこたれば私達が食べられる」

　それはまるで、イトとサブナクが交かわした契けい約やくだ。

「魔物を操るなんて、どうやって……」

「棺からわずかにもらった魔ま力りよくを、魔物にあげるの。そして行動を司つかさどる核かくを支配する。例えるなら……糸の見えない操り人形」

　そう答えるセレナに、罪悪感はなさそうだった。自分の玩具おもちやを自じ慢まんする子どものような無邪気ささえ感じられる。

「その、棺って……」

　イトの呟きに、セレナは微笑んだ。その言葉を待っていた、と言わんばかりに。

「棺には、大だい悪あく魔まサブナクを封ふう印いんしている」

　金の両目が、サブナクの横顔を見つめていた。

「大悪魔……って、人類を滅ほろぼそうとしたっていう？」

　セレナとサブナクを交こう互ごに見ながら、レントが戸と惑まどった声を上げた。レントは墓場で、サブナクの首だけの姿を目もく撃げきしている。

「そう。それがそこにいる彼」

　セレナは頷うなずき、赤い扇子でサブナクを指した。レントはさらに困こん惑わくした様子で声を上げた。

「いや、おかしいでしょ。仮にその大悪魔がサブナクさんでも、その棺の中にいるってことでしょ？　サブナクさんはここにいるじゃん」

「棺の中にあるのは、身体からだだけ。首は別にある。……そうでしょう？」

　セレナは無む垢くな笑みを浮かべ、サブナクに言った。

「サブナク様。私はあなたをここへお迎むかえしたい。だけどその前に、あなたは取り戻もどさなきゃいけないものがある。──コーダ」

　その名が赤い扇子の向こうから発せられると、セレナの側そばに控えていたコーダの姿が消えた。

「サブナク！」

　イトが叫さけんだその時には、サブナクの背後にその影かげは迫せまっていた。

　サブナクの身体がわずかに揺ゆれ、鈍にび色いろの太い刀身が彼の背中から胸むな元もとへと貫つらぬかれていた。

「この……っ！」

　サブナクの背後を取ったコーダをイトの刀が追う。コーダはサブナクの身体に刺ささった剣けんを引き抜ぬきながら跳ちよう躍やくした。イト達の頭上を飛び、セレナの傍かたわらに戻る。

　レントが青い顔をして、立ったまま血を流すサブナクに駆かけ寄った。

「サブナクさん！　大だい丈じよう夫ぶですか!?　姐さん早く法術で……！」

「よし来た！」

「「来んな！」」

　レントは「治ち癒ゆを」と言おうとしたのだろう。しかししっかり頷いたパルティータは、レントの言葉を別の意味で受け取っていた。握にぎった拳こぶしに高密度の法ほう力りきを宿し、サブナクを消しに来ようとしたパルティータにサブナクとイトが同時に声を上げた。

　パルティータは舌打ちしながら拳の法術を消した。

「楽にしてあげようと思ったのに」

「そ、そうですよサブナクさん！　早く姐さんの法術を！」

「やかましい！　お前らちょっと黙ってろ！」

　言っていることは同じなのに、込められた意味がまったく正反対であるレントとパルティータに、サブナクが怒ど号ごうを発する。心配したのに殺気混じりに怒ど鳴なられたレントは何故怒おこられたのかわからず、少しばかり落ち込んだ様子だった。

　サブナクは小刻みに震ふるえている腕うでを上げ、睨にらみつける。おそらくそれ以上は動かないのだろう。苛いらついた様子のサブナクをイトは見上げる。

「再生は無理か」

「ああ。ったく、こないだ手に入れたばっかだってのによ」

　吐はき捨てるように言うと、突とつ然ぜんサブナクの手が、だらりとぶら下がる。そのまま身体が前のめりに倒たおれた。床ゆかに倒れた身体は、黒い砂になって崩くずれた。

　──その光景を、首から上だけを宙に残したサブナクが見つめていた。

「く、首だけが……！　やっぱあれ……夢じゃなかったんだ……!?」

　震える唇くちびるでレントが声を上げた。

　サブナクが舌打ちすると同時に、彼の首元に紅あかい光が輝かがやいた。紅い光は首から徐じよ々じよに下がり、先ほどの服を着た身体を形作った。爪つま先さきまでが現れると、サブナクは軽く腕を回した。

「何よ。自分で身体作れるんじゃない。何で死体を使うわけ？」

　パルティータの問いを、サブナクは黙もく殺さつした。その反応に腹を立てたパルティータの目が、イトに矛ほこ先さきを向けてきた。彼女の眼光に、イトは諦あきらめのため息をついて答えた。

「身体を作るのには相当な魔力を使うらしい。それに、少しの間しか保もたないんだ。だからあれは、一応触さわれるけど、ほとんど幻まぼろしみたいなもんなんだよ」

　首だけの姿でいた方が魔力を消費せずにいられるのだが、プライドの高いサブナクは屈くつ辱じよく的な首だけの姿でいるより、魔力は消費するが身体を維い持じする方を優先していた。

「ふーん。何にせよダサいわねえ大悪魔サマ？」

「よし。まずはお前からぶっ殺す」

　鼻で笑ったパルティータに、サブナクは殺気を放ちながら近寄った。

「今はこっちでやりあってる場合じゃないだろバカ！」

　イトがサブナクとパルティータの間に割って入ると、サブナクも舌打ち混じりに足を止めた。その紅い目が今度はセレナを睨みつける。

「この落とし前はきっちりつけてくれるんだろうな？」

　殺気混じりのサブナクの眼光を真っ向から受けてもなお、セレナは微笑ほほえんだまま頷いた。

「あなたとその少年がこちらに来てくれれば、すべて解決する」

「どういう意味だ」

　セレナの金の瞳ひとみがイトを真っ直すぐに見た。その視線を受けた瞬しゆん間かん、イトは既き視し感かんに襲おそわれた。

　──どこかでこの瞳を、見たことがある。葬そう儀ぎの時ではない。もっとずっと、昔に。

「棺ひつぎの封印、あなたなら解けるでしょう？」

「何で、それを……」

　イト自身も昨日知った事実を、セレナは当たり前のように言った。しかしイトの問いには答えず、自分の要求だけを口にする。

「私は大悪魔サブナクの力を手に入れたい。だからあなたに封印を解いて欲しい」

「断る」

「あなたもどうせ、サブナクの封印を解くつもりでしょう？」

「俺は良いように使われるのはご免めんだ。棺は俺がもらう」

　イトの腰こし元もとから、すらりと涼すずやかな音が響ひびく。白銀の刃やいばをセレナに向け、イトは言った。

「……力ちから尽ずくでもな」

　セレナはしばらくイトの強い眼光を受け止めていたが、失望した表情で目を閉じてため息をつき、椅い子すに戻って座り込んだ。

「せっかく穏おん便びんに済ませようと思ってたのに」

「おいコラ、どこが穏便だと？」

　借り物の身体を使い物にならなくされたサブナクが抗こう議ぎしたが、セレナは聞いていないようだ。いかにも残念そうな顔を扇せん子すの下に隠かくしたが、その間ま際ぎわ、口元が笑えんでいた。

「サブナクの首は、父も探していた。我が一族の悲願だと言って」

　セレナがわざとらしく声量を上げた。刀を構えていたイトの背筋に、ぞくりと何かが這はう。

「父……？」

「そう。父は大悪魔サブナクの首を探すために、十二年前にここを離はなれた。離れていてもなんとなく生きてるってわかってた。けど、ここを出て二年後、その感覚もなくなった。父様が死んだってわかった。感傷はないけど、もしかしてあなたにお世話になったんじゃない？」

　イトは記き憶おくを辿たどる。闇やみの中で自分を見つめる男の瞳──。先ほどの既視感は、十年前のイトに向けられた瞳が、セレナの瞳と重なっていたのだ。

　刀を握る手が震えた。

「俺の両親を殺したのは……お前の父親か」

「ああ、やっぱり。ということは、父様は首には辿りついてたんだ。持って帰ってこなきゃ、意味ないのに。……でも、首の封印を解かせたなら、上出来か」

　セレナの大きな独り言に、レントがわずかに眉まゆをひそめた。

「そんな、自分の父親を、道具みたいに……」

　レントの言葉に、セレナはおかしそうに笑った。

「うん、道具。この一族は、首を手に入れるための道具」

「道具、ね……」

　口を閉とざしていたパルティータが、不意にぽつりとその単語を繰くり返したのをイトは聞いた。彼女の視線はセレナに向かっていたが、どこか違ちがうところを見ているような気がした。

「父が死ぬ感覚がする直前、棺が紅く光った。首が目覚めたんだって、私にもわかった」

　セレナはテーブルに肘ひじを突ついて、悲しげに目を伏ふせたが、小さな声は乾かわいていた。そして堪こらえきれなくなったように、くすりと笑い声を零こぼした。

「それから棺は、使用人を殺していった。生け贄にえがもっと必要になったから。だからイーテアやカクトス、この付近の街の人達に協力してもらった。それがカクトスに出る魔ま物ものが、人を攫さらっていくようになった背景」

　わざとらしい悲ひ哀あいの表情は完全に消え、セレナの表情にはまた気怠い微笑みが戻もどっていた。

「これで教会の知りたいことは全部？　……まぁ、帰らせは、しないけど」

　レントとパルティータを見ながらセレナはさらりと言った。レントは顔を引きつらせたが、パルティータは表情を消して、観察するようにセレナを凝ぎよう視ししていた。

　一いつ瞬しゆん静かになった広間に、低い声が響いた。

「ンなこたぁどうでもいい。答えろ、小こ娘むすめ」

　セレナの話を一いつ蹴しゆうし、サブナクは彼女を見み据すえた。

「何でお前は、俺の身体からだと首が別々に封ふう印いんされてるって知ってんだ？　お前の言うその棺は、お前ら一族には開けられねえはずだ」

　サブナクの言葉に、セレナは億おつ劫くうそうに彼の顔を見上げた。その表情から笑顔が消え、不ふ機き嫌げんそうに目を細める。今度は演技ではなさそうだった。

「十二年前、ある男がここを訪ねてきて、言った」

　──ここにあるのは、悪あく魔まの身体だけです。本体となる、首がない。

「それで父は首を探しに出た」

　セレナの口から出た言葉に、イトは思わず声を上げていた。

「ま、待て！　何でそんな、見ず知らずの男の話を信じたんだよ？」

　子どもでさえ、そんな突とつ拍ぴよう子しもないことを言われたらもっと疑ってかかるはずだ。セレナはサブナクからイトに顔を向けて首を振ふった。

「見ず知らずじゃなかった。と言っても、その存在はずっと隠されていたし、私も幼かったから、見たことはない。──その男は、この村始まって以来の異い形ぎようだった。だからこそ父は、何か感じるものがあったんだと思う」

「異形……？」

「このイーテアの人間は、ほとんどがベルカントの血を受け継ついでいる。少しでもその血が入っていれば、この褐かつ色しよくの肌はだと金の髪かみと瞳を受け継ぐはず。まして、男の両親の祖先は、ずっとこの村にいて、最もベルカントに近いものだった。にもかかわらず、その男は生まれながらにして、雪のように白い肌と、銀の髪と瞳を持っていた」

（この話って……昨日……）

「アインザッツ……」

　喉のどの奥まで出ていた名前は、美しい声に乗のって一足早くイトの耳に響いた。パルティータもアインザッツの生おい立ちを知っていたらしい。彼女もその表情から驚おどろきを隠せていなかった。

「心当たりが……？」

　セレナの怪け訝げんそうな表情に、イトが答えた。

「境きよう遇ぐうが似てる人が、近くにいるんだ」

　イトの言葉にサブナクが鋭するどい視線を宙に放つ。まるでそこにアインザッツがいるかのように。

「姿はまんまフォルネウス。だが、悪魔じゃねえ。何なんだ、あいつは……」

　しばし何もない空間を睨にらんでいたサブナクは、舌打ちしてセレナとコーダに向き直った。

「ま、奴やつがいねえなら追及は後回しだな。先に棺の中のもんを返してもらおうじゃねえか」

　サブナクはそう言って、コーダとセレナを顎あごで指した。

「イト！　あの生意気な奴らぶっ殺せ！」

「命令するな。お前こそ役に立たないんだから下がってろよ」

「ンッとに可愛かわいくねえなこのクソガキ……！」

　魔ま力りよくで身体を保っているサブナクに戦わせれば、彼の魔力が消費される。その分身体を維持する時間も短くなってしまう。サブナクは悪態をつきながらも後退した。

　イトは大たい剣けんを構えるコーダを一いち瞥べつし、刀を握にぎり直すと、切っ先をセレナに向けた。

「大人しく棺を渡わたす気はないよな？」

　その言葉に同調するように、イトの愛刀もまた、カチリと音を立てた。セレナはわざとらしく、困った顔を見せた。

「それはこっちのセリフ。そっちこそ、大人しく従いなさい」

「誰だれが従うか」

「……じゃあ、お互たがい力ちから尽ずくしかない。──コーダ」

　セレナが呼ぶ前に、既すでにコーダの姿が消えていた。頭上高く跳ちよう躍やくしたコーダが、大剣をイトに向かって振り下ろしてきた。イトは身体を翻ひるがえし、攻こう撃げきを紙かみ一ひと重えで避よけたが、コーダは振り下ろした大剣を、すぐさまイトに振り上げてきた。

（くそ……っ）

　大剣の重さを感じさせないような速さに、イトは反はん撃げきの機会を見失う。コーダの大剣を受け流していると、突とつ然ぜん、ぱん、と何かが破は裂れつするような音がした。

「……っ！」

　コーダの左ひだり腕うでに白い紐ひものようなものが当たり、彼の身体がわずかによろめいた。その隙すきを見て、イトは刀を横に薙ないだが、コーダは身を低くして避け、後方へと飛び退すさった。

「なーに手こずってんのよ。しっかりやんな」

　白く細長い武器を、パルティータは手元に収め、イトを叱しつ咤たした。彼女の手に幾いく重えにも巻かれて収まっている武器を見て、イトは顔を引きつらせた。サブナクもげんなりした声を零こぼす。

「おいおい……それはさすがにねえだろ……」

「シスターが……聖女が……」

　パルティータの手元にあるのは、純白の、長細い武器。殺傷能力は低いが、大半の人間はその武器に得体の知れぬ恐きよう怖ふを感じる。その武器の名を、イトとサブナクは同時に呟つぶやいた。

「「鞭むち、って……」」

「あら意外。興奮する方？」

「「するかぁ！」」

　またも異口同音にイトとサブナクは怒ど鳴なり声を上げた。

「もっと他ほかの武器はなかったのかよ！」

「私はコレじゃないとダメなのよ。人を簡単に殺せないような武器じゃないと、ね」

　確かに彼女の並外れた力では、どんな武器も殺傷能力が数倍に膨ふくれ上がってしまうことだろう。魔物相手ならば法術だけで相手が出来る彼女には、武器は必要がない。人間に対する時に殺さないための選せん択たくなのだろうが、だからってそれはないとイトは心底思う。

「それよりそいつ、ちゃんと引きつけておきなさいよ。私は他にやることがあるんだから」

　イトが何か言うより早く、パルティータの右みぎ腕うでがしなり、白い鞭は主あるじの意志を読み取って、獲え物ものへ──セレナへと向かった。
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　強風が吹ふきつけるような轟ごう音おんと共に、三メートルはある巨きよ体たいが真っ二つに分断される。アインザッツの周りには、無数の魔物の屍し体たいが倒たおれていた。そのほとんどが身体を分断された状態で息絶えており、辺りには魔物の屍体から発する、血液に似た臭においが立ちこめていた。

　アインザッツは得物の柄つかに寄りかかって、地面に膝ひざをついた。荒あらくなった呼吸を整える。神父服は所々がすり切れ、魔物の体液で黒く汚よごれていた。彼自身の血も滲にじんでいる。

　屋や敷しきの玄げん関かん前でアインザッツは魔物の襲しゆう撃げきを受けていた。いくら倒しても魔物は次々に襲おそってくる。これではいつイト達に追いつけるか──否いな、その前に生き残れるかがわからない。

　額に浮うかんだ汗あせを手の甲こうで拭ぬぐってから、腕うでの裂れつ傷しように気付く。これでは狙ねらいが鈍にぶってしまいかねない。苦く笑しようしながらアインザッツは立ち上がった。まだ呼吸は整っていなかったが、見えない所から魔物がアインザッツを狙っている。

　アインザッツの耳に、魔物の咆ほう哮こうとは違う音が聞こえた。ばさり、と羽ばたく音が間近で聞こえ、アインザッツは慌あわてて頭上を見上げた。

「フォルネウス！」

　アインザッツの目に、儚はかなげな笑え顔がおが映る。振り上げた得物がアインザッツの腕から滑すべり落ち、飛び込んできた身体を抱だき留とめた。その背中に金色の翼つばさが見えたのは、気のせいだろうか。

「プロケルさん、どうしてここへ……」

　プロケルは慌ててアインザッツの腕から離はなれ、沈しずんだ表情で口を開いた。

「えっと、あの……ついて来ちゃいけないって、わかってたんだ、けど……」

「……心配して、来て下さったんですね」

　アインザッツがそう言って微笑ほほえむと、プロケルは嬉うれしそうに頰ほおを紅あかくして頷うなずいた。そしてふとアインザッツの腕を見て、目を瞠みはった。赤みの差していた頰から、さっと血の気が引く。

「フォルネウス、怪け我がしてる……っ！　魔ま物ものがやったの？」

　プロケルはぎゅっと握った拳こぶしを震ふるわせ、アインザッツの背後に迫せまってくる魔物を睨んだ。

「許さない……っ」

「プロケルさん！　いけません！　──っ！」

　アインザッツの制止を振り切って、プロケルは上空へと舞っていた。

　プロケルの背中には、髪と同じ淡あわい金の翼があった。翼が羽ばたくと羽が矢のような速さと鋭さで魔物の身体からだを貫つらぬいた。魔物は絶ぜつ叫きようを迸ほとばしらせ、次々に地に倒れていった。

　ものの数十秒で、辺りには魔物の死し骸がいだけになった。アインザッツがどれだけ倒してもどこかに潜ひそんでいた魔物の気配も、完全に消えていた。

「すごい……」

　感かん嘆たんして、アインザッツは夕ゆう陽ひに照らされたプロケルの姿を見上げた。すると突然、プロケルの翼から、無数の羽根が抜ぬけ落ちた。先ほどのような鋭さはなく、花びらが風に踊おどるように、はらはらと舞まい落ちてくる。

　プロケルは自分でも何が起こっているのかわかっていない様子で、自分の翼を肩かた越ごしに見た。同時に身体が傾かしぎ、頭と足が上下反転して地上へと落ちていく。

　羽根を撒まき散らしながら落ちてきたプロケルを、アインザッツの腕が受け止めた。背中の翼はすでにほとんど形を成していない。軽い肢し体たいにも、力がこもっていなかった。

「しっかりして下さい！」

「フォルネウス……眠ねむ、い……」

　プロケルは目を開けようとしていたが、かなわずに瞼まぶたを閉じる。プロケルはゆっくりとアインザッツの服を摑つかんだ。その手がぼんやりと透すける。それを見たアインザッツはその手を摑み、叫さけぶようにその名を呼んだ。

「プロケル！」

　プロケルはその存在を確かめるように、アインザッツの胸に顔を寄せ、小さな声を発した。

「……ごめんなさい」

「え……？」

　細い喉から絞しぼり出された声は消え入りそうで、アインザッツは握った手に力を込めた。

「フォルネウスって呼んで、ごめんなさい……。フォルネウスじゃないってわかってたけど……でも、嬉しかったんだ。僕に、笑いかけてくれただけで……」

　プロケルは震える瞼を一度だけ開けてアインザッツに微笑んだ。夕陽がじんわりと滲んでいる。瞼が閉じると一筋の涙なみだが目の端はしを伝って落ち、地面に落ちる前に消えていく。

　夕陽が山の向こうへ落ちると同時に、アインザッツの服を摑むプロケルの手から力が失せた。

「プロケル！」

　プロケルの身体は透けていた。抱だいている感覚はあるが、アインザッツの手が、身体の向こう側に透けて見える。呼吸は無く、寝ね息いきの代わりのようにプロケルの全身が不規則に明めい滅めつする。

「あなたは、どうしてここまで、私を……」

　アインザッツがフォルネウスでないことはわかっているはずなのに。

　罪の証あかしだったこの姿を必要としてくれた──自分を救ってくれたこの子を守りたい。

　パルティータはプロケルが悪あく魔まだと言っていた。……そして、サブナクもまた悪魔だと。きっと同じ悪魔であるサブナクなら、プロケルを助ける方法を知っているだろう。

　プロケルを抱いて立ち上がろうとしたその時、視界が揺ゆれた。足がふらつき、アインザッツは再び膝をついた。それでも眩暈めまいは収まらず、プロケルを片手で庇かばい、腕をつく。

「これ、は……っ？」

　眩暈は強さを増し、次し第だいに空と大地の区別がつかなくなる。アインザッツはプロケルの身体を落とす前に、優やさしく地面に横たわらせた。直後、頭の奥を激痛が襲った。

　彼はこの感覚に覚えがあった。十二年前、一ヶ月間の記き憶おくを失う前も、この頭痛に苛さいなまれ、気づけば教会のベッドにいた。何事もなかったかのように。

　叫びに近い呻うめき声を上げて、アインザッツの身体は地面に倒れ込む。視界が霞かすみ、閉じそうになる瞼の間から、金色が揺れた。

　かろうじて動く手を、消えかかるプロケルの髪かみへ伸のばす。

　柔やわらかな髪に触ふれる前に、アインザッツの意識は白く溶とけた。
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　パルティータはセレナの瘦そう身しんに向かって鞭を走らせていた。鞭は獲物を狙う白い蛇へびのようにセレナに巻き付いた。パルティータは鞭を引き、セレナの身体を背後から抱き込む。

「そこまでよ、ナイト様」

　パルティータはセレナの首元に鈍にび色いろに光るナイフを突つきつけ、コーダに言った。彼女の行動に真っ先に声を上げたのはレントだった。

「ええええええ!?　ちょ、ちょっと姐ねえさん!?　それじゃ悪役ですよ！」

「セレナ！　──っ！」

　セレナに目を奪うばわれたコーダの隙すきをついて、イトは彼の懐ふところへと一いつ瞬しゆんで距きよ離りを詰つめた。低い姿勢から鳩みぞ尾おちへと柄の先を叩たたきつける。倒れたコーダの腕を蹴けり上げて大たい剣けんを手放させ、そのまま胸の上に乗って全体重で押さえつける。刀を首にあてがい、イトはコーダの動きを封ふうじた。

　それでもなお、コーダはセレナの身を案じてパルティータを睨にらんだ。

「大だい丈じよう夫ぶ」

　コーダに微笑み、セレナは落ち着き払はらってパルティータを見上げた。

「何のつもり？　あなたは私を……人を殺せない。そうでしょう、聖女さん？」

「そうよ。聖女は人を殺せばその力を失ってしまう。これはあっちのナイト様に邪じや魔まされないためのもの。だからもう必要ないわ」

　パルティータはナイフを手の届かないところに捨てた。からんと乾かわいた音が響ひびく。

「じゃあ、これは何？」

「お勉強が足りないわね。私は聖女よ？　汚けがれた者を浄じよう化かする使命があるの」

　パルティータの手がセレナの目の前に翳かざされる。彼女の手は、純白の輝かがやきを纏まとっていた。そこでようやく、落ち着いていたセレナの顔に動どう揺ようが走った。

「な、に……？　あ、あぁぁ……っ！」

　セレナの苦しげな悲鳴が、広間に響き渡わたる。

「セレナ！　くそ、退どけ！」

　コーダはイトに怒ど号ごうを上げた。睨み合うイトとコーダの間に、突とつ然ぜん明るい声が割って入った。

「大丈夫ですよコーダさん。姐さんは、絶対に人を殺したりしません」

　信しん頼らいに満ちたレントの声で、イトはもう一つの事実を思い出し、パルティータがセレナを傷つける意志がないことを確信した。

　苦痛に歪ゆがむセレナの表情しか見えていないコーダに、イトは五歳の子どもでも知っている事実を告げた。

「法術は、人間を傷つけることは出来ない。ましてパルティータは聖女だ。人を傷つける法術を使えるはずがない。そうだよな？　パルティータ」

　イトが視線を向けると、パルティータは力強く頷いた。

　先ほどまで無表情だったコーダの顔が、今は強こわ張ばっていた。イトは押さえつけていた彼の身体を放した。コーダは身体を起こし、パルティータを見み据すえる。

「では、何な故ぜ……、何故セレナは苦しんでいる……！」

「コーダだっけ。一つ訊きくわ。──この娘こは本当に、あんたが愛した女？」

　冷静なパルティータの声に、コーダの顔がますます引きつった。

　今もなお法術の白い光に包まれながら、セレナが苦しげに声を上げる。

「何、言って……っ!?　私は──」

　パルティータの法術が強くなると、セレナは息を詰めた。

　刀を鞘さやに仕し舞まい、イトはパルティータに目を向ける。

「どういうことだよ、パルティータ」

「この娘の身体からだから、かすかだけど魔ま物ものと同じ臭においがする。魔物の近くにいるからじゃない。もっと、内の方からね。この娘は操あやつられてるみたいね、その棺ひつぎの中の悪魔とやらに」

　紫むらさきの瞳ひとみが一度だけ、サブナクを睨んだ。しかし彼女の瞳はすぐに腕うでの中に向けられた。

　淀よどんだ空気を切り裂さくように、パルティータの清せい廉れんな叫び声が広間に満ちる。

「目を覚ましな、セレナ・ベルカント！　これはあんたの身体よ！」

「私……私は、操られてなん、か──あぁぁぁっ！」

　喉のどを裂くような悲鳴が迸ほとばしる。悲鳴が途と切ぎれた瞬しゆん間かん、セレナの身体は完全に力を失った。

　パルティータは鞭むちをセレナの身体から解き、気を失った彼女の身体を抱かかえ上げた。コーダの元へと歩み寄り、セレナを手て渡わたす。

「私はここに招待されてない。けれどあんたは私をここへ連れてきた。そんな半はん端ぱな仕事をするようには見えないし、おかしいと思ってたのよ。あんたはこの娘がどういう状態か、薄うす々うすわかってたんじゃないの？」

「……確証はなかった」

　気を失ったセレナを抱だきしめ、コーダはわざと感情を殺したように、淡たん々たんと話し始めた。

「ベルカント家が代々、棺に生け贄にえを捧ささげてきたことは事実だ。セレナも幼い頃ころから、その役目を自覚していた。だがセレナ自身は、こんなことはしたくないと思い詰めていた。そんな彼女が、必要以上に人を攫さらって生け贄にするようになった」

　セレナの身体を抱くコーダの腕に、力が籠こもる。無表情だった顔が、わずかに歪んだ。

「ベルカントの代々の業ごうに耐たえるには、セレナが狂くるうことも仕方ないと思っていた。だが、どうしても違い和わ感かんが拭ぬぐえなかったんだ。……聖女なら、もしかしたらセレナを元に戻もどせるのではと思い、ここへ連れてきた。──礼を言う」

　コーダの言葉を笑えみで受け取ってから、パルティータは紅あかい瞳の男を睨んだ。

　壁かべに寄りかかっていたサブナクは、苦く笑しようし、視線を上空に投げた。

「えー……。何この展開？」

　サブナクがぽつりとそう呟つぶやいたのを、イトははっきりと聞いた。

「しらばっくれてんじゃないわよ。あんたがやったんでしょ」

　パルティータの殺気にも近い怒ど気きと共に向けられた言葉に、彼女の視線に気付いてもいなかったらしいサブナクは、目と口を大きく開いた。

「はあ!?　俺が知るかよ！」

「あんた以外に誰だれがいるのよ！　セレナから漂ただよう気配は、あんたのそれと同じ。それに棺の中の身体はあんたのものなんでしょ。この状じよう況きようで言い逃のがれ出来るとでも思ってんの？」

　パルティータの追及にサブナクが呻いた。パルティータが言っていることは事実だろう。しかしサブナクが魔ま力りよくを使えば、イトの右目が反応してわかるはずだ。

（でも、俺は何も感じなかった。俺に感知させずにサブナクがセレナを操れるわけがない……）

　サブナクは低い声で唸うなりながら、イトを見つめてきた。

「だが……なぁ!?　イト！」

「俺!?」

　同意を求められ、かつ説明を丸投げにされても、イトも咄とつ嗟さには言葉が出なかった。

「た、確かに、コイツじゃないと思う。そんなことしてたら、俺もわかるはずだ。だいたい、そんなことする理由もないし……」

「それにな、魔力を操れる回路があるなら自分の身体の場所ぐらいすぐわかる。十年もイトに探させる必要がねえんだよ！」

　サブナクを信用していない様子のパルティータだったが、その言葉には柳りゆう眉びを上げ、少しだけ考えてから頷うなずいた。

「確かにそうね」

「セレナを操っているのが、サブナクじゃないなら、何で……」

　イトの言葉が全すべて終わる前に、短い呻き声が響いた。声のする方向へ目を向けると、そこには苦く悶もんの表情をしたコーダの姿があった。

「セレ、ナ……っ！」

　コーダの首を、セレナが右手だけで絞しめ上げていた。コーダは彼女の腕を引き剝はがそうとしていたが、びくともしていない。人形のような無表情で、セレナはコーダの首を絞め続ける。

「噓うそでしょ、まだ全部浄化出来てなかったの……!?」

　パルティータが鞭をセレナに向かって放つ。鞭に気付いたセレナはコーダの大たい剣けんを摑つかんだ。大剣はかなりの重量があるはずだ。にもかかわらず、セレナはそれを片かた腕うでで振ふるって鞭を斬きり捨てた。

　セレナは大剣を握にぎり直し、首を絞めたままのコーダに目を向けた。

「やめろ！」

　イトが叫さけぶのとほぼ同時に、大剣がコーダの胴どうに向かって振り下ろされた。

　間合いを詰つめるイトの側そばを、風を切る音が駆かけ抜ぬける。次の瞬間、セレナは大剣を取り落とした。彼女の手の甲こうに浅い傷を付けた矢が、壁に当たって床ゆかを転がった。

　その隙すきに距きよ離りを詰めたイトは、セレナに刀を振り上げた。セレナはコーダを投げ飛ばし、イトの刀を避よけた。その際、取り落とした大剣を拾い上げ、イト達から距離を取った。

　床に倒たおれたコーダにレントとパルティータが駆け寄る。セレナの大剣はわずかにコーダを傷つけていたようだ。彼の脇わき腹ばらには血が滲にじんでいた。

「だ、大丈夫ですか!?　僕、間に合わなかった……!?」

　レントが青い顔をしたが、パルティータが法術をかけると、すぐに出血は止まった。

「間に合ってるわよ。あんたのおかげで命に別状はなさそうよ」

　パルティータの言葉を聞き、イトも内心ほっとして、刀を握り直してセレナを見据えた。

　こちらを見つめるセレナの顔に表情はない。しかしその目には先ほどよりもさらに強い殺気が込められていた。

『余計な真ま似ねを……』

　声は確かにセレナのものだった。しかしその言葉は、明らかに彼女のものではない。

　イトの隣となりに立ったレントも、怪け訝げんそうな目でセレナを見つめた。

「な、何で……？　姐ねえさんが、浄じよう化かしたはずなのに……」

「私が甘かったみたいね」

　パルティータが悔くやしげにそう言って、セレナを睨にらむ。

　セレナの首がゆっくりと動き、サブナクを見て笑った。

『……己おのれの身体に久しぶり、と言うのは、妙みような気分だな、首よ』

「お前、は──」

　イトが言葉を発すると、セレナの金色の瞳がイトに向いた。

『俺はこの中で眠ねむっている者。サブナクだ』

「サブナクの、身体……か？」

　サブナクの【身体】はセレナの首で頷いてみせた。

　イトとサブナクが無言で視線を交かわす。しばらくして、サブナクは溜ため息いき混じりに呟いた。

「……マジで何なのこの展開」

「お、おい！　お前自身のことだろ！　しっかりしろよ！」

　サブナクは死んだ魚のような目になって、疲つかれ切ったため息をついてから、セレナを操る【身体】に向き直った。

「あー、何だ。俺に長期間放置されて、勝手に意思持っちまったのか？」

『そうだ。何も驚おどろくほどのことではあるまい。身体からだは人間に似せているが、俺はこの世界の者ではない。明確に脳で意思を持つ、と決まっているわけではないようだ。証しよう拠こに、俺が今意思を持って、首である貴様と対たい峙じしている』

「うわ、すっごい面めん倒どうなことになってる……！」

　イトはサブナクと彼の【身体】の会話を聞いて、ついつい心の底からの感想を零こぼしていた。頭を抱えたイトの呟きを聞いたのか、パルティータが小さく吹ふき出した。

「で、そん中から出られねえから、人間の小こ娘むすめを操あやつってるってわけか。へっ。だっせえ」

　サブナクはそう言ってセレナを操る自分の【身体】を鼻で笑った。途と端たんにセレナの顔が歪ゆがむ。

『くっ……！　貴様こそ、首しかないのにどうやって力を使っているのかと思ったら……なるほど。その人間を媒ばい体たいにして力を使っているわけか。無様だな』

　セレナの頰ほおが膨ふくらみ、ぷっ、という笑い声が響ひびいた。途端にサブナクの額に青筋が浮うかび、イトを見下ろした。

「……自分の身体だけどよ、あいつすっげームカつくな」

「俺の気持ちが少しでもお前に理解してもらえて嬉うれしいよ」

　ため息をつきながら疲れた様子で言うイトに、サブナクはさらに青筋をくっきりと刻ませた。

【身体】はサブナクを殺意を持った目で睨みながら、口元に歪んだ笑みを浮かべた。

『首よ。貴様の力は俺がもらう。そして俺が本体であるサブナクになる』

【身体】の言葉を、サブナクは鼻で笑った。

「ハッ。どうやってだよ？」

『その生意気そうなガキだろう、封ふう印いんを解いたのは』

　セレナの金の瞳ひとみを通し、【身体】はイトが封印を解ける者である証あかし、瑠る璃り色いろの瞳を見つめた。

『そのガキに俺の封印も解いてもらおう』

「だから嫌いやだって言ってるだろ」

『貴様に拒きよ否ひ権はない』

　美しい顔にそぐわない残ざん虐ぎやくな笑みを浮かべたまま、【身体】はコーダが使っていた大剣の切っ先をイトに向けた。

『安心しろ。貴様を殺しはしない』

　イトが刀を抜くのと、セレナの身体がイトに向かってきたのは同時だった。

（速い……っ）

　それでも目で追えない速さではなかった。イトは狙ねらいを定め、セレナに向かって刀を振るった。が、【身体】は身を低くしてイトの刀を避け、脇わきを通り過ぎた。

「っ……！」

　セレナの身体が跳ちよう躍やくする。着地した場所は、レントの背後だった。【身体】はレントの首に腕うでを巻き付け、大剣の刃やいばも首に添そえる。

『言っただろう？　貴様を殺しはしない、と』

【身体】はレントの背後で、小さく笑った。そしてパルティータに目を向ける。

『女、貴様もその手を上げることだ。先ほどの礼は後でしてやる』

　スペアの鞭むちを取ろうとしていたらしいパルティータは、舌打ちしながら大人しく手を離し、サブナクを睨んで声を上げた。

「人ひと質じちなんて、最低ね。さすが品性下げ劣れつな悪あく魔まのすることは違ちがうわ」

「俺に言うな。つーかお前が言うな！　お前らみてえな小物と一いつ緒しよにすんじゃねえよ」

　自分のことは棚たな上あげのパルティータにしっかり怒ど鳴なってから、サブナクはイトを見る。

「さて、どうするよイト。ったく、面めん倒どう臭くせぇったらねえな」

　歯は嚙がみするイトに、レントが青い顔をして謝った。

「ごめん、イト。僕──い……っ！」

「レント！」

　レントの顔が歪んだ。首に刃が触ふれ、レントの襟えり首くびを紅あかく染める。イトはセレナを睨んだ。

「やめろ！　お前の目的は俺だろ！」

『貴様が断るからこうなるのだろう？　俺の封印を解くと言えば、このガキは返してやる』

　イトの手に力がこもり、刀の柄つかがぎしりと鳴る。握った刀の先が小刻みに震ふるえる。

「イト、いいんだ。ごめん、足手まといになって。けど、これは僕が油断して──」

「……うるさい。お前は、黙だまって待ってろ」

　レントの無理をした笑い混じりの声に、イトは声を重ねて俯うつむいた。

　イトは顔を上げると思い切り息を吸って、体中を駆け巡めぐる怒いかりを吐はき出すように【身体】に向かって叫んだ。

「好き勝手なこと言うな！　俺は俺が決めたことをするだけだ！」

　イトは刀を構え、サブナクに怒鳴った。

「サブナク！　力貸せ！」

「いつも勝手に使えっつってんのに。こんな時に律りち儀ぎだなーお前も」

　鋭するどく叫んだイトに、気の抜けた低い声が掛かかると、イトの右目が熱を帯びた。

　白銀の刀にイトの右目が映る。真しん紅くの瞳と同じように、刀が紅く染まっていく。

『交こう渉しよう決けつ裂れつか。ならば、このガキは用済みだな』

　セレナの腕に力がこもり、レントの顔が引きつった。【身体】は大たい剣けんを振り上げ、レントの首を刎はねようとしていた。

　イトは右目を意識すると、床ゆかを蹴けった。サブナクの魔ま力りよくにより強化された身体は一いつ瞬しゆんでその距きよ離りを詰つめたが、既すでに大剣はレントの首に届くかという所まで振ふり下ろされていた。

（間に合え……っ！）

　心の中で叫さけんだその時、レントの首に大剣の刃が煌きらめいた。イトの刀は届かない。

　レントを助けられない。死なせてしまう。

（ダメだ……っ！　死なせたくない！）

　その時、イトの耳に風を切る音が聞こえた。背後から聞こえたそれは瞬しゆん時じに轟ごう音おんに変わる。

「イト！」

　サブナクの声と共に右目が熱を発し、イトの身体は轟音を避さけるように床に転がった。サブナクが無む理り矢や理りイトの身体を動かしたため、受け身を上手うまく取れず、体中を強したたかにぶつけた。

　直後、イトの側そばを、轟音が走り抜ぬけていった。

　轟音は唐とう突とつに止やんだ。イトが身を起こしてセレナとレントを見ると、彼らは先ほどと同じ体勢で立っていた。死を覚かく悟ごして目を閉じたレントの首も繫つながったままだ。

　先ほどと違うのは、セレナが振り上げた手に大剣がないということだった。

『な……に……』

【身体】が驚きよう愕がくの声を上げる。セレナの足あし下もとには砕くだかれた大剣の破は片へんが散らばっていた。その背後には、壁かべに深々と突つき刺ささった大おお斧おのがあった。どうやらあの大斧が、イトの側を轟音を立てて通り過ぎ、セレナの大剣を無残に砕いたものの正体らしい。

　何が起こったのか、【身体】も理解出来ていない様子だった。セレナの腕の中で、レントが恐おそる恐る目を開ける。

「「レント！」」

　イトとパルティータは同時にレントを呼んだ。呆ぼう然ぜんとしていたレントが我に返り、セレナの腕を払はらって駆かけ出した。イトの側まで来ると、レントは安心したのかつまずいて転こけた。起き上がりながら、レントは悔くやしそうな顔でイトを見上げた。

「イト、ごめん。……これじゃ、友達失格だよね」

「何でお前が謝るんだ。俺こそ……巻き込んで、悪かった」

　イトが手を差し出すと、レントは一度驚いたようにその目を見つめていたが、すぐに手を握にぎってきた。

「助けてくれて、ありがと」

　立ち上がらせると、レントは日に焼けた顔によく似合う、明るい笑えみを浮かべた。

「大斧……」

　サブナクが呟つぶやき、イトもセレナの背後に突き刺さる大斧を見つめた。

「……武器まで奴やつと同じなのか」

　サブナクの独白の後、広間に足音が一つ増える。

「ずいぶんと物ぶつ騒そうなことになっていますね」

　床を叩たたくゆったりした足音と共に、柔やわらかい声が響ひびいた。声の方向にイトが目を向けると、穏おだやかに微笑ほほえむ銀の瞳があった。







　　第五章　いつかの指切り




　ゆったりとした歩調と共に、傷だらけになった神父服が現れる。

「アインザッツ司教……」

「良かった！　アインザッツ司教も無事だったんですね！　あ、でも怪け我がが……」

「あなた方もご無事で何よりです」

　心配そうにするレントに、アインザッツが微笑で大だい丈じよう夫ぶだと答える。

　その時、セレナの裏返った声が上がった。振り返れば、セレナが目を大きく瞠みはり、一心にアインザッツを見つめていた。

『貴様、フォルネウス……!?　いや、だが貴様は、俺が殺したはず……っ』

「あなたに殺された覚えはないのですが……」

　困ったように笑って、アインザッツが首を傾かしげる。【身体からだ】はセレナの目を通して彼をじっと見つめた。そしてサブナクと同じ結論に至ったようだ。

「そうだな……貴様は、人間のようだ」

【身体】がそう言った直後、イトの側で怪け訝げんそうな声が聞こえた。

「アインザッツ……？」

　いつでも明めい瞭りようなパルティータの声が、濁にごりを持って彼の名前を呼んでいた。イトがパルティータを見ると、彼女は目を眇すがめてアインザッツを見つめていた。サブナクもまた、アインザッツを睨にらんでいる。緊きん張ちようが冷気を伴ともなって、イトの指先を冷やす。

「サブナク？　パルティータ……？」

　二人の尋じん常じようではない様子にイトは戸と惑まどった。サブナクもパルティータも、まるで敵を見つめる獣けもののように、アインザッツを睨み続けていた。

【身体】もアインザッツを睨みつけたまま、口元を残ざん忍にんな笑みに象かたどる。

『悪魔だろうと人間だろうと、その顔は見ているだけではらわたが煮にえくり返る。まとめて殺してやろう』

「滑こつ稽けいですね。その術すべもないのに、ですか？」

【身体】が持っていた大剣はアインザッツにより砕かれ、使い物にならなくなっている。アインザッツが穏やかに言うと、【身体】は笑みを消した。

『何な故ぜ魔ま物ものが来ない……!?　まさか、貴様……っ』

「この屋や敷しきと、周辺にいる魔物でしたら、すでに全ぜん滅めつしていますよ。今お呼びになっても、応おう援えんが来るのはもう少し後になるのではないでしょうか」

　殺意の籠こもった目を、【身体】はアインザッツに向けた。そして壁かべ際ぎわまで後退する。【身体】はアインザッツが投げた斧の柄を摑つかもうと手を伸のばした。

「それを使うことは、おすすめしませんよ？」

　アインザッツがそう言ったのをイトは聞いた。しかし【身体】には届かなかったらしい。

　セレナの腕うではアインザッツの斧を摑んだ。その直後、斧は純白の強い光を迸ほとばしらせた。暴風に吹ふき飛ばされるかのように、セレナの腕は斧を手放し、後ろに仰のけ反る。

『何……!?』

　セレナの口から驚愕の声が漏もれ、瘦そう身しんがよろめいた。その隙すきをイトは見み逃のがさず、セレナの懐ふところに飛び込み、その鳩みぞ尾おちに拳こぶしを叩きつけた。呻うめき声を上げてセレナが後方に飛び、床に力なく転がった。苦しげに目を細めた金の瞳ひとみが、イトを睨む。

『この、ガキ──！』

　恨うらめしげな声はヒールの音に搔かき消された。パルティータがセレナの身体の上で、白く輝かがやく右手を掲かかげた。白い光の珠たまは急激に光量を増していく。

　パルティータは殺意にも似た冷れい徹てつさを瞳に宿し、見下ろした【身体】に向かって言った。

「今度こそ、その娘この身体を返してもらうわ」

　パルティータは光の珠を、セレナの身体に叩きつけるように押し込んだ。

　セレナの口から短い悲鳴が上がり、全身から力をなくしていった。【身体】の意思は消えたようだったが、しばらくパルティータはセレナの身体を白い光で包んでいた。

「どうしてあいつは、斧に触さわれなかったんだろ……」

　イトの独白に、いつの間にか背後に来ていたアインザッツが斧を引き抜きながら答えた。

「この斧は、聖女であるパルティータに直々に浄じよう化かしてもらっています。魔まの者は触れるだけでもダメージを負ってしまうんです」

　重そうな大斧を片手で引き抜くアインザッツに驚おどろく。それを横目で見ながら、イトはパルティータの許もとに走り、倒たおれているセレナをのぞき込んだ。

「強く殴なぐりすぎたか？」

「大丈夫よ、気を失ってるだけ」

　パルティータの言葉にイトはほっとした。【身体】を何とかすることしか頭になかったために、咄とつ嗟さの力加減が出来なかった。イトは力を抜いて、安あん堵どのため息をつく。

「これでひとまず、安心かな」

「安心は出来ません」

　イトが言った直後、穏やかな声と共に風を切る音がした。

「イト！」

　サブナクの鋭するどい声に、イトは振り返った。気を失ったセレナに、アインザッツの大斧が振り下ろされようとしていた。イトは咄嗟に刀を抜き、腰こしを落として大斧の刃はを受け止めた。衝しよう撃げきは存外軽く、刃は物ものが軽くかち合う高い音を響かせるだけに終わった。

「危ないですよ、イト。あなたまで殺してしまうところだったじゃないですか」

「殺す……って、何で……」

　イトが呆然として見上げると、アインザッツはイトの刀と触れ合わせただけの斧おのを下ろし、いつも通りの穏やかな笑顔でイトを見た。

「あなたこそ。どうして邪じや魔まを？　この女性が生きている限り、サブナクの【身体】がまたいつこの女性を支配するか、わかりませんよ？」

「な、何言ってるんですか、司教!?　それって、このセレナって人を……」

　慌あわてるレントに、アインザッツははっきりと答えた。

「ええ。殺すと言っているんです」

　彼の穏やかな笑顔も、この時ばかりはイトに恐きよう怖ふを抱いだかせた。

　──本気だ。

「レント！　早くセレナを安全なところへ！」

　イトが叫さけぶと、レントはセレナを抱き上げて距きよ離りを取った。

「アインザッツ司教……何で……」

　イトはわずかな希望を持って彼を見上げた。イトの知っているアインザッツは、人を殺すような人物ではない。だが、質たちの悪い冗じよう談だんを言うような人物でもない。

　アインザッツは微笑んでいても、その目は真しん剣けんだった。

「このベルカント家が危険だからですよ。私達の仕事をお忘れですか？」

「それは……。ですが、殺す必要は──」
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「イト、さっさとそいつから離はなれろ」

　イトの背後から、低い声がした。底冷えのするようなその声は、恐おそろしいほどの緊きん張ちよう感かんを伴ってイトの耳に届いた。頭がその言葉を理解した瞬しゆん間かん、イトはアインザッツの持つ斧が届く範はん囲いから大きく離れていた。こめかみから顎あごへと、大おお粒つぶの冷や汗あせが流れていく。

「サブナク……？」

　イトは隣となりに並んだサブナクを振ふり仰あおいだ。彼の視線はアインザッツに注がれている。

　張り詰つめた空気の中で、パルティータが口を開いた。

「……さっきから、ずっとおかしいと思ってたわ」

　パルティータは射るようにアインザッツを睨んだ。アインザッツも彼女に向き合う。

「あんたは、アインザッツじゃない」

「悲しいですね、パルティータ。あなたを友人だと思っていましたのに」

「だからわかるのよ。私の親友は、ド天然でお花畑だけど、人を殺すような奴やつじゃないわ！」

　パルティータの目が、怒いかりを伴って煌きらめく。彼女は聖女だからこそ、悪あく魔まと人との違ちがいがわかっているはずだ。アインザッツは確かに人間だ。それでもパルティータは、彼をアインザッツではないと断言していた。──彼の親友として。

「てめえ、フォルネウスだろう」

　サブナクの声が変わらない乱暴さで彼の笑え顔がおに向かう。

「フォルネウス、って……」

　イトは呟つぶやいて、アインザッツを見つめた。その穏おだやかな笑顔は何も変わっていないように見えた。しかし、セレナに斧を振りかざした時、彼は確かに本気だった。

　異様な空気を感じ取っているのはイトだけではないらしい。レントもまた混乱し、それでも絞しぼり出すような声で言った。

「けど、姐ねえさん、サブナクさん！　フォルネウスって、プロケルが悪魔って言ってませんでした？　だったら、姐さんに浄化された斧を持つことは出来ないんじゃ……？」

「ンなことわかってんのよ！　私だって理由なんかわかんないわよ。だけど、絶対に違う。こいつはアインザッツじゃない」

　パルティータは悔くやしげに目を細める。白い鞭むちを握にぎる手に、きつく力が込められていた。

　大斧を片手に無言で微笑ほほえむ彼に、イトは向き直った。

「フォルネウス、なのか……？」

　イトが口にした名前が彼の耳に届くと、彼は微笑みを少しだけ曖あい昧まいなものにした。

「さて、どうでしょう？」

　穏やかな声は揺ゆるがなかったが、否定もしなかった。

「その三文芝しば居いをとっととやめろ。気色悪ぃ」

　紅あかい瞳と銀の瞳が互たがいを映し合う。先に目を逸そらしたのは彼の方だった。諦あきらめたように瞼まぶたを伏ふせ、眼鏡を外して捨てた。靴くつ底ぞこで踏ふみつけたレンズがカシャンと無機質な悲鳴を上げる。

　アインザッツのコンプレックスであるはずの銀の瞳を晒さらし、彼はくすりと笑った。

「……なかなか上手うまく真ま似ねていたつもりだったのですが、気色悪いとは失礼ですねえ。首だけの姿を必死で取り繕つくろう、あなたの無様な姿よりは余よ程ほどマシだと思いますが」

　その笑顔や声はアインザッツのものだ。しかし微笑んだ口元から紡つむぎ出される毒のある言葉は、決してアインザッツが口にしないようなものだった。

　自らアインザッツではないと言われても、イトはまだその事実を吞のみ込めないでいた。レントも同じ心境らしく、裏返った声を上げる。

「ア、アインザッツ司教……!?　何、言ってるんですか……っ？」

「……違う。こいつはアインザッツ司教じゃないんだ、レント」

　自分に言い聞かせるように、イトは硬かたい声で言った。

「こいつはフォルネウスって悪魔だ」

　五千年前、サブナクの首を刎はねた──フォルネウスは、今、アインザッツの身体からだでイト達の前に立っていた。

　パルティータが彼の方へと踏み出した。その右手には白い鞭が握られている。

「アインザッツを利用してるっていうんなら……タダじゃおかないわよ」

　パルティータの鋭い視線も殺気も、彼には無風だったようだ。表情を変えることなく、フォルネウスは答える。

「残念ながら、不運だと思ってもらうしかありません。私はアインザッツが生まれた時から彼と共に在ったのですから」

「どういうことだ。第一、てめえは俺が殺したはずだ」

「言ったでしょう？　あなたごときに殺された覚えはない、と」

　サブナクを見て、フォルネウスは口元を押さえた。彼の口からくすりと嘲ちよう笑しようが零こぼれる。

「私としては、首だけで薄うす汚ぎたないドブネズミのように生き残っているあなたの方が驚きですよ」

　フォルネウスの言葉に込められた色いろ濃こい悪意に、サブナクが口元をひくつかせる。

「間ま違ちがいねえ……この性しよう悪わるさはフォルネウスだ。何で生きてやがる。俺はてめえの核かくである心臓を貫つらぬいたはずだ」

「ええ、そうです。五千年前のあの日、私はあなたに心臓を貫かれた。ですが、致ち命めい傷しようになる前に魔ま界かいに帰ったことで、生き延びたのです。そして時をかけて身体と魔ま力りよくを回復させて来ました。ようやく動けるようになり、私は身体に封ふう印いんを施ほどこして、少ない魔力で魂たましいだけを人間界に送り込んだのです。残念ながら人間の身体を作れるほど、魔力は回復していなかったのでね」

「魂だけを……？」

　怪け訝げんそうに目を細めるイトに答えるように、サブナクが言った。

「なるほどな。魂だけを、これから生まれようっていう人間の身体に宿して生まれることで、人間の身体を作る手間も魔力も省いたってわけか。魔力で作られたわけじゃねえから、その男から魔力は感じなかった……」

「その通りです。今この身体は、私の魂と、アインザッツの魂、二つの魂を宿している。もっとも、アインザッツが本来の身体の持ち主です。私がこの身体を支配出来る時間はとても少ない。おかげでここに至るまで、ずいぶん時間がかかってしまいました」

　アインザッツによく似た笑みを浮うかべるフォルネウスを、イトは見つめる。

　雪のように白い肌はだと、銀の髪かみと瞳ひとみ。本来ならセレナやコーダと同じように、褐かつ色しよくの肌と金の髪と瞳を持って生まれてくることが約束されていたはずの身体。

「……アインザッツ司教の姿が親と違ったのは、お前がいたからか」

「そのようですね。意識はしていなかったのですが、影えい響きようが出てしまったようです」

　血族が受け継ついできた姿はフォルネウスにねじ曲げられ、アインザッツは普ふ通つうなら必要のない苦痛を味わった。イトの目が知らず、きつくなる。

「ンな手の込んだことをして、てめえが人間界に来た理由は何だ？」

　サブナクが言うと、フォルネウスは呆あきれたような短いため息をつく。

「とぼけてもらっては困ります。あなたはこの私に屈くつ辱じよくを与あたえて下さったのですよ？」

　言葉が理解出来なければ、きっと彼の意図はわからなかっただろう。それぐらい、フォルネウスの笑顔は優やさしく、晴れ晴れとしていた。

「復ふく讐しゆうも兼かねて、あなたの身体の魔力をいただこうと思いまして。あんなものでも、私が回復するための魔力の足しにはなるでしょう？」

「てめえじゃ封印は解けねえよ」

「無論、知っていますよ。封印を解けるのは、封印した瑠る璃りの一族だけ。そうでしょう？」

　サブナクが舌打ちする。フォルネウスは誰だれがサブナクを封印したかも知っていた。

　フォルネウスはイトを見つめた。その視線にイトは身体を強こわ張ばらせる。

「だから私は、ベルカント家の前当主に、進言したのです。首は別に封印され、青い瞳の者が鍵かぎと共に保有している、と」

　フォルネウスのその言葉でイトは気付いた。先ほどセレナが言っていた、「白い肌と銀の髪と瞳を持った男」とは、アインザッツではなく、彼の身体を支配したフォルネウスだったのだ。

「じゃあ……お前が……！」

　セレナの父にサブナクの首を探させ、自分達家族を襲おそわせ、そしてイトにサブナクの封印を解かせた。それはすべて──

「お前が全部、仕組んだことだったのか……っ！」

　叫さけぶ声が震ふるえていた。頭が痛い。手が痺しびれるほどに冷たい。心臓が胸を突つき破りそうなぐらいに暴れる。視界が狭せばまり、フォルネウスだけが見える。

　──こいつのせいで、両親は死んだ。

　フォルネウスはイトの言葉を聞いて、ゆっくりと頷うなずいた。

「……っ！」

　イトは刀の柄つかを握って走り出した。

「待てイト！」

　サブナクの声がした直後、イトの身体は右目の熱と共に動かなくなった。サブナクの支配に抗あらがいながら、イトはフォルネウスを睨にらみつけたまま叫んだ。

「何すんだよ！　こいつのせいで、俺は……っ！」

　イトの殺意の目も、フォルネウスはそよ風を受けるように穏やかな顔で受け止める。

「ちなみに、イト。あなたをアスセナに呼び寄せたのも私です。ほんのわずかな時間、アインザッツの身体を支配し、あなたを調査しました。抉えぐり取りたくなるほど美しいその目で、すぐにあなたが瑠璃の一族だとわかりましたよ。あなたが来てくれなくては、何も始まりませんからね。本当に長かった」

　温和な微笑はアインザッツと同じはずなのに、今のイトにははっきりと、フォルネウスにしか見えなくなっていた。

　飛び出そうとするイトの腕うでを、サブナクの手が摑つかんで止める。振ふり解ほどこうとしたが、サブナクの鋭するどい眼光にイトは動きを止めた。

「キレた勢いで勝てる相手じゃねえぞ、奴やつは」

「それに……あれはアインザッツの身体からだよ」

　パルティータの静かな声こわ音ねに、頭に上った血が一気に下がり、右目の熱が消える。

「くそっ……！」

　イトは刀の柄を強く握にぎったまま、フォルネウスの斧おのが届かない範はん囲いまで後退した。

　フォルネウスはサブナクを見て言った。

「これだけ長い間苦労したのです。私に棺ひつぎを譲ゆずってはくれませんか？」

「ふざけんのも大たい概がいにしとけよてめえ……っ！」

　微笑ほほえむフォルネウスに、サブナクは怒いかりを露あらわにした。サブナクの様子を見て、フォルネウスはまるで駄だ々だっ子に観念したような表情で斧を持ち直す。

「では、仕方がありませんね」

「最初っからそのつもりなんじゃねえか」

　迷いのないフォルネウスの微笑に、サブナクも片頰ほおを歪ゆがませて笑い返す。

　フォルネウスから漂ただよう殺気を感じ取り、イトは刀の柄を握り直した。後ろからサブナクの気配が寄り添そう。

「行くぞ、イト。俺の力に身体を同調させろよ」

「でも……アインザッツ司教の身体だ」

「……ンな甘いこと言ってられる相手じゃねえ。魔力がなくとも、フォルネウスじゃ相手が悪い」

「……殺すなよ」

「保証は出来ねえな」

　アインザッツの身が案じられたが、イトも油断出来ない相手であることは理解した。体から力を抜ぬいて、右目に神経を集中させる。右の眼球が熱を帯び、どう身体を動かせばいいのか、サブナクの意志がイトの身体に流れ込んでくる。

　イトは抜ばつ刀とうすると同時に、一足でフォルネウスとの距きよ離りを詰つめた。切っ先を彼へと向ける。フォルネウスはその場に立ったまま、その大斧でイトの刀を受け止めていた。

　フォルネウスが斧を軽く振った。大したことのない動きだったが、イトは体ごと刀を弾はじかれた。浮いた体を宙で立て直し、次の瞬しゆん間かんには刀を振り下ろす気でいた。──が。

「──ぐっ……！」

　イトの鳩みぞ尾おちにフォルネウスの薙ないだ足が叩たたきつけられた。イトの瘦そう身しんは後方へと飛ばされ、壁かべに激げき突とつした。古い壁の破は片へんと共に、イトの体が床ゆかに倒たおれる。

「イト！」

　サブナクの叫び声と眼球の熱量に、イトは遠のいた意識を前方へと向けた。既すでに目の前にいたフォルネウスが大斧を振り上げていた。

　四し肢しがなくなることも一いつ瞬しゆん覚かく悟ごしたが、イトの身体には何の異変も起きていない。それどころか、大斧は未いまだフォルネウスの右手にあった。

「ああ、そうでした。あなたもいたのでしたね、パルティータ」

　大斧を振り下ろそうとするフォルネウスの右みぎ腕うでには、白い鞭むちが絡からみついていた。フォルネウスの視線がパルティータに移る。彼女はその鞭でフォルネウスの腕を拘こう束そくしていた。

「こんな美女を忘れるなんて、あんたも大概お花畑ね」

　パルティータの目がちらりとイトを見た。その意味を頭で理解するより早く、イトは刀を握り直してフォルネウスに向かった。フォルネウスは焦あせった様子もなく、腕に絡まる鞭を見た。

「姐ねえさん！　手を離はなして！」

　レントの叫び声に、パルティータはハッとしたが、遅おそかった。フォルネウスが鞭ごとパルティータの身体を引き寄せた。パルティータの身体が、イトの前に躍おどり出る。

「……っやめろサブナク！」

　イトはパルティータに振り下ろそうとする腕を、すべての神経を集中させて止めた。イトの刀は、パルティータの飴あめ色いろの髪を数本散らしただけで止まった。刀をパルティータに向けたまま静止したイトに、フォルネウスの斧が襲いかかり、イトは後ろに飛び退すさった。

　フォルネウスは左手でパルティータの首を摑み、そのまま彼女を宙に持ち上げた。細い首にフォルネウスの指が食い込み、パルティータは苦しげに呻うめいた。

「親友の手に掛かかって死ぬのなら、本ほん望もうでしょう？」

「誰が、親友よ……っ！」

「姐さん！」

　鋭くパルティータを呼ぶ声がして、イトはレントに目を向けた。彼の手は弓を引いていた。

「ダメだレント！」

　イトの制止を待たず、弦げんを弾く音がした。

　レントの放った矢は、フォルネウスに一直線に向かっていた。フォルネウスはその場から動かず、左ひだり腕うでを矢の先へと移動させた。──左手に摑んだパルティータの身体ごと。

「あ……っ！」

　矢が風を切る音が止まり、代わりにパルティータの口から短い悲鳴が上がった。

　ぽつりと、床に赤い雫しずくが落ちる。それはレントの矢が刺ささったパルティータの左ひだり肩かたから流れ落ちていた。

「さすがの命中率ですね、レント。素す晴ばらしい腕うで前まえです」

　向けられた優やさしい声音の先で、レントは顔を蒼そう白はくにして、崩くずれるように膝ひざをついた。

「姐、さ……っ」

「顔上げな、レント！　こいつから目を離しちゃダメ！　殺されるわよ！」

　俯うつむきかけたレントはパルティータの言葉に弾かれるように顔を上げた。彼女の目は未だ強くフォルネウスを睨みつけていた。その視線をフォルネウスは優しい顔で嘲あざ笑わらう。

「さすがは聖女様。気き概がいがおありだ」

「は……っ！　私は、ただの聖女じゃないわ……っ」

　パルティータは自分の首を絞しめるフォルネウスの腕を両手で摑んだ。

「大聖女様よ、くそやろう！」

　叫さけぶとほぼ同時に、パルティータは渾こん身しんの力で、フォルネウスの顔面に向かって膝を突つき出した。膝がフォルネウスの顎あごに当たる直前、彼はパルティータをふりほどくように投げ捨てた。床に叩きつけられ、苦しげに咳せき込みながらも、パルティータは力強く叫んだ。

「イト！」

　フォルネウスの懐ふところに、イトは飛び込んだ。彼の大斧は近すぎて振るえない距離だ。

　フォルネウスは呆あきれたようなため息をつく。

「大聖女様と結けつ託たくするのは、悪あく魔ま的にはいかがなものかと思うのですがね、サブナク？」

　フォルネウスの首を狙ねらって薙いだイトの刀は、彼の耳元で動きを止めた。

　血が刀を伝ってイトの手を濡ぬらす。フォルネウスは素す手ででイトの刀を握って受け止めていた。

　サブナクの意志を同調させていれば、常人よりも遥はるかに強い力を受けられる。にもかかわらず、フォルネウスに捉とらえられた刀が動かない。フォルネウスは血の流れ続ける左手を見て、今気付いたように呟つぶやいた。

「そういえば、すぐには治らないんでしたね、この身体は」

（しまった、アインザッツ司教の身体を……）

　イトがアインザッツの身体を案じた──フォルネウスから意識を逸そらしたその瞬間。銀の瞳ひとみが冷たく光った。

「何を考えているのです、イト？　戦いの最中に、よそ見は感心しませんよ？」

　フォルネウスはイトの刀を自分の方へと引き、前のめりになったイトの腹に膝をたたき込んだ。イトの身体が宙を舞まい、床に叩きつけられた。

　床に転がったイトは身を起こそうとした。しかし仰あお向むけに倒れたイトの胸に、衝しよう撃げきが襲おそいかかる。重圧と痛みで、イトは愛刀を手放していた。

「かっ、は……っ！」

　フォルネウスの靴くつの裏がイトの胸を踏ふみつける。呼吸が止まり、イトは両りよう腕うででフォルネウスの足を退どけようとしたがびくともしない。

　右目に熱を感じた。サブナクがイトを助けようとする意志が伝わってきたが、右目の熱はフォルネウスの声と共に消えた。

「この子が大切なら、余計なことはしない方が賢けん明めいですよ、サブナク」

　首には冷たい金属の感かん触しよくがある。鈍にび色いろに輝かがやく斧が、イトの首に突きつけられていた。

「この子もあなたと同じ、首だけの無様な姿にするのも面おも白しろいかもしれませんが」

「……ンなことすりゃあ、俺の身体の魔ま力りよくは手に入らねえぞ。俺の身体の封ふう印いんを解けるのは、瑠る璃りの一族であるそいつ以外いねえんだ」

　怒いかりを押し殺したサブナクの言葉を、フォルネウスは穏おだやかな声で嘲笑う。

「時間は掛かりますが、私の身体は魔ま界かいで回復出来ます。そのための手も既に打ってあります。ですが、あなたはどうです？　瑠璃の一族の血が途と絶だえれば、魔界に戻もどることも死ぬことも出来ず、未み来らい永えい劫ごう人間界に縛しばられる。それも面白いと思いませんか？」

「そんなこと、させるか……っ！」

　イトが呻くようにそう言うと、フォルネウスはにっこりと微笑ほほえんでイトを見下ろしてきた。

「では、封印を解いて私に棺ひつぎを譲ゆずってくださると？」

「それこそ……絶対に、嫌いやだ……っ！」

「強ごう情じような子は嫌きらいではありませんよ。──ですが今は、従順になってもらいましょう」

　一見慈いつくしむような笑えみでフォルネウスはそう言い、足あし下もとに転がるイトの愛刀を拾い上げた。

「放、せ！　それは……っ」

　イトが左手を伸のばすと、フォルネウスはその手を蹴けり飛ばした。蹴り自体は大したものではなかった。しかし次の瞬間、イトの左手は鋭するどい痛みに襲われた。フォルネウスに蹴り飛ばされた左手は、イトの愛刀によって貫つらぬかれ、床に縫ぬい付けられていた。

「く、ぁ……っ！」

　胸の圧あつ迫ぱくのせいで痛みを叫ぶことすら出来ない。

「可愛かわいらしい悲鳴ですね、イト」

　フォルネウスの笑い声に、地の底から響ひびくような声が重なった。

「てめえ……今度は殺すだけじゃ済まねえぞ」

「棺を譲って下されば、私もこんなことをする必要はないんですよ？」

　サブナクにそう言うと、フォルネウスは斧おのを持ち直し、イトを見下ろしてきた。

「気が変わったら、いつでも言って下さいね。もっとも、死んでもらってはつまらないですから、出来るだけ早くお願いします」

　柔やわらかな声と笑顔。ぞくりとイトの背筋から恐きよう怖ふが這はい上がってくる。頭の中で最大級の警告が鳴っている。イトの喉のど元もとから斧が離れた。フォルネウスは、イトの左腕を見ていた。

　──斬きり落とされる。

「イト！」

　低い声が叫ぶ。右目が熱くなるが、胸の重圧は消えず、刀を取ることも出来ない。抵てい抗こうは続けたが、胸の苦しさが勝まさり、目を閉じてしまった。

「フォル、ネウス……」

　斧を振ふり上げる金属音に紛まぎれて、掠かすれた声が聞こえた。声のした方向を見ると、淡あわい金色がふわりと揺ゆれた。壁かべに寄りかかりながら、カクトスで待っているはずのプロケルが立っていた。

　その身体からだは所々向こう側が透すけ、輪りん郭かくが朧おぼろ気げになっている。それでも茜あかね色いろの瞳は輝き、フォルネウスを一心に見つめていた。

　斧を下ろし、フォルネウスがプロケルに視線を向けた。

「プロケル……何な故ぜここに？」

「やっと、見つけた……っ。今度こそ本当に、フォルネウスだ……」

　涙なみださえ浮うかべるプロケルに、フォルネウスは微笑む。しかしそれはプロケルを拒こばむ冷れい酷こくな微笑みだった。

「魔界へ帰りなさい。あなたの役目はどうしました？」

　冷たい視線にプロケルは身を竦すくませたが、震ふるえる声を絞しぼり出す。

「もう、身体を保てなくて……」

「あなたが集めた魔力は、あなたが消えれば自動的に私のものになるようになっています。あなたが人間界へ来る必要はなかったんですよ」

　口調は穏やかだが、冷たい言葉をフォルネウスはプロケルに突きつける。しかしそれを聞いて、プロケルは心から安あん堵どして笑っていた。

「そっか……。なら、良かった……」

「………」

　フォルネウスの口が動いたが、イトには聞き取れなかった。しかしプロケルを見つめるフォルネウスの表情が、わずかに驚おどろいたように見えた。

　プロケルは一いつ瞬しゆんだけイトに視線を向け、口元を動かした。

　──約束、守ってくれてありがとう。

　声にはなっていなかったが、プロケルの言った言葉がイトには理解出来た。

　プロケルは再びフォルネウスを見上げた。その目が涙で潤うるんでいた。

「フォルネウス……全然役に立てなくて、ごめんなさい」

（そうだ、プロケルも……）

　サブナクの身体を取り戻そうとするイトと方法や目的は違ちがえど、プロケルもフォルネウスの身体を元に戻すためにここまで来たのだ。プロケルの涙はフォルネウスとの別れを悲しむだけのものでなく、彼のために何も出来ない自分の不ふ甲が斐いなさを嘆なげくものだと、イトにはわかった。

　言葉を紡つむぐ度たびに、プロケルの身体の輪郭が頼たよりなく揺れ、明めい滅めつする。それでもプロケルはフォルネウスに幸せそうに笑った。

「僕に身体をくれて、傍そばにいさせてくれて……嬉うれしかった」

　プロケルの身体が力なく床ゆかの上に倒たおれ込む。たったそれだけの衝撃で、今のプロケルは消えてしまうだろう──イトはそう感じながらも、見ていることしか出来なかった。

　突とつ然ぜん、広間に金属音が反はん響きようした。音のする方向を見ると、大斧が無造作に倒れていた。

　イトの胸から重さが消えた。自分の身体の上を見上げるが、そこにフォルネウスの姿はない。

　踏みつけられていた息苦しさで、すぐに行動することが出来なかった。イトは咳せき込みながら起き上がる。しかし左手には愛刀が刺ささったままだ。息を止め、左手から刀を引き抜ぬいた。

「っ……！」

　鮮せん血けつが床に散る。痛みは残るものの、サブナクの力ですぐに血は止まった。

　激痛に目を眇すがめながらも、イトは首と目だけでフォルネウスの姿を探し、そして目を瞠みはった。

　フォルネウスはその腕うでに、倒れたプロケルの身体を抱き留とめているように見えた。

　──イト。

　倒れたままのイトを、右目が呼ぶ。

　フォルネウスを見み据すえた右目から力が注ぎ込まれ、イトは走り出した。左手にはまだ痛みがあったが、サブナクの力によって治ち癒ゆされていく感覚を信じ、いつものように柄つかを握にぎる。

　イトの気配を察したフォルネウスが、プロケルを抱いたまま振り返る。その様子に焦あせりはなく、笑みが浮かんでいた。イトは驚き、勢いを殺そうとしたが、右目はまだ熱を持ったままだった。サブナクの力に押され、イトの刀はフォルネウスの脇わき腹ばらを刺し貫いた。

　微笑んだフォルネウスの口元から、つ、と紅あかい筋が伝い、プロケルの頰ほおに落ちた。消えかかるプロケルの頰に、紅い雫しずくだけがはっきりと残る。

「……わざと避よけなかったな」

「そう……ですね」

　イトが刀を抜くと、彼は一瞬だけ顔を顰しかめ、背後の壁に寄りかかってずるずると座り込んだ。

（何で、プロケルを……？）

　あれだけ冷たく突つき放した相手を抱き留めるような男には見えなかった。

　俯うつむいている彼の眼前に刀の切っ先を向け、イトは口を開いた。

「勝負はついた。サブナクの魔力は諦あきらめてもらう」

　フォルネウスは優やさしく微笑んだまま黙だまっている。

「おい、聞いてるのか？」

　問い詰つめるイトの背後に、サブナクがやってきた。サブナクはフォルネウスをしばらく無言で見下ろしていたが、不意に短く呟つぶやく。

「……違う、な」

「違う……？」

　イトは首を傾かしげ、もう一度フォルネウスを見下ろす。彼の視線はプロケルに注がれていた。

（まさか──！）

　刀を持つ手から力が抜け、イトはフォルネウスに向けていた刀を下ろした。イトは顔を引きつらせ、彼を見下ろす。俯いた顔からは、微笑む口元しか見えない。

「アインザッツ、司教……っ？」

　血に濡ぬれた唇くちびるから笑い声が零こぼれる。

「何を言ってるんです……？　私は、フォルネウスですよ」

「このバカ！　ヘッタクソな演技してんじゃないわよ！」

　ヒールの音と力強い声がした。パルティータは彼の傍に膝ひざをつき、イトが貫つらぬいた脇腹の傷に治癒法術を施ほどこした。彼女の左ひだり肩かたは既すでに法術で治したのか、服が破れているだけで傷はなかった。

「あなたこそ……何を言うんですか、パルティータ」

「往おう生じよう際ぎわが悪いわよ。フォルネウスって言うんなら、私のこと、殴なぐってでも止めてみな」

「……いいでしょう」

　頷うなずいた彼の白い手が、パルティータに向かった。パルティータは目を瞠り、法術を施していた手も一度引っ込めた。

「なっ……！　私が間ま違ちがえるわけ……っ」

「パルティータ！」

　イトは刀を持つ手を上げようとしたが、遅おそかった。白い手はパルティータの顔に触ふれ──

　ぺち。

　緊きん迫ぱくした空気の中、パルティータの頰から気の抜けた音がした。彼の手はパルティータの頰を叩たたくというより、強く触れただけで止まっていた。パルティータは目を丸くしてしばらく固まっていた。彼女だけではなく、その場にいた全員が同じような顔をしていた。

　ひくりと、パルティータの口元が動いた。彼女の手が勢いよく銀ぎん髪ぱつを引っぱたいた。

「びっくりさせんじゃないわよこのド天然！　あー、一瞬でも騙だまされた自分に腹が立つー！」

「間違いないです！　緊きん張ちよう感かんを壊こわすこの感じ！　アインザッツ司教に間違いないです！」

　パルティータが悔くやしげな叫さけび声を上げ、レントも妙みようなところで確信を持ってそう言った。

「アインザッツ司教……」

「……バレてしまいましたね」

　イトが呼びかけると、彼はいつもの優しい微笑ほほえみのまま、イトを見上げてきた。

「そんな顔をしないで下さい、イトくん」

　戦った相手がフォルネウスであろうと、傷を負うのはアインザッツだ。わかっていたが、血の気の引いた青白い彼の顔を見ると、何も言えなくなってしまい、イトはただ俯いた。

　黙り込むイトの頭にサブナクが手を乗のせたが、払はらう気力もない。サブナクはイトの髪かみをくしゃりと搔かきまぜた。イトがサブナクを見上げると、彼は何気ない顔でイトを見下ろしてから、アインザッツに話しかけた。

「よく出てこられたもんだ。この機会をフォルネウスが見み逃のがすとは思えなかったんだがな」

「フォルネウスさんに身体からだを使われている最中も、私には意識がありました」

　アインザッツは沈ちん痛つうそうな面おも持もちで俯いた。

「ですから……彼の目から、彼がすることをすべて見ていましたが、止められませんでした。皆みなさんを傷つけているのがわかっていながら、私は何も出来ませんでした。本当に──」

「あんたがやってない行こう為いに謝罪なんかいらないわ。どうしてあんたが出てこられたの？」

　アインザッツの言葉を、傍かたわらで法術を施すパルティータが大声で遮さえぎった。パルティータに困ったような笑えみを向けてから、アインザッツは話を続ける。

「……当然、プロケルが来たのも見えていました。プロケルが倒れるのを見て、あのまま消えてしまうと思って……気が付けば、私はこの手にプロケルを抱き留めていました」

「フォルネウスを無む理り矢や理り押さえ込んだのかよ。大した奴やつだな」

　感かん嘆たんではなく、呆あきれた様子でサブナクはそう言ったが、アインザッツは首を振ふった。

「……恐おそらく、フォルネウスさんが私に身体を譲ゆずって下さったんだと思います」

「あ？　何でだよ？」

「イトくん達と戦っている最中は、彼は決して私に身体を譲ろうとはしませんでした。ですが、プロケルを助けなければと私が思った時には、私はこの身体を少しだけ取り戻もどせたのです。……きっと彼も、本心ではプロケルを愛いとしく思っていらっしゃるのではないでしょうか。でなければ、私は出てくることは出来なかったと思います」

　アインザッツの言葉を聞いて、イトはふと考え込む。──それが本当なら。

（……賭かけ、だな）

「どしたイト？」

　サブナクが顔を覗のぞき込んできた。その顔を押し返しながら、イトはアインザッツを見つめた。

「今、フォルネウスに呼びかけたら、聞こえるんですよね？」

「ええ。彼は私の目を通して、私と同じ物を見聞きしてきたようですから、恐らくは今も……」

　アインザッツの答えを聞いてから、イトはアインザッツの銀の瞳ひとみを貫くように見つめた。その向こう側にいるフォルネウスの瞳に届くように。

「……フォルネウス、取引だ。サブナクの魔ま力りよくを諦めろ。それから、もうアインザッツ司教の身体を使うな。その代わり──」

　イトはアインザッツの腕の中で消えかかるプロケルに視線を落とした。アインザッツがプロケルを抱く腕に、わずかに力を込めたように見えた。

「俺はプロケルを、サブナクの魔力で回復させる」

　アインザッツの銀の目が大きく開き、イトを見上げる。

「本当、ですか……」

　アインザッツは縋すがるようにイトを見つめてきた。イトが頷く直前、大声が飛んできた。

「はあ!?　冗じよう談だんじゃねえ！　何でこいつらの事情に俺が付き合わなきゃならねえんだよ！」

　耳鳴りがするほどのサブナクの怒ど鳴なり声に耳を押さえながら、イトは彼を睨にらみつける。

「今この右目は俺のものでもあるんだろ。お前だって、勝手に使えって言ったじゃないか。っていうか、伝説の大だい悪あく魔まサマって、魔力をケチるような器うつわの小さい男だったんだ？」

「ほおおおおおう、言うようになったじゃねえかこのクソガキ……！」

　サブナクの押し殺した怒ど声せいを背後に、イトは刀をしまってアインザッツの前に膝を突いた。

　不安そうなアインザッツに頷いてから、イトは消えかかったプロケルの額に触れる。触れている感覚はあるが、温度は感じない。

　右目を意識し、熱を感じると、その熱を手からプロケルへと移す。紅あかい靄もやに包まれるプロケルを、アインザッツは心配そうに見つめていた。

　イトが手を離はなすと、紅い靄が晴れた。アインザッツの腕うでに抱だかれたプロケルに、明めい瞭りような形が戻っていた。

　アインザッツはプロケルの頰ほおに付着した自分の血を拭ぬぐい、その身体を抱きしめた。愛しさを宿した銀の瞳は幸せそうに細められ、目の端はしにはわずかに煌きらめくものがあった。

「ありがとうございます、イトくん」

「……礼を言われる立場ではないです」

　アインザッツの脇わき腹ばらの傷を見て、イトは静かに首を振った。アインザッツは首を振ると、立ち上がろうとしたイトの腕を摑つかみ、真しん摯しな声でイトに言った。

「あなたは私達の恩人です。もし、フォルネウスさんにあなたの言葉が届いていなければ、私が必ず説得すると約束します」

「……お願い、します」

　アインザッツの怖こわいほど真しん剣けんな表情に驚おどろきながら、イトはそう言って、ふと彼の言葉に引っかかりを覚えた。

（私達……？）

　単純に考えれば、アインザッツとプロケルのことだろう。しかしそこには、フォルネウスも含ふくまれているのだろうか。気にはなったが、顔色の悪いアインザッツにそれ以上の問いを重ねられず、イトは立ち上がった。

　その瞬しゆん間かん、くらりと景色が揺ゆれた。連戦でサブナクの力を使ったために、身体が疲つかれを訴うつたえたようだ。ふらついた背中を、優やさしく支えられた。

　頭を振って意識をはっきりさせてから後ろを振り返ると、パルティータの微笑みがあった。

「ブラーヴォ、色男」

「……うるさい」

　イトは彼女の手から離れ、歩き出した。

　──まだ何も、終わってはいない。

「イト？　どこに……」

　アインザッツの脇わきに座り込んだレントが声をかけたが、イトは歩みを止めない。イトが進む先には、すでに先を行く背中がある。サブナクは肩かた越ごしにイトを振り返った。

「行くぞ」

「……わかってる」

　イトは頷うなずいて歩みを速めた。向かう先は、セレナが言っていた、棺ひつぎの部屋へ続く扉とびら。

「え、ちょっと待ってよイト！」

　レントの言葉がすべて終わる前に、ヒールが床ゆかを叩たたく。イトとサブナクが向かっていた扉の前には、先回りしたパルティータが二人の行く手を阻はばんだ。

「残念。ラスボス登場よ。この大聖女様の許しなしに、復活出来るとは思ってないわよね？」

「っだー！　次から次へと面めん倒どう臭くせぇな！　イト！　こいつはさっさと殺やっちまえ！」

　サブナクは苛いらついた声で叫ぶと、イトの右目が熱を持った。イトは刀に手をかけないよう、右手を握にぎりしめてサブナクの力を押さえ込み、パルティータを見み据すえた。

「こいつが復活しても、危害を加えさせない。……頼たのむ。信じてくれ」

「一方的に信じてくれなんて、ずいぶんと勝手なこと言ってくれるわね。あんたが私達を信じてくれなくちゃ、私達だってあんたの言葉を信じる気になんかなれないわよ？」

　パルティータの言葉に、イトは何か言い返そうとした。しかし、何も浮うかばない。

　今までイトが何かを信じることはなかった。そんな不確かなものを頼たよって、目的を邪じや魔まされるのはご免めんだった。

　──信じられない。

　きっとパルティータもレントも、この扉を開けて、イトの目的を邪魔をする。イトの生きる意味、そして目的を。それを邪魔されるぐらいなら、やっぱり、ここで──

　イトの右手が、自然と刀の柄つかに触ふれようとした。

「イト」

　イトの手を押さえるように、温かい手が触れた。

　弾はじかれるように顔を上げると、レントの明るい笑顔があった。唇くちびるを尖とがらせた顔を、レントはパルティータに向けた。

「もー、姐ねえさん、意地悪ですよ。イトが噓うそつくわけないじゃないですか」

「わからないわ」

「あ、それこそ噓ですよ。姐さんはそういうこと、絶対見み抜ぬく人ですもん」

　自信満々のレントの言葉を、パルティータはただ黙だまって聞いていた。

「お前……俺の言うこと、信じるのか？」

　イトが眇すがめた目を向けると、レントは裏のない笑顔で答えた。

「助けてくれた友達を信じない方が無理でしょ。それに、もしイトが噓をついてて、サブナクさんが人類を滅めつ亡ぼうさせるってことになったら、僕を助けた意味がわかんないしさ」

　にこにこと笑うレントに驚きを隠かくせずにいると、イトの耳にヒールを叩く音が聞こえた。

　パルティータは道を空け、イトの前で屈かがんで視線を合わせた。目の前の美び貌ぼうがにやりと笑う。

「わかってるだろうけど、これだけ信用されちゃ、裏切ったら寝覚めが悪いわよ？」

「……そうだな」

　脇を通る際に肩かたを叩かれる。少しだけ、肩の力が抜ぬけた。パルティータは恐おそらく、これからイトがどうなるのか勘かん付いているのだろう。

「無事に帰ってきてね、イト」

　レントの笑え顔がおに、イトは小さく頷く。レントの隣となりでパルティータが不思議そうな顔をした。

「あら、イッちゃん。私に何か言うことはないのかしら？」

「その呼び方やめろ。……あとのことは、俺、知らないからな」

　だから頼むと、パルティータにしか聞こえないような小声で言い、イトは扉に手を掛かけた。

（待っててくれても、俺は帰れない）

　──レント……裏切って、ごめん。

　声に出さずに、イトは呟つぶやく。背後で扉が閉まった。
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　魔ま物ものをすべて滅ほろぼす。そのためには、どんなことだってする。

　例えばその結果が、イトの死だったとしても。




　三年前のあの日、炎ほのおに吞のまれた村の前で、イトはサブナクに言った。

「契けい約やくしろ、サブナク。お前の身体からだは俺が取り戻もどして、必ず復活させる。その時には、この世界にいるすべての魔物を、滅ぼして欲しい」

　望みを言ったイトの前で、サブナクが挑ちよう戦せん的な笑みを浮かべている。

「その代だい償しように、お前は俺に何を差し出す？」

　鋭するどい双そう眸ぼうに、イトは契約の代償を告げる。

「俺の、魂たましい」

　サブナクの紅い瞳ひとみに、イトの青い瞳が重なっている。互たがいの目に映っても、その瞳の色は決して混じらず、互いの目の中で強く輝かがやく。

　サブナクの口から舌打ちが聞こえた。

「正解だ、馬ば鹿か野や郎ろう」

　不ふ機き嫌げんそうに言って、サブナクはイトを厳しい目で見下ろしながら言葉を続ける。

「だが、魂を差し出すってのがどういうことなのか、わかってんだろうな？」

「わかってる」

　頷いて、イトは腰こしに差した刀を見下ろし、そっと触れる。イトに託たくされたそれは、ただイトの行動を見守るように静かに傍かたわらにある。

「死ぬことも、父さんと母さんに守ってもらった命だってことも、ちゃんとわかってる」

「お前が死んだ後の話だぞ？　それでもいいのか？」

　手に慣れた刀の柄をぎゅっと握って、イトはサブナクに視線を戻した。

「それでもお前が、叶かなえてくれるんだろ？」

　この刀一本では、叶えられない願い。

「俺ひとりじゃ、出来ないんだ」

「……そうだな。俺ひとりでも出来やしねえ」

　イトが見上げると、サブナクは楽しげに紅あかい目を細め、良く響ひびく声で朗々と宣言した。

「我が名はサブナク。契約者はイト。契約者の魂と引き替かえに、契約者の望みを叶えることをここに契約する──」
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　広間の扉の向こうは、真っ暗な闇やみが広がっていた。扉を閉めると、辺りは完全に闇に吞まれ、何も見えなくなる。

「邪魔されねえよう、開かないようにしとくか」

　サブナクの言葉にイトも頷く。手て探さぐりで扉に触れると、イトが触れた箇か所しよから木製の扉が石になっていく。扉は完全に石の壁かべに変わった。向こうからは木製の扉に見えるはずだ。

　再び闇の中を振ふり返る。真っ暗だったイトの視界が突とつ然ぜん明るくなった。サブナクが備え付けてあった蠟ろう燭そくに火を点つけたようだ。

「火は点けてやる。行くぞ」

　言いながら、サブナクは先に階段を下りて蠟燭に火を灯ともす。

　蠟燭の明かりを頼りにしばらく進む。長い階段を下りながら、確かサブナクの首も、こんな地下深くにあったなとイトは思い出していた。

「この先か。厳重なこって」

　先に進んでいたサブナクの声を聞いて、イトは急いで階段を下り、彼の隣に並んだ。

　背の高い扉が立ちはだかっていた。イトが手を触れる。──と。

「開いた……」

　大した力は込めていないはずだったのに、扉はイトを待っていたかのように開いた。

　さほど広くない空間は、淡あわい銀色の光に包まれていた。光源を見定めようと見上げると、小さな円い窓が、はるか遠くに見え、そこから月の光が差し込んでいた。

　月の光は、祭さい壇だんのような場所に置かれている棺を照らし出している。

（まるで葬そう式しきだな）

　棺を見て、イトは内心で呟いた。そしてそれがあながち間ま違ちがっていないことに気付く。

　ただしそこに横たわる身体は蘇よみがえり、代わりに死に逝ゆくのは──

　立ち竦すくんでいたイトは首を振り、隣にいるサブナクを見上げた。

「本当にあの棺の中にあるんだな？」

「ああ。間違いねえ」

　サブナクの言葉を聞いて、イトは棺ひつぎの側そばに立った。棺は成人男性が十分横たわれる大きさで、鉄で出来ていた。至る所に呪じゆ文もんのような模様が描えがかれている。

　イトが棺に手をかける。予想以上に冷たい、無機質な感かん触しよく。

（これで、俺とサブナクの契約は終わる……）

　サブナクは本来の姿を取り戻す。そしてイトの魂は、サブナクに捧ささげなくてはならない。

（あ、れ……？）

　棺の温度が移ったのだろうか。イトは自分の手が冷え切っていることに気付く。心臓はうるさいぐらいに脈打ち、何かを訴うつたえている。棺の蓋ふたにかけていた手が震ふるえ、動きが止まっていた。

「何だ？　今いま更さらビビッてんのかぁ？」

　サブナクの茶ちや化かすような声が、背後から飛んでくる。

「……わから、ない」

　棺から手を離はなし、イトは自分の掌てのひらを見つめた。いくら力を込めても、震えを止めることが出来ない。

「俺……、お前の身体を絶対探し出すって言っておきながら……お前に魔物を滅ぼして欲しいとか言っておきながら……今更、死ぬことが怖こわいとか思ってんのかな……？」

　手から伝でん染せんするように、声も震えていた。

「俺、本当は……覚かく悟ごなんて出来てなかったのかな」

　何の音も聞こえない空間に、イトの声が虚むなしく広がり、消えた。

「……情け、ない……」

　そう呟いた直後、背中に突然重さを感じて、イトの心臓は一ひと際きわ大きく跳はねた。

「なっ……！　何だよ！」

　早はや鐘がねのように鳴る胸を押さえながら、イトはのしかかってきたサブナクに叫さけんだ。驚おどろきのあまり、上げた声は悲鳴に近かったかも知れない。

「死にたくねえか？」

　のしかかるサブナクの声に、イトは素す直なおに頷うなずいた。

「……多分。だけど、契約はちゃんと果たしたい。お前の身体を、ちゃんとお前に渡わたしたい」

　瑠る璃りの一族を守り、身体と首を切り離されて五千年も封ふう印いんされ、そしてイトを助けてくれた彼が報むくわれないのは、あんまりだ。

　頭に乗ったサブナクの手が、ぽん、とイトの髪かみを撫なでるように叩たたいた。

　サブナクはイトの頭から手を離すと、自分の身体が入っているであろう棺に腰こし掛かける。サブナクとイトの視線が近くなる。

「なぁイト。ひとりってのが、どういうことか、わかるか？」

「……正直、よくわからない。俺には、両親がいたし……何より、お前がいた」

　イトの言葉に、サブナクは小さく、嬉うれしそうに笑った。

　十年前のあの日から、憎にくしみも悲しみも怒いかりも……喜びも、イトは傍そばにいる彼と共有出来ていた。この十年間、イトは孤こ独どくだけは感じたことがなかった。

「自分以外何もないってのはな、自分が存在してんのかどうか、わからなくなっちまうんだよ。生きてるのか死んでるのかもわからねえ。……それが俺の、封印されていた五千年間だった。それに終しゆう止し符ふを打ってくれたのが、お前だ」

　サブナクは笑えみを浮うかべながらそう言ったが、不意にその表情を消す。

「だが俺は、お前から大事なもんを奪うばってばかりだ」

「何言ってんだよ！　そんなこと──」

　イトの否定の言葉を、サブナクは海の底を思わせる、冷たく暗い声で遮さえぎった。

「お前の両親が死んだ原因は何だ？　あの村が襲おそわれた原因は何だ？　お前が命をなげうつことになったのは何でだ？　全部俺が原因だろ？」

「違ちがう！」

「違わねえ」

　イトの否定の言葉を、サブナクは固い瞳で拒きよ否ひした。

　──お前のせいじゃない。

　そう言いたかったが、イトは口を閉とざしていた。その言葉を、サブナクは決して受け取らない。届くことすらないだろう。

「俺はあの五千年を終わらせてくれたお前から、大事なもんを奪ってばかりいる。俺はそれが許せねえ。──だからな、イト」

　サブナクの紅い瞳ひとみが、イトを真っ直すぐに見つめてきた。

「せめて俺は、お前の命を賭かけた望みぐれえは、叶かなえてやりたいと思ってんだ」

　そう言ってサブナクは笑った。その瞳は真しん剣けんそのものだった。

「イト。魔ま物ものは俺が必ず滅ほろぼす。だが、俺ひとりじゃ無理だ」

　五千年の孤独を知るサブナクが、死に逝ゆくイトに何かを期待する。

　いつの間にか、身体からだの震えは治まり、イトは自然と笑っていた。

「俺がいること忘れんな、オッサン」

「生意気言うなクソガキ」

　いつもは怒おこる単語にも、サブナクは笑ってイトの頭を小こ突づいてきた。

「俺とお前の野望、叶えるぞ」

　サブナクは片頰ほおを歪ゆがめるいつもの笑い方で、イトの前に拳こぶしを突つきつけた。

　──瑠璃の誇ほこりを、もう一度、あの方の目に。──必ず。

　不意に、死ぬ間ま際ぎわの母の言葉が脳のう裏りに蘇った。

　サブナクの目に、イトの瞳が映る。揺ゆるぎない瑠璃色がそこにあった。
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　サブナクの拳に、イトの拳がごつ、と触ふれる。

　棺の上からサブナクが立ち上がり、イトはもう一度棺に向き直った。

　自分の望みを叶えるために、イトは棺に触れた手に力を込めた。

　がこんと大きな音がして、棺の蓋が床ゆかに落ちる。
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　イトの刀を摑つかんだ左手の傷が塞ふさがっていく。法術の光を眺ながめながら、アインザッツは自分の手を摑むパルティータに尋たずねる。

「何な故ぜ、二人を行かせたのですか？」

　パルティータはちらりとアインザッツを見たが、すぐに手元に目を向けて答えた。

「行かせなきゃ、あの子は私達にも刃やいばを向けてたかもしれない。その方がずっと、あの子を孤独にさせるわ。──以上終わり。脇わき腹ばらの傷も一応塞いだけど、まだ安静にしてなさいよ」

　勢いよく立ち上がって、パルティータはロリポップを口に放ほうり込んで扉とびらに向かった。ポキポキと指を鳴らし、扉の前で仁に王おう立だちした。

「さーてと。扉ぶっ壊こわすかー」

　パルティータの言葉に呆ぼう然ぜんとしていたレントが、ようやく我に返って声を上げた。

「え……？　えええええええ!?　ね、姐ねえさん!?　さっきの話聞いてました!?　イトのこと、待ってるんじゃなかったんですか!?」

「ああ、あんたはやんなくていいわよ。約束したものね」

「や、やめてくださいよ！　せっかくイトが僕達を信じてくれたんですよ!?」

「そうねー。確かに私はあの子の根本は悪い子じゃないって信じてる。だけど、だからこそあの子は噓うそをつくわ」

「噓……？」

　パルティータは扉に手を触れる。

「私達を悲しませないための噓。あの子は、ここに帰ってくる気はないでしょうね。まぁそんなこと私が許さないから、無む理り矢や理りにでも連れて帰ってやるけどね」

「え……。ど、どういうことですか？　帰って来ないなんて、どうしてわかるんですか？」

　予想もしていなかったのだろう、驚き、悲しげな顔をするレントを、パルティータは振ふり返った。そして自信に満ちた顔で答える。

「だってあの子、私に金返せって言わなかったもの」
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　重い棺ひつぎの蓋ふたが床に落ちる大きな音に、イトは顔をしかめる。

「今度こそ、本物か……？」

　棺のある空間にイトの怪け訝げんな声が響ひびいた。その声からは緊きん張ちようよりも、疲つかれが色いろ濃こく出ていた。

　今イトとサブナクの周りには、空の棺が無数に口を開けていた。意を決して蓋を開けた鉄の棺から現れたのは、一回り小さい木製の棺だった。その木製の棺を開けると、次も一回り小さな棺、それを開けるともう一回り小さな棺。……それを十回以上繰くり返し、今イトの前には、両手に載のせて余る程度の棺──というには小さすぎる小箱があった。

「……入ってなくね？」

「諦あきらめるな張本人っ！」

　立っていることすら億おつ劫くうになってしまったのか、空になった棺をベッド代わりにして寝ね転ころんでいるサブナクを、イトは怒ど鳴なりつけた。

　実際に手に取ってみると、ほとんど箱の重さしかないのではないかと思うほどに軽かった。イトは疑問と落らく胆たんで頭を混乱させながら、両手に持った小箱を裏返し──大声を上げた。

「サブナク！　これ！」

　小箱の裏には、イトの目の色とよく似た、濃こい青色をした石がはめ込まれていた。十年前、サブナクの首を封ふうじていたあの石に似ている。イトの声にがばりと起き上がり、サブナクはイトの傍までやってきた。

「俺を封じていた石か……！　ってことは、これが最後か！」

「あ……ああ！　うん！　きっとこれが最後だ！　この中にお前の身体があるはずだ！」

「そうだな、絶対にこれが最後だ！　間ま違ちがいねえ！」

　箱の小ささはこの際気にしないように、二人は無理矢理テンションを上げた。

　イトは自分を奮い立たせ、小箱の蓋に手を掛かけた。指に力を込めると、見た目より重みのある蓋がゆっくりと開き、イトは小箱に収まっているものをその目に映し出した。

「え……」

「どうした!?」

　イトはサブナクの声を聞いて、慌あわてて小箱の蓋を閉じていた。小箱の蓋は中のものを再び封じてしまった。途と端たんにサブナクの怒ど号ごうが飛んできた。

「おいこらイト！　今いま更さら何のつもりだ！」

「い、いや、えっと、その……お前は見ない方が……いい、かも……」

　イトは動どう揺ようを隠かくしきれず、思わず小箱を背中に隠した。サブナクも、イトの様子のおかしさに平静を取り戻もどす。

「何だ？　まさか……俺の身体じゃねえってのか？」

　サブナクがそう思うのも無理はない。しかしイトは右目を押さえ、首を振った。

　箱を開けた瞬しゆん間かん、それを見た右の眼球が灼やけるように熱くなった。瞼まぶたが閉じられないほどに、この右目は小箱の中のものを欲ほつし、自分と同じ存在だと主張していた。

「だったらさっさと開けろ！」

　イトは意を決したように、サブナクに向かい合った。蓋に手をかけ、小箱を開ける。サブナクの紅あかい目が、箱の中身を映し出した。

　しばらくサブナクはじっと箱の中を見ていた。その顔には珍めずらしく表情がない。

　沈ちん黙もくの中、空気がひりつき始める。サブナクが大きく息を吸った。そして。

「ふざけんなあああああああああ！」

　耳元で怒ど声せいというには生なま温ぬるい轟ごう音おんが響き、イトは思わず片手で耳を押さえた。そしてサブナクの怒いかりの矛ほこ先さきは、突とつ然ぜんイトに向かってきた。

「おいこらイト！　お前の祖先は何考えてやがんだ！」

「俺が知るかバカ！　俺だって今これを封ふう印いんした奴やつがいたらぶん殴なぐってやりたいよ！」

　もう一度、イトは小箱の中身を確かく認にんした。やはりそこに、サブナクの身体はない。

　箱の中には、紅く上質な布の上に、十本の男の指がピアノを弾ひくように綺き麗れいに並んでいた。

「これだけ、探して……指だけ、って……」

　これからまだサブナクの身体を探す途と方ほうもない旅が続くのかと思うと、イトは少しだけ泣きたくなった。







　　エピローグ　それぞれの足音




　真っ暗な空間にアインザッツは立ち竦すくんでいた。これが夢であるとわかったが、いつも見ている夢の感覚とはどこか違ちがっていた。

　誰だれかが目の前に立つ。自分と寸すん分ぶん違たがわぬ姿に、アインザッツはそれが誰なのかを知る。

「こんにちは。フォルネウスさん……ですね」

「あなたとこうして話をするのは初めてですね、アインザッツ」

　フォルネウスの静かな微笑ほほえみを不思議な気持ちで見つめながら、アインザッツは口を開いた。

「あなたに、お願いがあるのです」

「イトとの取引のことでしょう？」

　アインザッツが頷うなずくと、フォルネウスは呆あきれたようにため息をついた。

「私があの時、あなたに身体からだを渡わたしてしまった時点で、私はあなたに負けています。しかし拒きよ否ひ権がなかったとはいえ、あなたが勝手にしたことですからねえ……」

「ですが、ああしなければプロケルは……っ」

「ええ、わかっていますよ。ただ、納なつ得とくがいかないんです。ですから──」

　フォルネウスが一歩、アインザッツに歩み寄る。

　アインザッツが顔を上げると、自分ではない、しかし同じ顔が笑っていた。

「アインザッツ、私と契けい約やくを交かわしませんか？」




　　　　[image: ]




　イトはアインザッツの部屋の前に立っていた。パルティータの法術で傷は塞ふさがったとは言え、まだ完全には治っていない身体を癒いやすため、アインザッツは休養を取っていた。

　アインザッツの身体には、イトの仇かたきであるフォルネウスがいる。プロケルを助ける代わりに彼の身体を使うなという取引はしたが、フォルネウス自身に言げん質ちが取れたわけではない。

（またいつ、フォルネウスがアインザッツ司教の身体を使って現れるかわからない……）

　再びフォルネウスと見まみえることがあれば、たとえその身体がアインザッツのものだとわかっていても、イトは自分を抑おさえる自信がなかった。フォルネウスは憎にくいが、アインザッツを傷つけたくはない。同じ身体でも、彼ら二人に対する感情は正反対のものだった。その証しよう拠こに、イトは自分が傷つけてしまったアインザッツが気になって、今もこうして見み舞まいに来ている。……もしかしたらまた、フォルネウスが現れているのではという懸け念ねんを抱いだきながら。

　意を決してドアを開くと、ベッドに身を起こしたアインザッツが優やさしい笑え顔がおでイトを迎むかえた。その傍そばではプロケルが寝ね息いきを立てていた。見舞いに来て、そのまま眠ねむってしまったのだろう。

　内心で安あん堵どするイトに、アインザッツはいくつか世間話をしてから、少し声を潜ひそめて言った。

「……フォルネウスさんと、お話しすることが出来ました」

　突然の言葉に、イトは驚おどろいてすぐには声が出なかった。

「フォルネウスは、なんて……？」

　イトは緊張した声を発した直後、あることに気付く。イトの視線はアインザッツの左手に向かっていた。そこには手に絡からまっているような、蔦つたに似た銀の模様が浮うかんでいた。彼の瞳ひとみと同じその色に、イトの心臓がどくんと嫌いやな音を立てる。

「アインザッツ司教、まさか……っ」

「はい。フォルネウスさんと、契約しました」

　アインザッツは、自分の了りよう解かいの下、これからも身体をフォルネウスに貸すこと、そして、身体を貸す代わりに自分の望みを叶かなえて貰もらうことをイトに話した。

　怒りよりも驚きが先に走り、呆ぼう然ぜんとしていたイトに、アインザッツは沈ちん痛つうな面おも持もちで続けた。

「……すみません。説得すると言っておいて、このような有様です。謝って済むことではないとわかってはいます。ですが、契約することで、はっきりすると思ったのです」

「はっきりって、何がですか……？」

「あなたは私に会う度たび、フォルネウスさんではないかと、不安だったのでしょう？」

　言い当てられて、イトは沈黙する。

「悪あく魔まとの契約は絶対と聞きました。それはイトくん、あなたの方がよくご存じかと思います」

　静かにそう言って、アインザッツは左手を──フォルネウスとの契約の証あかしを見つめた。

「私が契約をもって呼ばない限り、彼は私の中で眠っています。そしてこれからは私の了解の下でしか、フォルネウスさんはこの身体を使うことは出来ません。もう彼が、あなたを傷つけることはありません。私が決してさせません。この契約はその証です」

「でも……っ、あなたは、それでいいんですか!?　あいつはあなたの人生を狂くるわせた張本人じゃないですか！　俺のためなんかに、そんな奴と契約するなんて……何で……っ」

　絞しぼり出すように叫さけぶイトに、アインザッツはイトを安心させるように微笑む。

「私はフォルネウスさんに、もしこの身体を使うことがあれば、私の大切なものを守るために使って下さいとお願いしました。それが彼と私の契約内容です」

　イトは目を瞠みはって黙だまると、アインザッツがくすりと小さな笑い声を漏もらした。

「フォルネウスさんも驚いていらっしゃいましたよ」

　あのフォルネウスを驚かせるのだから、やはりこの人自身もただ者ではない。

　アインザッツの優しい微笑みに、イトの表情も少しだけ和やわらいだその時、背後のドアからノックの音がした。アインザッツが応こたえると、レントとパルティータが入ってきた。

「アインザッツ司教、具合どうですか？」

「私が治ち癒ゆしたんだから問題ないに決まってんでしょヘタレント」

「すみません……でもその呼び方は酷ひどいです……」

　相変わらずな二人のやりとりにアインザッツは笑った。

「ええ。おかげさまで、もう痛みもほとんどありませんよ」

「当然よ。あ、そうそう。セレナとコーダだけど、やっぱりどこかに逃にげたみたいよ」

　パルティータは悔くやしげにため息をついて髪かみをかき上げた。

　棺ひつぎ──という名の小箱──をイトが開け、地下から戻もどってきた後、セレナとコーダはすでに広間にはいなかった。そして証拠を消すためか、広間はすでに真っ赤な炎ほのおで埋うめ尽つくされており、イト達は燃えさかる屋や敷しきから慌あわてて出て来たのだった。今ベルカントの屋敷は、焼け跡あとしか残っておらず、また地下の空間が崩くずれ、地じ盤ばん沈ちん下かを起こしていた。

「それから、カクトスの街の状じよう況きようなんだけど……」

　パルティータの報告によると、今まで魔ま物ものを操あやつっていたベルカントの者がいなくなったからか、カクトスに現れる魔物の数は減少し、住民が退去する話もなくなるだろうとのことだった。ここアスセナの魔物の出現状況も、南方からの魔物が以前と比べて減っている。

　パルティータの報告を聞いて、レントが嬉うれしそうな声を上げた。

「おお！　良かったですね！　頑がん張ばった甲か斐いがありましたね！　ね、イト！」

「俺は別に……半分自分のために行ったし」

「またまた謙けん遜そんしちゃってー！　イトがいなかったら絶対無理だったんだよ？」

　テンションは高いが、真っ直すぐなレントの言葉にイトは居い心ごこ地ちが悪くなる。見れば、パルティータもアインザッツも、レントの言葉に同意する笑みを浮かべてイトを見つめている。

　くすぐったいような気分に戸と惑まどいながら、イトはふと、胸に湧わいた疑問を三人をぶつけてみたくなった。

「あの、さ……、三人に、訊ききたいことがあるんだけど」

「何よ？」「なになに？」「何でしょう？」

　三人の目がイトを一いつ斉せいに見た。イトは一度息を吸ってから、三人を見み据すえた。

「俺がただの人間でないことは、もうわかってると思うから、言うけど……俺のこと、怖こわくないのか？　俺と一いつ緒しよにいること、嫌じゃないのか？」

　──俺は、ここにいても良いのか。

　それだけは、何な故ぜか口に出来なかった。言おうとしても、喉のどの奥が縮まってしまった。

　三人は同時に顔を見合わせ、同時にイトを見て、そして同時に首を傾かしげた。

「あんたが怖いって、何ソレ。こーんなちっちゃいガキを、どう怖がれってのよ？」

「僕はイトより姐ねえさんの方が断然こわ──ごめんなさい何でもないですいだだだだ！」

「そういえば、東の国に、まんじゅうこわいという話がありましたねえ……」

　三人のそれぞれ三人らしい反応に、イトは拍ひよう子し抜ぬけする。

「でも、僕さ……正直、墓場でイトを見た時は、すごい悪党なんじゃないかって……思ってた」

　申し訳なさそうに眉まゆを下げるレントの言葉を、イトは平へい淡たんな表情で聞いていた。その程度で傷つくほど、自分を善人とは思っていない。

「けど、その必要もわかった。詳くわしいことはわからないけど、僕も、大事な人の身体からだがなかったら悲しいし、そういう方法をとるかもしれない。それにさ、イトは魔物からこの街の人を必死で守ってたし、プロケルのことも気にかけてた。そんな人を、僕は嫌きらいになれないし、怖くもないよ」

「お、おい、やめろ……っ！　俺を美化するな！」

　レントの言葉は真っ直ぐで噓うそがない。しかしそれ故ゆえに、何故そんなことを思うのかイトには理解出来ず、鳥とり肌はだが立った腕うでを撫なでた。イトの様子にレントが首を傾げる。

「別に美化はしてないんだけど……。あ、そうだイト。改めてお願いがあるんだけど」

　イトが怪け訝げんそうな目を向けると、レントは笑顔で手を差し伸のべてきた。

「僕と友達になって」

「はあ!?」

「えええええ、ここまできてダメなの!?」

　イトの反応にショックを受けたレントの手を、イトは無言で握にぎった。途と端たんにレントの顔が明るくなる。その背中に勢いよく振ふった犬のしっぽが見えた気がした。

「ね、イト。僕達は君の友達で仲間だよ」

　また恥はずかしいことをさらりと言ったレントを、イトはげんなりしながら見た。しかしレントの日に焼けた顔に笑えみはなく、その目は真しん摯しにイトに向けられていた。

「だから僕達は、イトが間ま違ちがったことをしようとするなら、許せないし止める。忘れないで」

　イトはレントの深緑の瞳を真っ直ぐに見つめ返した。そして確かく認にんするように、パルティータと、アインザッツを見た。二人とも、レントと同じようにイトを見つめ、頷うなずいてくれた。

　三人の表情に、イトの心をきつく縛しばっていた何かが一つ、解ほどけた。

「俺も、そういう人が傍にいてくれると……いい」

　心強い、という言葉は喉の奥まで来ていたが、どうしても言葉にするには照れ臭くさかった。

「……そういう人がいてくれないと、俺は人でいられなくなりそう、だから……」

　上手うまく言葉が纏まとまらない。それでもこの三人なら、イトの今の気持ちを受け止めてくれる気がして、続けた。

「俺は……悪魔の力を使っていると、自分が人じゃなくなりそうで、正直……怖くなる。だから、人の道を外そうとしたら止めて欲しい」

　イトは一度言葉を止めて、三人を見つめた。

「……頼たのんでも、いいか、な？」

　そう言った直後、イトは顔全体が炎に当てられたような熱さを感じた。三人とも目を丸くした後、イトに笑いかけた。イトは照れ隠かくしに首を搔かいたが、そこもまた熱い。

「なーに真っ赤な顔してんだ、イッちゃん」

　低い声が背後から聞こえ、イトは珍めずらしく飛び上がって驚おどろき、その方向を振り返った。サブナクが意地の悪い笑顔でイトの顔を覗のぞき込む。

「なっ……何でお前……っ！　ああくそ！　見るなバカ！　アインザッツ司教お大事に！」

「え!?　どこ行くのイト!?　てか、顔真っ赤だけど大だい丈じよう夫ぶ!?」

　勢いよくアインザッツの部屋を出たイトの後ろから、レントが追いかけてくる。レントの後ろからも、ヒールの足音と聞き慣れた低い声が追ってきたので、イトは歩く速度を上げた。




　騒さわがしい足音が部屋を去った後、プロケルはむくりと起き上がった。

「おはようございます、プロケル。もしかして、起きてました？」

「うん。……イトに、言わないの？　もう一つの契けい約やく」

　ベッドの上に座り、プロケルはアインザッツを見上げる。

「そうですね。必要になったら、その時は伝えます。それまでは、フォルネウスさんとあなたと、私の秘密にしておきましょう」

　アインザッツは微笑ほほえんで、唇くちびるに人差し指を当てた。プロケルはその仕草の意味がわからなかったが、首を傾げながらも彼を真ま似ねてみる。指を唇に当てながら、プロケルは呟つぶやいた。

「秘密……。フォルネウスと、僕と……」

　──アインザッツの。




「あんにゃろ、逃げやがったな。そうはいくか。とことんいじり倒たおしてやるぜ！」

　イトにとっては迷めい惑わく極きわまりない気合いを入れて、サブナクも早足になってイトを追う。──が、彼の行く手に、先回りしたパルティータが立ち塞ふさがった。

「あんだよエセ聖女。決着つけるか？」

「……イトのことだけど」

　パルティータは口にしていたロリポップを手に持ち替かえて言った。

「今度こそあんたの身体を見つけたら、あんたはあの子の魂たましいを奪うばう気でいるの？　──あの子が可愛かわいくて仕方ないあんたが、そんなこと出来るの？」

　サブナクはため息と共に、広い肩かたを大きく上下させた。と言っても、首から下は彼のものではないため、大おお袈げ裟さな演技だ。

「その飴あめは頭ン中まで砂糖になる成分でも入ってんのか？」

　紅と紫むらさきの双そう眸ぼうが睨にらみ合い、一いつ瞬しゆんにして空気が張り詰つめる。しかし不意にサブナクが笑い、その空気を緩ゆるませた。──くだらない問いだと、彼女を馬ば鹿かにする。

「教えて欲しけりゃ、邪じや魔ませず最後まで見届けるこったな。エセ聖女サマ」

　嘲ちよう笑しよう混じりに言うと、パルティータの目がさらに鋭するどくなったが、サブナクは無防備に彼女に背を向け、歩き出した。

「あんただけは、私が潰つぶす」

　背後で清せい廉れんな声が吐はき捨てるように言った。ヒールの音が、サブナクから遠ざかっていく。




　　　　[image: ]




　教会からの帰り道。夕ゆう陽ひに照らされた石いし畳だたみの街を、イトとサブナクは歩いていた。

　イトはふと、革かわの手て袋ぶくろに包まれているサブナクの手元を見た。

「そういえばお前、指はつけないんだな。遺体を傷付けなくて良いけどさ」

「あんなちっこいもんをちまちま動かしてる方が余計に魔ま力りよく使うんだよ。お前なー、人間の指先ってのがどんだけ繊せん細さいに出来てるか知ってっか？」

　知らない、と冷たく返して、イトは知らず、声を小さくした。

「……結局、また探す羽目になったな」

「言ってても仕方ねえだろうよ。ってことでイト、俺の身体探しだが、引き続き──」

「わかって──いっ!?」

　イトの首にサブナクの腕が回され、イトの耳元で低い声が囁ささやいた。

「……頼んでも、いいかな？」

　どこかで聞いたことがあるセリフ。その言葉は、誰だれかが一世一代の覚かく悟ごを決めて言った言葉ではなかったか。イトの顔が火を噴ふくように赤くなった。

「お、お前っ……聞い、てっ……！」

　勢いよく振り返り、イトは鋭い眼光をサブナクに向けた。予想通り、サブナクの顔には意地の悪い笑みが浮うかんでいる。イトが何かを言う前に、サブナクは鼻歌混じりに先を歩き出した。

　イトの胸の内で、ぷつりと何かが切れた。

　先を行くサブナクの背中目め掛がけて走り出し、イトはその脇わき腹ばらに両りよう腕うでを入れて抱だきついた。

「お？　何だイト、珍しいことするじゃねえか。反はん抗こう期き終わっ──」

　上じよう機き嫌げんなサブナクの言葉はそこで途と切ぎれた。イトが腹に巻きつかせた腕に力を込めた瞬しゆん間かん、彼はイトの次の行動を察したようだ。サブナクの顔が徐じよ々じよにひきつっていく。

「ちょ、ちょっと待てイト！　俺が悪かった！　もう言わねえ！　だからそれはやめろ！　身体は俺のじゃねえけど、首から上は俺の──」

　サブナクの声が完全に途と絶だえた。イトは全身の筋力を駆く使ししてサブナクの身体を持ち上げ、そのまま後ろへ仰のけ反る。長身のサブナクの頭頂部は、イトよりも早く石畳に叩たたきつけられた。石畳とサブナクの頭が打ち付けられる音に、教会の鐘かねの音が重なった。

「……っのクソガキ！　頭かち割る気か！」

「うるさい永遠に黙だまれオッサン！」

　夕焼けの街に、二人の口くち喧げん嘩かが大きく響ひびき渡わたった。
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　あとがき




　初めまして。時田とおると申します。

　本作品『俺の悪魔は色々たりない！　白の祓エク魔ソシ師ストと首だけ悪魔』は、第十回角川ビーンズ小説大賞で奨しよう励れい賞を頂いた作品を改題・改かい稿こうしたものです。

　受賞のお電話を頂いた時は、驚おどろきのあまり全身の震ふるえが止まりませんでした。しばらくは呆ぼう然ぜんとして過ごし、喜びを実感したのはかなり後のことでした。

　さて本作品の内容ですが、基本は明るく拳こぶしで語り、時々シリアスに拳で語っております。「これ本当に少女小説か？」というツッコミ込みで少女小説だと思ってます。

　主人公のイトは短気で口が悪くて、背せ丈たけがちょっと足りないエクソシストの少年です。そしてその相棒（？）サブナクは「普ふ通つうそれはなくなるもんじゃないだろう」というものがないくせに、偉えらそうで意地の悪い悪あく魔まです。そんな二人がぎゃあぎゃあ喧けん嘩かしながら、魔物を倒たおしたり、サブナクの足りないものを探したりというストーリーになっております。

　その他の登場人物もほぼ全員、好き勝手に暴れている面子メンツですが、もしお気に召めしたキャラクターがいたらとても嬉うれしいです。




　最後になりましたが、この本の出版に携たずさわって下さった皆みな様さまに心からの感謝を。

　審しん査さ員の先生方、読者審査員の皆様、編集部の皆様。数ある作品の中からこの作品を選んで下さり、ありがとうございました。改めて心よりお礼申し上げます。

　イラストのサマミヤアカザ様。超ちよう美び麗れいイラストをありがとうございました。ラフ画や表紙が送られてくる度たびに土下座して拝んでおります。サブナクの格好良さには本当に卒そつ倒とうしそうになりました。サブナク、お前、格好良かったんだね……忘れてたよ……。

　初代担当Ｋさんと現担当Ｓさん。大変お世話になりました。無知な私に丁てい寧ねいにご指導下さり、本当にありがとうございました。これからもどうぞよろしくお願い致いたします。

　ずっと応おう援えんしてくれた友人達と家族にも感謝を。あなた達がいてくれたから出来た作品だと思ってます。いつもありがとう！

　そしてこの本をお手にとって下さった読者の皆様、ありがとうございます！　少しでも楽しんで頂けたならこれ以上の幸せはありません。

　これからも面白いものが書けるよう精進していきますので、よろしくお願い致します。




　それでは。またお目にかかれる日が来ることを願っております。





時田　とおる　　



























イラスト／サマミヤアカザ










俺おれの悪あく魔まは色いろ々いろたりない！




白しろの祓エク魔ソシ師ストと首くびだけ悪あく魔ま








時とき田たとおる
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